
49-ROO4

欧州における情報処理の実態

(第8次 海外情報処理実態調査団報告書)

雛

昭 和50年3月

uＬPDEC

財団法人 日本 情報 処 理 開発 セ ン ター



この報告書は,日 本 自転 車振興 会か ら競輪収益 の一部 であ る機械 工業振興 資

金の補 助 を受 けて昭和49年 度 に実施 した 「欧州 にお ける情報処理 の 実 態」 の

成果 をと りまとめた もので あ ります。
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当財 団 は,わ が 国 にお け る情 報 処理 産 業 の 発展 に資 す るた め,昭 和43年 以 来,

毎 年 欧 米 諸 国 に調 査 団 を派 遣 し,海 外 にお け る情 報 処理 お よび情 報 処理 産 業 の現

状,動 向,諸 問 題 を明 らか に して まい りま した 。

本 年 度 調 査 団(欧 州 班)で は,コ ン ピ ュー タ業 界 の動 き,経 済 不 況 と イ ン フ レ

下 に おけ る コ ン ピ ュー タ メ ー カ ー,ソ フ トウ ェア企 業 の 活動 状 況,コ ン ピ ュー タ

ネ ッ トワー ク等 を テ ー マ に,英 国,仏 国,ス イ ス,西 ドイツの12機 関 を調 査 い

た しま した。 ここ に,そ の結 果 を と りま と め,海 外 の 情 報処 理 に関 心 を もたれ る

方 々の参 考 に供 した い と思 いま す 。

な お,本 調 査 実施 に当 って,ご 尽 力 い た だ い た調 査 団 員各 位,ご 協 力 を た ま わ

っ た調査 訪 問先 等 関 係 各 位 に対 し,心 よ りの 感 謝 の意 を表 します 。

昭和50年3月

財団法 人 日本情報処理 開発 センター

副会長 斎 藤 有
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調 査 団 の 概 要

1.目 的

海外調査 団における情報処理 お よび情報 処理産業につ き,そ の実態 を調査 す

るとと もに,各 国での発展 の背 景 と今後の動 向 を把握 し,わ が国 におけ る情報

処理 および情報産業の発展 に資す るこ とを目的 とす る。

2.調 査 事 項

(1)コ ン ピ ュ ー タ 業 界 の 動 き

② 経 済 不 況 と イ'ン フ レ 下 の コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ ー

(3)ソ フ ト ウ ェ ア 企 業 の 活 動 状 況

(4)コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 開 発

3∵ 調 査対 象 国

英 国,仏 国,ス イ ス,西 ドイ ツ

4.調 査 期 間

昭 和49年10月26日 ～11月16日

5.調 査 機 関

(1)NationalComputingCentre(NCC)

(2)F.W.Woolworth&Company

(3)InstitutdeRechercheD'InformatiqueetD'Automatique

(IRIA)

(4)MinistredeDevelopmentIndustrialetdelaRecherche

(MIR)
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(5)SoftwareetEnginerringdesSy8temesD'Informatiquet

D'Automatique(SESA)

(6)SocieteDapPlicationsGeneralesD'ElectriciteetDe

Mechanique(SAGEM)

(7)UnionBankofSwitzerland

(8)ReishallerLtd.

(9)IBMDeutschlandGmbh-ManufacturingIndustryCenter

⑩Hoe8chWerkAqこs..ご パ ゴ
亘1・.、?,

aOMathematischerBeratunyundProgrammierungsdiestGmbH

(MBP)

⑫NiXdorfComputerAG

"
r

1

'
●
●

6.調 査 団メンバー(敬 称略 ・順不同)

団長 岡田 勇(財)日 本情報処理開発 セ ンター開発本部次長

団員 小泉健 治 東芝機械株 式会社生 産部長

〃 家高英祐 防衛庁第一研究所第一 部数理 研究室長

〃 荒井俊典(財)日 本情報処理 開発セ ンター調査課 長代理
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1.コ ン ピュー タ業 界 の 動 き

西 欧 の コ ン ピ ュ ータ市 場 は,IBMが ほ ぼ60%を 制 覇 し,他 の 米 国 系 コ ン ピ

ュ ー タ メー カーの シ ェア を合 わせ れ ば約80%は 米 国系 が 占 め る こ とに な り,西

欧 各 国籍 の コ ン ピ ュー タ企 業 の 占め る市 場 は,ほ ぼ20%で あ る。

英 国,仏 国,西 ドイ ツ は,西 欧 で の3大 コン ピュ ー タ市 場 で あ る。 これ らの 国

々に お け る主 な メ ー カー の シ ェ ア をみ る と,概 数 で は あ るが,英 国 の80%シ ェ

ア をICLとIBMが ほ ぼ折 半 して い る。 ま た仏 国 は,IBMが50%を 占め,

続 い て ハ ネ ウエ ル の25%,CIIの8%と な って い る。西 独 に お い て は,さ ら

にIBMが 優勢 で,そ の65%近 くを占 め,ジ ー メ ンス14%程 度 で あ る とい う。

この 数年,英 国,仏 国,西 ドイ ツの3カ 国が,そ れ ぞれ 自 由 に コ ン ピ ュー タ産

業 の育 成 強 化政 策 をお しす す め て きた こ とは,す で に報 道 され て い る こ とで あ る。

しか し,各 国 の政 府 保 護政 策 に もか か わ らず,わ ず か に英 国 のICLを 除 き,そ

の成 果 は ま だ充 分 とは い え ない状 況 で あ る。 この 様 な状 況 に対 処 す べ く2～3年

前 よ り,欧 州 共 同体 と して,国 際 的 な育 成 策へ と乗 り出 した 。す なわ ちCII

(仏),ジ ー メ ンス(西 独),フ ィ リップ ス(オ ラ ン ダ)の3社 に よ るユ ニ デ ー

タ,ま た,西 ドイ ツの肝 入 りで ニ ックス ドル ク とテ レフ ンケ ンに よ るTelefunken

ComputerAGの 創 設 な どい くっ か グ ル ープ 化 の動 きが あ っ た 。 しか し,ニ ッ

クス ドル フ と テ レ フケ ンが挟 を分 か った た δb,こ の合 弁 会社 もジ ー メ ンス に吸 収

され,コ ン ピ ュ ー タゲ ゼ ル シ ャ フ ト ・コ ンス タ ーツ とい う新 社 名 で,ジ ー メ ンス

の子 会 社 にな った 。 従 来,TelefunkenComputerAGで 製造 され て い た 大 型

コ ン ピュ ー タは,ジ ー メ ンス を通 じて販売 され る こ とにな っ て い るの で,前 出 の

ユ ニ デ 一 夕 と のか らみ もあ っ て,販 売 面 で は,今 後 に難 しい 問 題 が 残 され て い る。

元来,旧 合 弁 会 社 は,テ レ フ ンケ ンの大 型 製造 能 力 とニ ック ス ドル クの マ ー ケ テ

ィ ン グ網 を結 びつ け た もの で あ ったが,結 局設 立1年 で大 幅 な損 失 を計 上 す るに

い た った 。西 ドイ ツ政 府 は,当 初,テ レフ ンケ ン とジ ーメ ン ス と の連 携 を考 え て

いた が,こ の案 を,ジ ーメ ンス が拒 否 した ため,急 き ょニ ッ クス ドル フの 広 範 な
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販売 力 をか われ て,起 用 され た と もい われ て い る。 最 近 で は,一 部 の 間 では,従

来 販売 面 で の提 携 が さ さや かれ て い たICLと ニ ックス ドル フの間 で,よ り接 近

の方 向が あ る旨が 取 沙 汰 され て い るよ うで あ る。 ま た,'CIIと ハ ネ ウエ ル との

合併 説 が 一 大 ニ ュー ス に な っ て い るな ど,西 欧全 体 にお け る コ ン ピ ュー タ業 界 は,

今 な お流 動 的 で あ るとい え よ う。

この よ うな 業界 の動 きの 中 に おい て,当 調査 団 が 英 国 を訪 れ る直 前 に,ICL

は社 運 をか け る意 気 ご みで 大 型 機2300シ リ ーズ を発 表 した 。 調 査 先 の あ る有 識

者 の言 に よれ ば,IBMと は 異 な る アー キ テ クチ ャー を武 器 に,IBMに 対抗 し,

英 国 内の シ ェアの拡 大 は も とよ り,欧 州 全 体 を大 きな マ ーケ ッ トと して輸 出の増

大 に意 欲 を燃 して い る と い う。

しか し,ユ ニデ 一 夕商 標 の7000シ リー ズが,提 携3社 を通 じ て販 売 され,

かつ,コ ン ピ ュ ー タゲ ゼ ル シ ャ フ トで のTRシ リーズ な どが しの ぎ をけ ず って い

るな ど,西 欧 にお け る大 型機 の 市 場 は 予 断 を許 さな い状 況 下 にあ る。

ψ

2.経 済 不 況 とイ ン フ レ下 の コ ン ピ ュー タ ・メー カー

今 回 の調 査 に お い て は,コ ン ピ ュー タ メ ー カー を2社(西 ドイ ツIBM,ニ ッ

ク ス ドル フ)訪 問 した 。 西 欧 も,わ が 国 同様,経 済 不 況 の最 中,イ ン フ レ下 に あ

っ て,各 産 業界 と も沈 滞 ム ー ドが ただ よ い,ヨ ー ロ ッパ経 済危 機 が 喧 騒 され て い

た。 しか し2社 と も・ 現 在 の経 済 環 境 と真剣 に と りくみ・
.そ れ と同 時 に・ 各社 そ

れ ぞれ の打 開 の た め の政 策 な り,努 力 が払 われ て い る こ とが うか が われ た 。

角

2.1西 ドイ ツIBM

IBMは,従 来 よ り① ユ ーザ ー指 向 を め ざす,② 大量 生 産 が 可 能 で あ る こ と

(技 術 面 に も,需 要 面 で も),③ 低 廉 で あ る こ と,④ 安 全 で あ る こ と,な ど製 品

開 発 の ポ リシ ー と して い る。 この ポ リシ ー実現 の た め各 産 業 別 に次 に示 す よ うな

セ ン タ ー を設置 し,世 界 的 な 規 模 で の コン ピュ ータ 需 要 に 関 す る長 期 計 画,製 品

計 画(調 整)に 多 くの 時 間 と労 力 を費 して い る。
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MIC(ManufacturelndustryCenter)西 ド イ ツIBM(ミ ュ ン ヘ ン)

FIC(FinancialIndustryCenter)イ ギ リ スIBM(ロ ン ド ン)

IAC(InternationalAirlineCenter)イ ギ リ スIBM(ロ ン ドン)

DIC(DistributionIndustryCenter)フ ラ ン スIBM(パ リ)

PIC(ProcessIndustryCenter)フ ラ ン スIBM(パ リ)

PSIC(PublicSecterCenter)ベ ル ギ ーIBM(ブ ル ッ セ ル)

MEDIC(MedicalCenter)デ ン マ ー クIBM(コ ペ ン ハ ー ゲ ン)

SCIC(ScientificCrossIndustryCenter)オ ラ ン ダIBM(ア ムス テル

ダ ム)

ま た,世 界 経 済 の マ ク ロ 分 析 か らは じ ま り,関 係 産 業 ・企 業 へ と き め 細 い 調 査

を 行 な っ て お り,そ れ ら の 産 業 ・企 業 の 動 向 の 中 か ら,コ ン ピ ュ ー タ 利 用 分 野 を

開 拓 し て き た 。 今 後 も こ の よ う な 方 向 は 変 ら な い し,と く に,現 在 の よ う な 不 況

時 に お い て こ そ,コ ン ピ ュ ー タ 利 用 に よ る 省 力 化,環 境 条 件 へ の 適 応 化 を 計 る べ

き で,こ の 点,製 品 開 発 の 基 本 政 策 が 有 効 に 作 用 し て い る と 自 負 し て い た 。 現 在,

西 ド イ ツ に お い て は,コ ン ピ ュ ー タ の 需 要 は 低 下 し て い な い と の こ と で あ っ た 。

本 調 査 団 が 訪 問 し た 西 ドイ ツIBM製 造 工 業 セ ン タ ー で は,世 界 各 国 の 製 造 工 業

を 対 象 に,そ の 長 期 計 画,製 品 企 画 と と り く ん で い る 。 製 造 工 業 に お け る コ ン ピ

ュ ー タ 利 用 の 対 象 企 業 と し て は,従 業 員50名 を ボ ー ダ ラ イ ン と し て い る 。

次 図 の 通 り,西 ド イ ツ に お い て は,フ ラ ン ス,イ タ リ ー,イ ギ リ ス に 比 べ て,

製 造 工 業 の 企 業 数 も 多 く,こ れ ら の もつ コ ン ピ ュ ー タ 潜 在 需 要 は,大 い に 期 待 さ

れ る と の こ と で あ っ た 。'1970年

労 働 人 口 製造工業就業人口 従業員50人 以上
の企業

西 ド イ ツ
千 人

26,000
千 人

3,600 10,250

フ ラ ン ス
〃

26,000
〃

1,200 4,200

イ タ リ ー
〃

14,200
〃

1,000 3,800

イ ギ リ ス
〃

26,300
〃

2,000 7,600
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また,当 セ ン タ ーで は,計 画 の 基 礎 デ ー タ とし て,世 界 各 国 の 経 済 予 測 な どを

行 な っ て い るが,西 ドイ ツの場 合 は,非 常 に見 通 しが 容 易 で あ る との こ と。 それ

は,民 間企 業 の計 画 の 実現 率 が 高 い こ と,さ らに政 府 介 入 が行 な わ れ た 場 合・ 一

層 計 画 と実行 が現 実 の もの とな って くる こ とで あ ろ う。 従 っ て,コ ン ピ ュー タの

需 要予 測 の チ ー タ と して も大 い に有 効 的 とな って く る。 これ らの もの は,国 民 性

の相 異 に よ る もので あ ろ うが,先 般 の オ イ ル シ ョ ックの立 直 りも他 国 よ り比較 的

早 か った との こ とで あ る。

2.2ニ ッ ク ス ドル フ 社

ニ ッ クス ドル フは,IBMシ ス テ ム/3に 相 当 す る シス テ ム900を 頂 点 とす'

る小 型 機 を主 製 品 と して,日 本 を含 む世 界23ケ 国 に支 店,あ る い は合 弁 会 社 を

設 け て活 発 な販 売 活動 を く り拡 げ て い る。 同社 は,1968年 に 設 立,記 帳式 会

計機 の生 産 を開始 し,1974年 まで の 販 売 実績(累 計)を み る と,38,000台,

25憶 ドイ ツマ ル クで あ る。

製 品 開発 の 面 を み る と,オ ン ライ ンな どに よ る情 報 処 理 の 高度 化,多 様 化 と相

ま っ て,小 型 機 の タ ー ミナ ル化,フ ロ ッ ピ ・デ ィス クの採 用 と高速 プ リン タ等 の

開 発 に よ る低 廉 か つ 高 速 の イ ン テ リジ ェ ン トター ミナル,POSタ ー ミナ ル機 器

の開 発 に も力 を注 い で い る。

しか し,1973年 以 降 の オ イル価 格 高 騰 に よ る世 界 的 な経 済不 況 と イ ン フ レ

に よ る打 撃 は 例 外 で は な か っ た 。 売 上 に っ い て は別 図 の ご と く上昇 を示 しては い

る もの の,利 益 は1972年 を100と す れ ば,1973年 は82,さ らに

1974年 の予 想 は66と 低 下 す る こ とが 懸念 され る。 しか し不 況 に もか かわ ら

ず,1974年 の 売 上高 が順 調 に昇 び たの は,比 較 的 大 きな シス テ ムの 占 め る割

合 が 高 か っ たた めで あ る とい う。 ま た,幅 広 い ユ ー ザ ー の 開 拓 と共 に ・ コ ス トダ

ウンの た め の努 力 の ほ ど もうか が われ,こ の 様 な経 営 姿 勢 は,現 在 の 経 済 状 況下

に お い て の みな らず,国 際 的 な販 売 活 動 の展 開 す る企 業 と して,そ の 重要 性 は増

々要 求 され てい くこ とで あ ろ う。
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ニックス ドル社コンピュータ売上推移

3.ソ フ トウ ェア 企業 の活 動 状 況

西 欧 に お け る コン ピュ ー タセ ン タ ーお よび ソ フ トウ ェ アハ ウ スの 現 況 の 一 端 を

把 握 す るた め に,英 国 のNCC,フ ラ ンス の産 業科 学 省,シ ステ ムエ ン ジ ニ ア リ

ン グ会社 のSESA,西 ドイ ツ のMBPを 調 査 した 。

西 欧 に は,西 欧 の 合理 主義 が存 在 す る。 現 在 のECも ヨー ロッパ 合理 主 義 の現

われ と も云 え る。 元 来,ECは 経 済 部 面 で の協 調 か ら端 を発 した が,そ れ が 諸 々

の分 野 に発 展 しつ つ あ り,情 報 処 理 関係 も例 外 で は な い で あ ろ う。 その一 例 と し

て,英 仏 間 に お け る,ソ フ トウ ェ ア業 界 に お け る最 近 の提 携,合 併 計 画 が あ る。

これ らの動 向 に対 して,フ ラ ンス に お け る情報 処 理 産 業の 今 後 の 方 向 づ け と し

て,同 国 産 業科 学省 の果 す役 割 は 大 きいで あ ろ う。従 来,こ れ らの 指導 的 立場 に

あ っ た情 報 代表 部(DelegationInformatiquel)が,1974年10月2日

を もっ て産 業 科 学 省 の情 報 産 業 部 の傘 下 に,電 子 機 器 関係 部 門 と共 に組 入れ られ

た 。

す な わ ち,今 迄 の 情報 代 表 部 の役 割 が,そ の ま ま産 業 科学 省 が引 きつ い だ にす
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ぎな く,そ の果 す 役 割 は 同 じこ とで あ っ た。 従 来,情 報 代表 部 の 業 務 の 一 つ に,

情報 処 理 サ ー ビス ・コ ンサ ル タ ン ト協 会(SSCII)の 管 理,監 督 が あ る。 同 協

会 は,約500社 の 会員 よ り構 成 され,当 業界 で は,西 欧 随 一 の 団体 で あ る。 主

な業 務 と し て,ユ ーザ ー へ の 情報 処 理 サ ー ビス,ユ ーザ ーへ のEDP要 員 の教 育,

プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジの 開発,中 小 企 業 の コ ン ピ ュ ー タ導 入 の ア ドバ イ ス等

が あ る。

ま た,こ れ ら会 員 を中 心 とす る同 国 にお け る情 報処 理 サ ー ビス会 社 の売 上状 況

は 次表 の 通 りで あ る。

1974年 度 の 売 上 は約20億 フ ラ ンが 予想 され,1971年 度以 来,毎 年20

%の 増 加 率 を示 して い る。

ま た,従 来,情 報 代表 部 は,フ ラ ン スの 輸 出振 興 も計 って きて お り,今 後 も国

際活 動 は 活 発 化 す る もの と思 われ る。

フ ランス に お け る情 報処 理 サ ー ビスの 総 売 上 推 移

単位 百 万 フ ラ ン

年 度

項 目

1970 1971 1972

1973
1974

予 測1
予 測 実 行

ソ フ ト 330 430 495 595 565 685

ハ ー ド利 用 技 術 370 455 530 650 806 1,020

システム エンジニ ア リング 50 65 85 110 122' 165

合 計 750 950 1,110 1,355 1,523 1,870

上国売上推移における輸出統新および外国子会社の売上の割合
単 位 百 万 フラン

年 度

項 目

1971 1972 1973
1974

(予 測)

総 売 上 額 950 1,110 1,523 1,870

外 国 子会 社売上額 60 75 90 93

輸 出 総 額 30 54 60 60
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前述 の 売 上 高推 移 の う ち,金 額 は 少 ない が,シ ス テ ムエ ン ジニ ア リン グの部 門

が 急増 して い る。 これ らの 部 門 を主 た る業 務 と して い る会社 の 一 つ にSESAが

あ る。

SESAの 主 な分 野 は,シ ス テ ムエ ンジ ニ ア リン グの大 型 プ ロジ ェク トと リ ア

ル タ イ ムの ソ フ ト開 発 で あ る。

シス テ ム エ ンジ ニ ア リ ン グの分 野 と して,例 え ば,開 発 費2百 万 ドル の気 象 観

測 シス テ・ム,国 土 開 発 のIntegrate(20年 後 の ビ ジ ョン作 成),郵 便 物 の 配送

システ ム,プ ラ ン トの エ ン ジ ニ ア リン グ,税 関 自動 化 シ ステ ム な どが あ る。 ま た,

IRIAの コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの プ ロ ジェ ク トに も参 加 し,COST11

のべ ー ジ ッ ク ・ソ フ トウ ェ ア開 発 の 部 門 を受 け もつ な ど,広 範 囲 に亘 る公 共 的 な

シス テ ムの 開発 を行 な っ て い る。開 発 分 野 が 多 岐 に亘 るた め,特 定 の メ ーカ ー に

偏 る こ と もな く,各 分 野 で の 専 門技 術 を有 す る他 企 業 の 協力 を得 るな ど して,シ

ス テ ムエ ンジ ニ ア リ ン グ を行 なっ て い るこ とは,同 国 に おけ る ソ フ トウ ェ ア企 業

の 今 後 の進 む方 向 の一 つ を示 唆 して い る もの と思 わ れ る。

一方 ,西 ドイ ツで は,現 在 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ンタ ー と称 す る もの が500社 あ

り,1社 平均2事 業 を有 し て い る。

これ ら500の セ ン タ ー の1973年 の総 売 上 は,約6～6.5億 ドイ ツマ ル クで

あ り,1974年10'億 ドイ ツ マ ル ク・と推 定 され て い る。総 売 上額 は年 々増 加 の

傾 向 に あ るが,仕 事 の件 数 は やs減 少 の傾 向 に あ る よ うだ。500社 の 内 訳 をみ

ると,独 立 企 業 が63%,大 手 企 業 の子 会 社 が1'60/・,そ の 他 中 小 企 業 の 共 同 利

用 お よ び メ ー カー 設 立 の サ ー ビス会 社 が21%と な っ て い る。

ま た,企 業 規 模 対 売 上面 で みれ ば,大 手 ソ フ トウ ェ ア会 社 は約5%で あ り,こ

れ ら大手 企 業 の 売 上は 全 体 の2/3も 占 めて い る との こ とで あ る。これ で わ か る よ

うに,同 国 の ソ フ トウ ェ ア企 業 は,年 間売 上50万 ドイ ツマ ル ク程 度 の 規 模 の会

社 が 多 い とい うこ とで あ る。 一 方,主 な業 務 内容 を み る と下 記 の 通 りで あ るが,

約2/3の 会 社 が パ ンチ 受 託(イ ンプ ッ ト作 成)を 行 な って い る。
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業 務 内 容

デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ 100%の 企 業 が 行 な っ てい る

プ ログ ラム作 成 84%

シ ス テ ム ・プ ラ ン ニ ン グ 77%

コ ン ピ ュ ータの 時 間貸 54%

パ ッケ ー ジ プ ロ グ ラム作 成 49%

ま た,昨 年 の 同 国 にお け るプ ログラムの開発 件数 は52,000本 で その 総 費 用 は,

1,693百 万DMと いわれ てお り,従 っ て,過 去4～5年 の 間 に 約260 ,000本 の プ

ロ グ ラ ムが 開 発 され,こ れ に投 じ られ た費 用 は7 .63兆DMと な る。

MBPは,Scientific(BritishPetrolの 子 会 社),ADV-ORGAと 並 ん

で 西 ドイ ツの ソ フ トウ ェ ア会 社 で は 大 手 に属 す るが,今 後 の方 向 と して ,ソ フ ト

ウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ,プ ロ グ ラ ム言 語 の 開発 に夢 を託 して い るよ うで あ る。 前 述

の フ ラン スのSESAが 公 共 的 な シ ス テム開 発 に力 点 を置 い たの に比 して,今 後

の方 向 に相 異 点 が み られ た。 ま た,一 説 に よれ ば,現 在 ソ フ トウ ェ ア開 発 の た め

の努 力 と人 件 費 の急 増 の 傾 向 に あ り,今 後 これ を どの よ うに削 減 す るか が ,ソ フ

トウ ェ ア企 業 に と って 問題 点 の 一 つ に な りそ うで あ る。 ま た,西 ドイ ツ にお い て

は,今 後 コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー は,減 少 の 方 向 に 向 うの で は な い か とい う意 見

もきか れ た 。

φ

写

4.コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 開 発

フ ラ ン ス のIRIAで は,1971年 よ り 「 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー クCYC-

LADE」 の 研 究 開 発 に 着 手 し,現 在4年 目 で あ る 。Requen・ ・untのIRIAの

本 部 を セ ン タ ー と し て,Paris・Rennes・Toulous,Grenobleの 各 ス テ ー シ ョ ン

にC11製 の ミ ニ コ ン ピ ュ ー タMITRA-157台 で サ ブ ネ ッ ト ワ ー ク(CIGA

LE)を 構 成 し て い る 。 こ の サ ブ ネ ッ ト ワ ー ク は,現 在20の コ ン ピ ュ ー タ が 接
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続 され,さ らに5ケ 所 が 準 備 中 で あ る。

CYCLADES

－－HOST-COMPUTER

への接続

この コ ン ピュ ー タ ネ ッ トワ ー ク開発 は,IRIAの 大 きな プ ロ ジ ェ ク トの1っ

で あ り,国 の 予 算 に よ って意 欲 的 に開 発 が進 め られ て い る。

現 在 の と ころ は,あ くま で 研究 とい う こ とで,研 究 の 目的 に か な う利 用 者 は 無

料 で あ る。

開発 費 と して は,現 在 まで に52百 万F(IRIAが 直 接 支 出 して い るの は25

百 万F)を 費 して い る。

また,こ れ と別 に ヨー ロッ パ9ケ 国 を結 ぶ国 際 的 な ネ ッ トワ ー ク,通 称"CO

ST11"が1971年11月 に ス タ ー トし,1973年 に基 本 構想,開 発 の す す

め方 につ い て関 係 国 の 話 し合 いが 終 り,最 近 調 印 も終 了 し開 発 に着手 した 。 な お,

フ ラ ンスはIRIAが 当 計 画 に参 画 して い る。

こ の開 発 期 間 は2年 間 と して,第 一段 階 と して1975年 を完 了 とな っ て い る

が,CYCLADESの 構想 と似 ているので,困 難 で は な い との こ とで あ る。 当 面 は,

研 究 開 発 の 段 階 を 出な い ま で も,将 来 に お け る国際 間の デ 一 夕 ネ ッ トワニ クに 大

きな意 味 を もつ もの で あ る と同時 に,コ ン ピ ュ ー タ ・デ ー タ伝送 の技 術 向 上 に 寄
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与 す る とこ ろ が 大 きいで あ ろ う。

NPL

NnationalPhysicalLab.

CYCLADESは,こ のCOST11の フ ラ ン ス 国 内 に お け る ロ ー カ ル ・ ネ ッ ト

ワ ー ク と し て の 役 割 を は た す こ と に も な る 。 ま た,フ ラ ン ス 側 で はIRIAを 通

じ,前 出 の ソ フ ト ウ ェ ア 会 社SESAが,ベ ー シ ッ ク ・ ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 に 参

加 し て い る 。

こ れ へ の 加 盟 国 は,フ ラ ン ス,イ タ リ ア,イ ギ リ ス,ス エ ー デ ン,ス イ ス,.ユ

ー ゴ
,ポ ル ト ガ ル,ノ ル ウ ェ ー お よ びISPRA(原 子 力 研 究 所 イ タ リー)な ど

9機 関 で ス タ ー ト し た が,後 日,オ ラ ン ダ が 参 加 し,研 究 開 発 が 開 始 さ れ た 。 当

初,西 ド イ ツ も,本 プ ロ ジ ェ ク トに 参 加 予 定 で あ っ た が,同 国 は パ ケ ッ ト ・ コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 を 好 ま ず,ド イ ツ 郵 政 省 はTELEX(200B/S)を 主 張 し

た,な ど の 経 緯 が あ っ て 参 加 を 取 り 止 め た 模 様 で あ る 。 し か し 乍 ら 西 ド イ ツ の

GMD(GesellshaftFifrMathmatikundDatenverarbeitung)が,コ ン ピ

ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て,従 来IRIAと 共 同 研 究 し て い た 実 績 も あ る こ

と か ら,近 い 将 来,11番 目 の 国(機 関)と し て,COST11に 参 加 す べ く,

1974年 末 よ り,両 機 関 で 交 渉 が 開 始 さ れ た 。
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COST11の 稼 動(第 一 期)は2年 後で あ り,ま たCYCLADESに して も

現在 の と ころ 大学,研 究 所 が参 加 して い る研 究 的 ネ ッ トワー クで あ る。

この よ うに,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの研 究 開発 は 世 界 的 に歴 史 もあ さ く,

緒 につ い た ば か りで あ り,パ ケ ッ ト通 信方 式 に つ い て,各 種 の主 張 と批 判 もあ る

が,COST11が ね らい とす る国 際 間 ネ ッ トワー クが 構成 され,地 域 的 な拡 が り

を もっ て くれ ば,デ ー タ通 信 お よ び情 報 ネ ッ トワ ー クの有 効 な手段 と して そ の認

識 が高 ま っ て く る との見 解 を有 して い る。

f
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1.NCCの 活 動 状 況

`

調 査 先:TheNationa1ComputingCenterLim輌ted(NCC)

所 在 地:QuayHouseQuayStreet

ManchesterM33HUEngland

TelO61-832-9731

調 査 期 日:1974年10月28日

面 接 者:Mr.PatricRaymont

調 査 員:岡 田,小 泉,家 高,荒 井

寸

1.1概 要 お よ び 所 感

(1)組 織

当社 は,英 国 に お け る コ ン ピ ュー タの 利 用 効 率 の 向 上 を 目的 と して,政 府 の

肝 入 りで,1966年 に設 立 され た。 組 織 上 は,会 員 制度 に よ り,民 間 企 業 から

も,コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ ー を中 心 に,現 在1200社 が参 加 して い る。

1974年 度 の 予算 は340万 ドルで その 内訳 と して,政 府 援 助45%,企 業

援助10%,事 業 収 入45%と な ってL'・る。 企 業 よ りの援 助 は,年 間会 費 と して

納 入 され,大 口 と して1万 ドル(IBM,ロ ン'ドン大 学 な ど),も 最 低 と して は

250ド ル(病 院 な ど)が あ る。
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② 業 務 内容

業務 内容 は,下 記 の4つ に大 別 され る。

① 情報 の提 供,販 売 活動

情 報 サ ー ビス と して は,定 期 刊行 物 の発 刊(10数 種),さ らに,国 内,

国 外 の 各種 情 報 の 提供,お よ びQuestion→Answerに 応 じて い る。

② 教 育 サ ー ビス お よびパ ッケ ー ジ の販 売

教 育 の サ ー ビス と して は,Teachingguide,Soft-warepackageに っ

いて のTrainingCourseな ど のセ ミナー を行 なっ て い る。

③ ソ フ トウ ェ アサ ー ビス

世 界 各 国 に開 発 した ソ フ トウ ェ アを販 売 して い る。 と くに,ソ フ トウ ェ ア

の 作 成能 力 の ない 小 さ な企 業 に ソ フ トウ ェ ア を作 っ て提 供 し,大 企 業 との ギ

ャ ップ を埋 め る こ とを 目的 と して い る。

④ コ ン ピ ュー タ利 用 者 に対 す る ア ドバ イ ス

企 業 へ の コ ンサ ル タ ン トにつ い て は,新 し く コ ン ビュ ー,タの導 入 計 画 を し

て る先 へ の ア ドバ イ ス に よ り収 入 を得 て い る。
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(3)ソ フ トウ ェア開 発 へ の 姿 勢

NCCは 一 般 的 に云 って,参 加 会員 企 業 と意 合 す る よ うな,ソ フ ト開 発,コ

ンサ ル タ ン トは行 な わ な い よ うに して い る。 む しろ,参 加 企 業 の コ ン ピ ュー タ

の利 用 効 率 を高 め るた め の指 導,相 談 に応 じる こ とに よ り収 入 を得 るよ うに し

て い る。

ま た・ ソ フ トウ ェ アの開 発 と同 時 に大 切 な もの に,価 格 の決 定 の 問 題 が あ る。

この 場 合 は,政 府 補 助 と併 せ て,次 の 点 に留 意 し て,ソ フ トウ ェ アの価 格 の 決

定,提 供 に 当 っ てい る。

① 開発 す る ソ フ トウェ ア を,一 般 的 なUtilltyが あ るか否 か を調 査 し,一

社 だ け の もの としな い 。

② 提 供 の依 頼 企 業 の 支払 能 力 お よび これ に対 して準 備 して い る手 持 金 額 を調

査 す る。

これ に留 意 し,依 頼 先 との話 し合 いで 提供 す るか 否 か を決 め る。 ソ フ トウ ェ

ア提 供 にっ い ては,政 府 援 助 の25万 ドル/年 を用 意 して,企 業界 の あ る所 で

開発 お よ びサ ー ビスが で きるか を見 て,NCCを 通 じて,企 業 の依 頼 先 へ 提供

され るが,売 った 企 業 か ら価格 の15%を 取 り,残 りは ロー ン と して,補 助 金

よ り充 当 す る。利 息 は徴 収 しな い 。 ま た,ソ フ トウ ェ アが売 れ るか否 か を調 べ

るの も当社 の 大 きな 役 割 の一 つ で あ る。

NCCに 目下 リス ト'され て い る ソ フ トウェ ア は,10000件 あ るがtttそ の う

ち約50件 はDocumentが 完 備 して い る。

ま た,公 共 事 業 等 へ の プ ロ グ ラムサ ー ビス を行 な っ た場 合,代 金 は直 接 収 入

とは な らな い が,組 合(た とえ ば健 康 保 険組 合)か ら間接 的 に代償 が振 込 まれ

るこ と もあ る。

(4)ICLに 対 す る支援 体 制(BeyondIBM)

NCCは,同 じ国 策会 社 で あ る コ ン ピ ュー タ メ ー カ ーICL(Internatio-

nalComputer'Ltd)の 対 ヨ ー ロ ッパ 大陸 と の協 同体 制 につ い て ,NCCは 次

の よ うな見 解 を持 っ てい る。
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す で に ヨ ー ロ ッパ は,UNIDATAが 進 ん で い るが,こ れ は 思想 的(企 業 哲

学)に は,IBMに 似 た もので あ り,ICLと は 異 な るので,UNIDATAと

は,協 調 して い く意 思 は な い との こ とで あ る。 ま た,ICLは,IBMと は 市

場 が 一致 して い る し,当 面 の政 策 と しては,「BeyondIBM」 で あ る との こ

と。

現 在,ICLは,東 欧 に対 して もか な りの数 量 を販 売 して お り,各 国 に ア フ

タ ーサ ー ビス の店 舗 網 もあ り,コ ン ピュ ー タ自体 に も大 きな 自信 を持 って い る。

さ らに,Nixdorf(本 社,西 独)と の 提 携 につ い て の うわ さ も,か な り信

性 が高 い とい う感 を強 くし た。

(5)オ ン ライ ンに よ る コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

英 国 には,多 数 の オ ンラ イ ン シス テ ムが あ り,デ ー タ伝送 に つ い て は,ヨ ー

ロ ッパ 大陸 よ り進 んで い る と の こ とで あ る。

また 英 国 で は,多 数 の企 業 が,本 社 一 ロ ン ドン,工 場 一地 方 とい う形 態 を と

って い るので,こ の 間 を郵 政 省 の ライ ンを 使用 して デ ー タ伝送 を行 な って い る。

政府 関係 機 関 の ネ ッ トワー クが 既 に存 在 し,一 部 の 大 学 で はARPAネ ッ ト

ワー ク との連 結 も計 画 して お り,さ らに,サ ウス ・ウエ ス ト地 区 で5大 学 の ネ

ッ トワー クが 存 在 して い る との こ とで あ る。

またNCCは,マ ンチ ェ ス タ ー近 くで,ネ ッ ト ワー クを作 って い る し,IC

Lは,マ イ クロ ウエ ブの デ ー タ伝 送 を行 な っ て い る。 しか し,英 国 は 米 国 と異

な り,国 土 が 狭 い の で,有 線 に よ るデ ー タ伝送 の方 が 安 価 で あ る との,英 国 郵

政 省 の考 え方 が あ る模 様 で あ る。

←

1.2詳 論

1.2.1背 景

イ ギ リス は,古 くか らコ ン ピ ュー タの研 究 開発 に努 力 して きた 国 で あ り,ヨ ー

ロ ッパ にお い て 国 産 コ ン ピュー タの マ ーケ ッ トシ ェ アが約40%を 占 め て い る唯

一の 国 で あ る。 現 在,国 産 メー カ ー として もっ と も強力 な企 業 と してICL社 が
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あ る。

ICL社 は,1968年,英 国 政 府 よ りICT社 とEEC社 が 合 併 して発 足 し

た が,両 社 にPLESSY社 も資 本参 加 し,政 府 も出 資 して完 全 な 国策 会 社 と な っ

た。

イ ギ リス の コ ン ピ ュー タ に関 す る政 策 は,ほ とん ど政 府 を中 心 と して 行 な われ

て い る。 まず 研 究 開発 の推 進 にっ い ては,1964年 以 来 コンピュー タ技 術 開発 計

画 が進 め られ て お り,政 府 は 各 企 業 と技 術 開 設契 約 を結 び,開 設 費 の 半 額 を負 担

して い る。

ま た,政 府 は 科 学技 術 会 議 と協 議 の 上,大 学,高 等 専 門学 校 と研 究 契 約 を結 び,

各 種 の研 究 に対 して 補助 を与 え て い る。 これ とは 別 に,大 学 に お い て使 用 す る コ

ン ピ ュ ータの 設 置 に対 して は,政 府 の援 助 計 画 に よ る資 金援 助 が あ る 。

政 府 の主 管 す る技 術 開発 公 社 か らは,企 業 に おけ る研 究 開 発 に対 し補 助 金 が 出

され て お り,、ICL社 に対 し1900シ リーズ の開発 援 助 を行 な うほか,ミ ニ コ ン

ピ ュー タ,周 辺 機 器 等 にっ い て 多 数 の企 業 に援 助 を与 え て い る。

コ ン ピ ュー タ利 用 の 促 進 にっ い て は,1966年NCCの 設立 当時 は,コ ン ピュータ

利 用 技 術 の開 発,要 員 の 訓 練 な ど を行 な わ せ てい る。 ま た,企 業 の コ ン ピ ュー タ

導 入 の意 欲 を増 進 させ る 目的 か ら,コ ン ピュ ータ を設 置 した場 合 には 買 取 価 格 の

20%の 補 助 金 が 支給 され る こ と に な っ て い た(レ ンタル 方式 の 場 合 には リー ス1

会 社 に補 助 金 が与 え られ る)。

'
1.2.2沿 革 と活 動 状 況

本 社 は,1966年7月,英 国 にお け る コンピュー タ需 要 の拡 大 な らび に利 用技

術 の 開 発 を 目的 と して設 立 され た 会社 で あ り,MANCHESTER市 内 に本拠 を置

い て い る。 ま た支 店 を,BIRMINGHAM,LONDON,BRISTOL,GLAS-

GOW,BELFASTの5ケ 所 に 有 して い る。

同 社 の 主 な 業務 は次 の通 りで あ る。

(1)情 報 の提 供 販 売 活 動

(2)教 育 サ ー ビス お よび パ ッケ ー ジの 販 売
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(3)ソ フ トウ ェ アの 開発

(4)コ ン ピ ュー タ利 用 者 に対 す る ア ドバ イス

ま た,現 在 で は,フ ラ ンス のIRIAと 同 じく ,教 育,訓 練 等 に も力 を入 れ

ている。 また・情報 を収 集・ 整理 して お き,問 合 せ に応 じて情 報案 内 の サ ー ビス も

提供 してお り,ま た,海 外 か らの引 合 い もあ り,か な りの成 果 が 見 られ る。 しか

し研 究,開 設 に関 して は,や は り研 究 員 の 不 足 に制 約 され ,活 動 も限定 され て い

るよ うに 見 受 け られ る。

当 社は,現 在 会 員 制 度 を採 用 して お り,出 資 者 は 民 間 企 業 数1200社,地 方 団

体,国 立 機 関 な どが メ ン バ ー と して 加入 して い る。

また,こ れ ら出 資金 の 割 合 は,政 府 関係45% ,コ ン ピ ュ ー タメ ー カ ー45%,

民 間企 業10%と な っ て い る。

年 間 予 算 は,1974年3,500千 ドル で あ る。 ま た,各 社 の年 間 会 費10,000

～250ド ル で あ り,実 際 の経 営 は,政 府 代表7名,民 間企 業7名 つつ に よ る。

別 々の経 営委 員 会 が 設 置 され て,運 営 に 当 って い る。

2.3業 務 内容

(1)情 報 提 供 お よ び コ ンサ ル タ ン トサ ー ビス

NCCは,会 員 の 要望 に もとづ き,1969年 か ら情 報 提 供 サ ー ビス を始 め た

が,さ らに これ を拡 張 すべ く組 織 を再 編成 しつ つ あ る との こ とで あ る。現 在 提

供 して い る情 報 は,

① コ ン ピュ ー タ訓 練 コー ス案 内

② コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況 につ いて

③ ソ フ トウ ェ ア会 社,サ ー ビス ビュ 一 口案 内

④ ハ ー ドウ ェ アお よ び周 辺機 器案 内

これ らの情 報 は コ ン ピ ュー タの フ ァイ ル に蓄 積 され て お り,会 員 か らの 問 合 せ

に応 じて 適宜 検 索 され,回 答 が 行 なわれ る。 現 在,電 話 に よ る問合 せ ,テ レッ ク

ス に よ る問合 せ等 に応 じて,か な りの需 要 が あ る。 ま た,週 に200件 ぐ らい の
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問 合 せ が あ り,そ の60%は24時 間 以 内,20%が2～3日 以 内 に回 答 され,

回 答 に2週 間以 上 を要 した もの は5%以 下 との こ とで あ る.

文 献 収 集,技 術 図 書 の出 版 な ど も積 極 的 に 進 め て い るが,こ の分 野 で注 目 され

る業 績 とし ては,オ ラ ンダ と協 同 して 作 成 した コ ン ピュ ー タ文 献 目録 が あ る。

これ には,6000冊 にお よぶ コ ン ピュ ー タ.関係 の文 献 の概 要 が収 録 され,題 目

(英,独,仏 の3ケ 国 語),キ ー ワー ド,お よ び著 者 の三 種 類 の方 法 で検 索 す る

こ とが で き る。

(2)教 育 関係 の サ ー ビス

NCCは,英 国 コ ン ピ ュー タ協 会(BritishComputerSociety)お よび 技

術 関係 職業 訓 練 所 と密接 な連 絡 を保 ちな が ら,情 報 処理 技 術 者 の 育 成 に積 極 的 に

と り くん で い る。 情 報 処理 関係 の各 種 訓 練 コ ー スが つ ぎの よ うな基 本 構 想 の 上 に

設 定 され て い る。
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上 級 コ ー ス

回

回

・口

初 心 者 に対 す る入 門 コー ス と しては,"BUSINESSORIENTATION・ お

よび"FUNDAMENTALSOFEDP"の2つ の教 育 パ ッケ ー ジが用 意 され て

い る。
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基 礎 コ ー スの 教 育 パ ッケ ー ジは1967年 以 来,試 行 され て い る。

本 コー ス の 実績 に対 す る評 価 は か な り高 く,本 パ ッケ ージは,英 国 内の 教 育 機 関

に用 い られ て い る ほか,米 国 を含 む23ケ 国 に 売 られ て い る。

上 級 技 術 者 育 成用 と しては,1969年 に5つ の教 育 コースが 試 行 され,現 在 各

方 面 で普 及 し,実 行 され て い る。

前 図 に お い て,最 終 コー スのA～Eで 示 して あ る22の コ ースは 次 の 通 りで あ

る。

A

B

C

D

E

F

G

BUSINESS(BISコ ー ス)(10日 間)

INFORMATION

SYSTEMS

SYSTEMS(SEコ ー ス)(5日 間)

EVALUATION

ON-LINE(OLSコ ー ス)(5日 間)

SYSTEMS

DADA

COMMUNICATIONS(DCSコ ー ス)(10日 間)

SYSTEMS

DATA(DBCコ ー ス)(2日 間)

BASE

CONCEPTS

SYSTEMS(SADコ ー ス)(10日 間)

ANALysISAND

DESIGN

PRESENTING(PCS。 一 ス)(2醐)

cbMPUTER

SYSTEMS
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H

1

J

K

L

M

N

O

P

Q

DECISION(DTコ ー ス)(2日 間)

TABLES

OPERATIONS(ORコ ー ス)(2日 間)

RESEARCH

APPRECIATION

ON-LINE(ONAコ ー ス)(2日 間)

APPRECIATION

PROJECT(PPCコ ー ス)(2日 間)

PLANNINGAND

CONTROL

BUSINESS(BAAコ ー ス)(2日 間)

APPRECIATION

SYSTEMS(SDSコ ー ス)(4日 間)

DOCUMENTATIONS

STANDARDS

DOCUMENTATION(DSAコ ー ス)(2日 間)

STANDARDS

APPRECIATION

PROGRAMMING'(PS。 一 ス)(5日 間)

STANDARDS

FILETAB(TABコ ー ス)(2日 間)

PROGRAM(PTコ ー ス)(2日 間)

TESTING
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L

R

S

T

U

V

COMPUTER

PERSONNEL

MANAGEMENT

PI.ANNINGAND

CONTROLOF

SYSTEMS

PROJECTS

PLANNINGAND

CONTROLOF

OPERATIONS

RESOURCES

MANAGEMENTAND

THECOMPUTER

SPECIALIST

APPRECIATION

FORACCOUNTANTS

(CPMコ ー ス)(4日 間)

(PSPコ ー ス)(4日 間)

(PORコ ー ス)(4日 間)

(SMAコ ー ス)(5日 間)

(sAA。 一 ス)(2日 間)

これ らの講座 の料金 は下記 の通 りである。

1日 間 コ ー ス

2日 間 コ ー ス

3日 間 コ ー ス

4日 間 コ ー ス

5日 間 コ ー ス'

1週 間 を越 える場 合週 当 り

会 員

30ポ ン ド

55〃

75〃

95〃

115'"

100〃

-24一

(1人 当 り)

非 会 員

36ポ ン ド

66〃

90〃

114〃

138"

125〃



」

これ らの コ ー スは,任 意 に選 択 して と る こ とが で きるが,実 際 には 各 セ ク シ ョ

ン ご とに,1コ ースか ら2コ ースへ と順 々に進 む方 が の ぞま しい との こ とで あ る。

1.2.3ソ フ トウ ェ アの開 発

NCCで は,1973年 度 に 大小 と りま ぜ て約50の プ ロ ジ ェク トが 進 行 して い

る。 これ らの中 には,前 に述 べ た教 育 パ ッケ ー ジの 作 成 お よ び 訓 練 コ ー スの 実 施

な どが含 まれ て い る。 ま た,研 究,開 発 の分 野 にお け る プ ロジ ェ ク トは シ ステ ム

設計 あ るい は簡 単 な プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジの 作 成 が ほ とん どで あ るが,現 在 で

は,基 礎 的 な研 究体 制 が と られ つ つ あ る。

NCCが,現 在 もっ と も力 を入 れ て い るの は,プ ロ ジ ェク トの1つ に商 品 コ ー

ドの作 成 が あ る。

商 品 コ ー ドは,コ ン ピ ュ ー タ を導 入 す る場 合 に きわ めて 重 要 な要 素 とな る もの

で,政 府 お よび英 国産 業連 盟 と密接 な 連絡 を保 ちなが ら作 業 が 進 め られ てい る。

現在 ま で,主 と して コー ドの定 義 付 け の作 業 が 行 な われ た が,そ の 分 類 お よび

規定 にっ い ては,多 く今 後 の 作 業 と して残 され て い る との こ とで あ る。

な お,英 国標 準 協 会(BritishStandardsInstitlltion)が,最 近,商 品 コ

ー ドの 英 国標 準 案 を発 行 したが
,そ の 内容 はNCCか ら出版 され た 「商 品 情報 シ

ス テ ム 」に ま とめ られ て い る。

シス テ ム設 計 の例 と して は,英 国 貿 易 協 会 の会 員 の た めの 経 理,在 庫 管 理 シス

テ ム,建 築 設計 者用 の コ ン ピ ュ ー タ ・シス テム,農 業機 械 お よ び トラ クタ ー業 者

協 会 の た めの コ ン ピ ュLタ ・シ ス テ ム な どが あ り,そ の 中 の 一 部 の シス テ ムは〔

す で に 運用 の段 階 に入 っ て稼 動 中 の もの も多 い。

また,地 方 官 庁 もNCCの 有 力 な 顧 客 で,地 方 に おけ る教 育 情 報 お よ び そ の記

録 な ど,各 種 の業 務 に コ ン ピ ュー タ を導 入 す るた めの 検 討 を依 頼 してい る。

応 用 プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジ の 開発 作 業 につ いて は,ア ナ ロ グ ・コ ン ピ ュー タ

の設 定 お よ び点 検 用 の プ ロ グ ラム,APSEのMARK皿versionが 作 成 され,

3大 学 に提供 され た ほか,GE615versionも 〆 一 カ ー に発 注 され
,産 業 関 連 の

ユ ー ザ ーの 関心 を集 め てい る との こ とで あ る
。 また,APSEの ユ ーザ ー ・マニ
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アル も出版 され,ユ ー ザ ーに高 く評 価 され て い る。

ま た,石 油 化 学 プ ラ ン トの配 管 設 計 に用 い られ る プ ロ グ ラ ムRAP'IDも 開 発

し,運 用 され て い る。

統計 お よび デ ー タ管 理 用 プ ロ グ ラムASCOPも,あ らゆ る機 種 の コ ン ピ ュー

タに も適 用 され るべ く,開 発 もさ れ,英 国 内の み な らず,海 外 か ら も大 きな関 心

が 寄 せ られ て い る。

これ らの プ ロ ジ ェク トを選 定 す る場 合 は,NCCの 会 員会 社 を5地 区 に 分 け,

各地 区 ごとに会合 を開催 し・意早 を とりま とめ る代表会社 を定 めてお き・ その社

に質 問状 を出 して需 要 を把 握 す る との こ とで あ る。

1.2.4コ ン ピ ュー タ利 用 者 に対 す るア ドバ イ ス

新 し くコン ピ ュ ータ を導 入 し よ うとす るユ ー ザ ー に対 して は,NCCの コ ンサ

ル トサ ー ビスが 提供 され る。 本 サ ー ビスのPRは,政 府 の地 方 出先 機 関 が 大 い に

協 力 してい る よ うで あ る。 ま た,会 員 会 社 がNCCの 専 門 家 の技 術知 識 を利用 す

る頻 度 も次第 に増 加 して い る とい う。

ま た,標 準 化 もNCCの 重 要 な活動 分 野 の 一 つ で あ6。 これ につ い ては,標 準

プ ロ グ ラ ムの作 成 の ほ か,

。 ドキ ュメ ン テ ー シ ョンの標 準 化

。コ ボル ・フ ォ トラ ンの標 準 化

。商 品 コー ドの標 準 化

な どを行 なっ て い る。 と くに ドキ ュメ ンテ ーテ ヨンの 標 準 化 につ いて は,前 出 の

SDSコ ース,DSAコ ー ス,CSコ ース な どの融 育 講 座 を有 し,力 を入 れ てい

る 。
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2.小 売 業 流 通 セ ン タ ー の 情 報 処 理 シ ス テ ム

調 査 先:F.W.Woolworth&CompanyLtd.

所 在 地:ForadayRoadDorcanlndastrialEstateSwindon

WiltshireEngland

面 接 者:Mr.J.G.Turner

(ComputerDevelopmentManager)

調 査 期 日:1974年10月30日

調 査 員:岡 田,小 泉,家 高,荒 井

2.1概 要 お よ び 所感

当社 は,米 国 に本 社 を置 くWoolworthCo系 列 の企 業 に て,英 国 の マ ンチ ェ

ス タ ー に本 部 が あ る。 現 在,英 国 内 に1100の 店舗 を有 し,従 業 員60,000人

を有 す る最 大 手 の ス ーパ ー マ ー ケ ッ トで あ る。

本 調査 先 は,こ れ ら1100店 舗 の 倉 庫 として,そ の 商 品 の在 庫管 理を してい る

とこ ろの ス イ ドンの 倉 庫 で あ る。

本 社 は,英 国 内 の販 売 圏 を ロンドン地 区 とマンチ ェス タ ー地 区 に2大 別 しts前 者

の 倉 庫 と して,ス イン ドンに,後 者 の それ として カ ー ス ル トン に設 置 して あ る。

従 っ て,両 倉 庫 が,同 社 の流 通 セ ンタ ー機 能 を有 し,か っ 大 型 コ ン ピ ュ ータ の

利 用 に よ る情 報 処 理 セ ン ター と して,各 支 店の 販売 管 理,在 庫 管理 業 務 を行 な っ

て い る。

即 ち,本 セ ン タ ーは,1100店 舗 に,い か に して適 切 な商 品 を供 給 す るか が,

大 きな 使命 で あ る。 現 在,全 支 店 でPOS(PointofSales)Systemが 導入

され て お り,各 店 の 売 上 状 況 は,遂 次 両 流 通 セ ン タ ー伝 送 シ ス テ ム(Pressy

System)に よ っ て送 られ て来 て い る。
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ま た・ 同社 の コ ン ピュ ー タ導 入 の歴 史 は 古 く,倉 庫 管理 と くに商品 の入 出荷 業

務 を コン トロ ールす る自動 倉庫 の機 能 に も,コ ン ピ ュー タが 適用 され て い た。 し

か し,こ れ ら倉 庫 内 の 自動 化 は,期 待 した程 の もの は 見 られ なか った が,設 備 費,

人件 費 な どよ り推 して,.こ の程 度 が 最 適か と思 う。

ま た,カ ースル ト!の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムは,火 災 に遭 っ たの を機 会 に,2

週 間程 前 にス イン ドン.と同 じシ ス テ ムが採 用 され 稼 動 を始 め た ところ で あ る。

さ らに,今 後2年 間 内 にスイ ン ドン,カ ースル トンの 両 コン ピュー タ ・ システ ム

に接 続 した い との こ とで あ った。

現 在,両 セ ンタ ー の シ ステ ム は,F.W.Woolworth社 と して,量 販 店 とい う使

命 に よ る と ころ の大 量 販売,大 量 配 送 に 適 した コン ピュ ー ダ ・システムで あるとの

自負 は あ るが,こ れ の運 用 面 か らみ る と,必 ず し も効 率 良 く利 用 され て い る と云

えな い の では な い か とい う自省 の 声 も聞か れ た。

一 方
,同 社 は,系 列 会社 「Shoper's .World」 をデ ィス カ ウン ト専 門 店 と し

て発 足 させ .(本部 は ロン ドン市)1974年 末 まで に40ケ 店,1975年 に200ケ

店 を増 設 す る とい う,か な りの 積 極 的経 営 姿 勢 が み られ る。

2.2詳 論

2.2.1沿 革

F.W. 、Woolworth&Companyは,WoolworthCoが 株 式52.7%所 有 す る

子 会 社 と し て,1961年 に 設 立 さ れ た 。

支 店 網.と し て は,国 内(1100店 舗)の ほ か,カ ナ ダ,西 独,メ キ シ コ な ど 数

ケ 国 に 拡 が っ て い る 。

同 社 は,大 手 小 売 業 者 と し て 売 上 げ の 伸 び は め ざ ま し く,英 国 内 で 昨 年 度 の 粗

利 益 は4000万 ポ ン ドを計 上 した。取 扱 い商 品 と して;菓 子 ・ビス ケ ッ ト類,園

芸用 の種,ガ ーデ ン用 樹 木 種,化 粧 品 な ど を中心 に約8000種 にの ぼっ てい る。

ま た,Woolworth社(本 社 米 国)は,大 手 小売 業者 と して 売 上 げ の伸 びは め ざ

ま しい が,利 益 は こ こ数 年 伸 び悩 みの よ うで あ る。 ま た,各 国 の 関連 企 業 として
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は 次 の よ う な も の が あ る 。

KinneyShoes,KinneyShoesofCanada,T.SismanShoe,Maxiue

Footwear,TuniorFootwear,KinneyWordTrade,Ri¢hmanBrothers,

WoolworthEspanola.

2.2.2コ ン ピ ュ ー タ 利 用 状 況

(1)導 入 経 過

同 社 の 機 械 化 の 歴 史 は 古 く,19.38年 に パ ン チ コ ー ダ ー を 導 入 し,そ れ 以 後,

ス イ ン ドン,カ ー ス ル ト ン 両 セ ン タ ー へ の コ ン ピ ュ ー タ は,下 記 の よ う な 推 移 を た ど

っ て 現 在 に 至 っ て い る 。

1965年 にICL1903(8K)

1969年 にICL1903A(32K),

1970年 にICL1904A(64K)を 導 入 し た

時 点 に て,ス イ ン ド ン に て オ ン ラ イ ン が 開 始 さ れ た 。

以 前 は,同 社 の コ ン ピ ュ ー タ 導 入 に 当 り,買 取 り価 格 の1/4の 政 府 補 助 が あ っ

た 。 し か し,1970年 こ の 制 度 が 廃 止 さ れ,以 後 レ ン タ ル 扱 い と な り 今 日 に 至 っ

て い る 。1970'年 以 降 現 在 ま で の'5年 間 の レ ン タ ル 料 は,ス イ ン ド ン,カ ース ル ト

ン両 セ ン タ ー を合 せ て300万 ポ ン ドで あ る 。 た だ し,こ の レ ン タ ル 料 は,時 間 制

が な い 。

コ ン ピ ュ ー タ の 適 用 業 務 と し て は,当 初 ス イ ン ド ン に お い て,経 理 関 係 等 を 主 体

に 行 な わ れ,そ の 後 在 庫 管 理 と し て の 倉 庫 業 務 に 適 用 さ れ て い っ た 。 そ の 後 カ ー

ス ル ト ン の 倉 庫 業 務 へ と 発 展 し て 行 な っ た 。2年 後 に は 両 セ ン タ ー が 結 合 さ れ,

そ の 機 能 は 倍 加 さ れ る も の と 思 わ れ る 。 ま た,両 セ ン タ ー で 情 報 処 理 関 係 者 は

177名 で,キ ー パ ン チ ャ ー20名,オ ペ レ ー タ ー85名,プ ロ グ ラ マ ー お よ び

シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア60名,マ ネ ー ジ ャ ー12名 と な っ て い る 。

② 倉 庫 管 理

全1100店 舗 を2分 し て,ロ ン ド ン地 区(600店)を スイ ン ド ン,マ ン チ ェス タ

ー 地 区(500店)は
,カ ー ス ル ト ン の コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー で 在 庫 管 理 を 中 心
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とす る情 報 処理 を行 な っ てい る。

倉 庫管 理 の 大略 は 次 図 の 通 りで あ る。 また 倉 庫 に は入 荷 用 と して,1台 のVD

Uが あ り,庫 内移 動 車 へ棚 の格 定 を指 示 し,出 荷 用 と して2台 のVDUを 有 して

い る。 出荷 の際 に は 伝 票 との照 合 の た めの チ ェ ッ クを行 な っ て い る。

コ ン .ピュ 一 夕 セ ン タ ー 内 に は,VDRを 設 置 し,各 支 店 か らの在 庫 問 合 せ に

'応 じ
,さ らに倉 庫 か らの 出荷 ・支 払 い(バ ッチ 処 理)お よ び イ ンボ イス処 理(バ

ッチ処 理,250000件/週)を 行 な って い る。

ま た,こ れ ら従 業員』の管理 体 制 として,24時 間 フル 稼動 を行 なっ て い るの で,

4グ ル ー プ ー3シ フ トを採 用 して い る。 保 守 はICLか らの エ ン ジニ ア派 遣 を う

け てお り・ これ らの 保 守料 は(働 い た人)× 時 間 で支 払 っ て い る。

現 在24時 間,日 曜 ・祭 日の 休 日な しな の で,給 料 は 平均 給 料 よ り約35%増4

とな って い る。 しか し,時 間 の拘 束 な ど をい や か る傾 向 にあ り,要 員 の確 保 が 困

難 に な っ て きて い る との こ とで あ る。 .

2.2.3POSシ ステ ム ・

国 内1100店 舗 には,PosSystemが 導 入 され,一 部 シ ン ガー社 製 の機 器 が

使 用 され て い る・ ま た・ 各 店 舗 と ・ ン ピ ・ 一 夕 ⇔ タ 澗 はPRESSY-SYS
.

TEM(カ セ ッ ト・ ツ ウ カ セ ッ ト に よ る 伝 送 シ ス テ ム)に よ り,情 報 交 換 が 行

な わ れ て い る 。

POSシ ス テ ム に は,大 別 す る と 次 の よ う な 形 式 が あ る が,

(1)カ セ ッ ト テ ー プ 収 集 方 式

(2)ISF(IndirisualStoreandForward.)方 式

(3)磁 気 テ ー プ 方 式

(4)イ ン ス ト ア オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

な ど が あ る が,現 在 の と こ ろ,(1)ま た は(3)の 方 式 が 主 体 と な っ て い る 。
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3.IRIAの 活 動 と コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

(CYCLADES,CIGALE)

調 査 先:lnstitutedeRechercheD'lnformatiqueetD'Automatique

(IRIA)

所 在 地:7815LeChernay,DomainedeVoluceau,Rocquencourt

調 査 期 日:1974年11月4日

面 接 者:M.M.Ayrault

ChargるdeMissionpourLesRelationsScientifique

InternatiOnaleS

調 査 員:岡 田,小 泉,荒 井,家 高

3.1概 要 お よ び所 感

研 究所 関係 で の理 論 的分 野 の研 究 と,企 業 関 係 にお け る実用 分 野 で の仕 事 との

間 には 常 に隔 りが 存在 す る。 特 に フ ラ ンスで は理 論 的分 野 で,す ぐれ た 発想 に も

とつ いた 研 究 や 自発 的研 究 が 多 く,こ の隔 りが著 しい とい え る。

ま た,研 究 所 関 係 の 間 に経 済,人 的 規 模 の格 差 も存 在 す る。 さ らに フラ ンスの

国立 研 究 機 関は,パ リ,グ ル ノ ー ブル,ト ウル ーズ地 区 に偏 在 し,フ ラ ンス の企

業 の本 社 の80%以 上 がパ リ地 区 に存在 して い て,地 域 的 な隔 りもあ る。

これ らの 隔 りの調 整 が必 要 で あ るが,こ れ を政府 が行 な う こ とは 困 難 で あ るの

で,こ の た めにIRIAが 存在 す る と云 え る。 従 っ てIRIAの 役 割 は,一 口に

云 え ば"リ エ ゾ ン"と 云 うこ と に な る。

具 体 的 に云 えば,政 府 す な わ ち産 業科 学 省(MIR)か ら助 成 を うけ て,

(1)研 究 開 発 お よ び これ に関 す る研 究所 ・大 学等 と産 業 界 との調 整

(2)産 業界 と小 規 模 研 究 セ ンタ ー等 との 間 の 一般 的調 整
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(3)ソ フ トウ ェ ア関 係 の諸 調 整

(4)情 報 処 理 関 係 の 教 育,定 期刊 行 物 の発 行

を行 な っ てい る。

と くに,第(2)項 にっ い て の主 担 当部 所 で あ るSESORIで は,こ の 仕 事 の ほか

に,2つ の パ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェ ク トを もっ て いて ,そ の うちの1つ が,ヨ ー ロ

ッパ に お け る代 表 的 ネ ッ ト'ワー ク の1っ で あ る,CYCLADESの 開 発 研 究 プ ロ

ジ ェ ク トで あ る。 これ は 主 として,大 学 ・研 究 所 等 を結 合 す る ネ ッ ト ワ ー クで

あ る こ とは 周 知 の とお りで あ る。 ま た これ の サ ブ ・ネ ッ ト ワー クはCIGALE

(蝉)乏 呼 ば れ て い る。ヨ ー ロ ッパ には す で に周 知 の とお り,各 種 の 国 際 的 ネ ッ ト

ワ ー クが存 在 す る。ARPF(英 国のNorstarに お い て サ テ ライ ト通 信 で ヨー ロ

ッパ に接 続),SINAC(SITA),HLM,SWIFT(国 際 間銀 行 専 用 デ ー タ通

信 シ ステ ム で,詳 細 は 第7次 海 外 情 報 処理 実 態調 査 団 報告 書,59頁 参 照)等 は

そ の代 表 的 な もの で あ り,稼 動 を始 め て い る。

目下CYCLADESは 実 験 的 ネ ッ ト ワ ー クで,こ れ か ら実 際 的 分 野 で の各 種 デ

ー タ を着 々 と得 てい る
。

さ らに,CYCLADESは フ ラ ンス国 内 ば か りで な く,EC共 同体 の 中 へ その ネ

ッ トをの ば し,COST-11ネ ッ ト ワ ー クへ と発 展 しっ つ あ る とい え る。した

が って・ 間 もな くCOST-11が 完 成 し,さ らに これ が 諸 大 陸 の ネ ッ ト ワ ー ク

と接 続 す る こ とは 明 らか で あ る。

COST-11は 主 と して,研 究 所 ・大 学 等 の 情 報 セ ンタ ー と接 続 して い て ,リ

アル タイ ム に企 業 の 利 益,活 動,さ らに行 政 的 な 活 動 と結 び つ く分 野 の もの で な

く,研 究,実 験 的 な ネ ッ トワ ー クで あ る 。 した が っ て,特 別 な もの に拘 束 され

ず に,広 い 範 囲 に渉 る各 種 の デ ー タが得 られ る もの と期待 され よ う。

この よ うな意 味 で,COST-11ネ ジ ト ワ ー ク か ら得 られ る各 種 の デ ー タの

特 殊 性 を充 分把 握 す る と共 に,注 意 深 く見 守 る必 要 が あ ろ う。

ま た,こ れ に 対 し今 まで 果 して来 たIRIAの 歴 史 的 役割,さ らに これ を取 り

巻 く環 境 の変 遷 等 も見 守 る必 要 が あ ろ う。
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3.2詳 論

IRIAぼMIRの 管 轄 の もと に,下 図 の よ うな組 織 構 成 を もっ て い る。 そ の

部 門 別 構 成 人 員 も下 図 の よ うな もの で,過 去6年 間 に お け る従 業 員 の増 加 は著 し

い もので あ り,又 予 算 規 模 は約4500万 フ ラ ン(1973年)で あ る。

部 門 別 に詳 細 を紹 介 す る と,計 算 セ ン タ ー(C.C)に は 目下,.CII-980,

IRIS-50,CII-10070の 電 子 計 算 機 が 設置 され て い るが,1974年 末

にはIRIS-80に 置 代 え る予 定 で あ る。 しか し なが らデ ー タ処 理 は この セ ン タ

ーだけで処理 す るので はな く,必 要 に応 じ外部 の計算 セ ン タ ー(主 と してIBM-360

-91
,IBM-370-158)に も依 頼 を行 な っ てい る。

LABORIA(Laboratoire,DeRechercheenInformatiqueetAut-

matique)はIRIAの 主力 部 門 であ るが,こsで は 情報 処理 ・ 自動 制 御 関 係

の 研 究部 門及 び 大学 ・研 究 所 との調 整 を行 な っ て い る。

COMRκ)LE

FINANCIER

嗣
DIRECTION

HI]MINIsrRMr

ETFINILCI】 巨RE

IRIH

DIRECTEUR

DIR.H山OINr

SE℃.GENERAL

RelatetmsScenti
Internationa1

CENTRE

DEC肌CUL

、

国
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IRIAの 部門別予算定員配置

科学者 技術者 事務者 合 計
."

LABORIA 80 5 9 94

SEsORI

(含 附 属研 究室)
21 1 2 24

S.T.1 19 5 3 .

.-

27

SEFI 12 13 9

.

34

CENTREDECALCUL 5 37 42

DireCtionAdminis

tratiVeetFinanCiere
2 38 42 82

そ の 他 3 3

合 計 142 99' 65 306

■

IRIA創 立以来の従業員の変遷

■

総 員 84 148 208「
258 278 306

科 学 者 54 78 98 128 132, 142

技 術 者 10 46 66 84 95

.

99

事 務 者 20 24 24 46 51 65

1968 1969 1970 1971 1972 1973

■

↓

1)

2)

3)

:4)

5)

6)

7)

8)

9)

E・tim。ti・ ・d・ph・ ・m↓teret・pPli・ ・ti・n・i・d・st・ill・ ・.

Th↓ ・ri・d・ ・Sy・t6m・ ・;Sy・t・m・ ・Phy・iq…,る ・・n・miq…

stOchastique8』.

M6thodesnumξriquesdesSeiencesdel,ing6ni6ur.

Definitionsdelangageset'traduct'eurparAtributes.

Thる ・ri・d
.e・1・ 、P・・9・amm・ti・h・

Cl・ssifi・ati…ut・m・tiq・ ρ
.・tre・onnaissancedesfg「mes・

T。mp・rる ・1A19・rithm・ ・d'etrait・m・nt・timpl6m・ ・t・ti・n.

Temp8r661Conceptionautomatiquesdes'8ysteme8・

A・ ・ly・eet・ ・n・ep・i・ndessy・t6m…f・ 輌 ・・・・…
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タ ワ
10)Systemesgraphiquesinteractifs.

11)MachineAPL.micro-programme.

12)Controleoptimaldessy8t6mesdistrjbu6s .

13)Mod61isationdessystemesinformatiques .

14)Analysesdesalgorithemes.Validitもdesprogrammes .

こ れ ら の14の プ ロ ジ ェ ク トは 応 用 数 学 か ら 情 報 処 理 の 実 際 的 部 門 の 広 範 囲 に

わ た り,夫 々 が 互 に 連 繋 を 保 ち な が ら,LionS教 授 の 指 導 の 下 に 行 な わ れ て い る
。

各 プ ロ ジ ェ ク トは ま た,IRIA専 属 の 責 任 者 又 は 外 部 の 科 学 担 当 の 責 任 者 に よ

っ て 指 導 さ れ,プ ロ ジ ェ ク トの 方 向 付 け 及 び 研 究 成 果 の 検 討 が な され て い る
。 こ

れ ら の 研 究 成 果 は,IRIAか ら出 版 さ れ て い る 〈PapportsDeRecherch

DuLaboria>に,或 は 国 際 会 議 等 で 発 表 さ れ,・ 注 目 を 集 め て い る 。 ・

ソ フ ト ウ ェ ア 関 係 の 価 格 維 持 に つ い て の 産 業 界 と の 連 繋 が 著 し く増 大 し
,情 報

代 表 部 に 関 連 し た 団 体 と の 間 に 重 大 な 進 展 が あ り,特 にCII(Compagnie

り

InnationalPourLinformatique)と の 連 繋 が 増 大 し,共 同 研 究 の 量 も増 大

し た 。 自 動 制 御 関 係 で も 〈AutomatiqueetM6thodesMathema'tiquesDes

タ
SciencesDeLingenieur>ク ラ ブがP.Fauer氏 の推 進 に よっ て形 成 され ,こ

こでLABORIAと13の 団体 と直 接 の 関連 性 を もっ て い る。 又LABORIAで 作

成 した ソ フ トウ ェ アは,AIR-FRANCE,PASTUR研 究 所,L'INSEE等 で 使

われ て い る。

LABORIAは さ らにttエ ネ ル ギ ー問 題"に も参 加 して い て ,L'IEP,dEdF,

LECEAお よび外 国(U.K.,カ ナ ダ,イ タ リー等)の 研 究所 と共 同研 究 を行

な っ て い る。す な わ ち,石 油 地 層 か らの 最 適 採 掘 方 法,エ ネ ルギ ー(水 力,火 力}

原 子 力)発 電 所 の最 適 管 理,地 層 探 知 の た めの 地 震 ダ イ ヤ グラム に よ る調 査,及

び核 融 合 エ ネ ル ギ ー管 理 ・制 御 関 係 の 問題 と取 組 ん で い る。 さ らに,炭 鉱 の 自動

化,太 陽 エ ネ ル ギ ー利 用,潮 力 利 用 の 問題 を取 扱 い,CNR(イ タ リア)と は 大

気 汚 染 の問 題 で協 力 して い る。

LABORIAの 海 外 との 連 繋運 動 も活発 で,1973年 には,ノ ボ シ ビル ス ク
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(ソ 連),ロ ザ リオ(ア ル ゼ ンチ ン),サ ンパ ウ ロ,モ ン ト リオ ール の各 種 研究

所,MIT,G.M.D(ド イ ツ),CNR及 び英 国 の 各研 究 所 と連 繋 を取 ・って い る。

LABORIAの 活 動 分 野 内 の 種 目別 分 布 は,応 用 数学15% ,情 報 関係 の理 論

15%,情 報 関 係 の 実 際33%,情 報 処 理 ・自動 制 御14% ,い わ ゆ る 自動 制 御

12%の 割 合 とな っ て い る。 り
SESORI(ServicedeSyntheseetDorientationdeLaRecherche

enInformatique)は 情 報 処 理 の 研 究 の 総 括 及 び 方 向 付 け を 行 な う
。 す な わ ちタ

i研 究 に着 手 す る に先 立 ち,CCRI(C・miteC・nsultatifdelaRe-

chercheenI『formatique)に 対 し て行 な う必 要 な諸 手 続 の手 引 き
,お よ

び報 告 書 の 作 成 。

iiIRIAの 外 部 の 団体 に委 託 に出 す 研究 の調 整 。

iiiフ ラ ンス に お け る情 報 処 理,自 動 制 御 に 関す る研 究 の 促 進 と調 整 。

ivIRIAが そ の主 導 性 を もって い る,あ るパ イ ロ ッ トー プ ロ ジ ェク トの 管

理 ・運 営 。

VIRIA以 外 の 研 究 所,特 に地 方 で の 関連 施 設 の 創設 お よび管 理 の た めの

奨 励 。

で あ る。

IRIAと 契約 を行 なった,研 究所 の地域 別契約高の分布は下図の よ うな もの

で,偏 在 してい る。

Paris
9:i.i"i:'.

ミ ㌔::9=. 〆 翻 1
Rh6ne-Alpes

ミ9=':'

'ii
.:●,.P

・z…・翻 1 25%

Bretagnes
::iぐ:i:

:i..'ii 6%

Prov㎝ceC6te-d負zur a4%

2.3%

23%

N⑲rd

Midi-Pyre垣 ざ啓

懸 ・公侯の研究所

(1973年:総 額 は 下 記参 照)

[]・ 個人企業

62%
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さ らに,パ リ地 区 と地 方 との 間 の研 究 所 の 配 分 は,

、32%(1972年)

355%'(1973年)
61%

個人企業の研 公共の研究所

54%

1969年 の公共 ・個人企業の研究所1972年,1973年 の情報技術の

の全数の地域別配分 公共の研究所の地区別配分

上 図 の よ うに な って い て,情 報 技 術 関係 の 公 共 の研 究 所 は比 較 的 偏 在 が少 ない 。

さ らに,CYCLADESとSFERの 両 パ イ ロ ッ トー プ ロ ジ ェ ク トに関 す る もの

を除 い た契 約 関 係 は,1972年 では33件 が 契 約 成 立,1973年 で は 提 示 件 数

47件 中,契 約 成 立10件,不 成 立16件,検 討 中21件,(但 しこれ は1973

年 中 の調 査)で あ る。

1973年 にお け る契 約 高 は854万3千 フ ラ ン,そ の うち半 数 は公 共 部 門,他

の半 分 は個 人 部 門 に向 け られ た 。1973年 の契 約 成 立 の43件 中,11件 は計 算

機 の 製 造 及 び シ ス テ ム概 念 に関 す る もの,5件 は メ モ リー と その技 術 に関 す る も

の,11件 は プ ログ ラム概 念,方 法,技 術 に 関 す る もの,16件 は マシンーマ ン ・

コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに 関す る もの で あ る。

公 共 機 関 との 契 約 高 は平 均16万 フラ ン,個 人 研 究 所 との 契 約 高 は平 均25万

7000千 フラ ンで あ る。 これ らの契 約 は い くつ か の団 体 か らな る共 同研 究,特 に

大学 と産 業 との 共 同 研 究 に役 立 って い る。

SESORIは,契 約 当事 者 の 選 定 お よび〈 研 究 者 組 合 〉 を設 置 す る こ とに よ る

"地 域 分 散 化"と い う役 割 を果 して い て
,こ れ が 各 地 方 に離 れ てい る研 究 セ ン タ
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一の発 展 の 調 和 を もた ら して い る
。

ま た,IRIAと して も レン ヌ に主 要 出 張所 を設 け,さ らに本 年 末 計 算 セ ン タ

ーに導 入予 定 のIRIS-80(ジ ュ ァル)計 算機 の 端 末 を設 置 し,ラ ル タ ーニ

ュ地 方 の 研究 者 に はSESORI,STIと の契 約 にっ い ては 何 か と便 宜 を与 え る

とか して,地 方 の発 展 に意 を注 い で い て,パ リ地 区へ の 集 中 化 を防 止 して い る。

従 っ て情 報 技 術 ・自動 制 御 関係 の公 共 の 研 究所 は 比 較 的偏 在 が少 な い(上 図参照)。

'STI(S
erviceTechniqueInformatique)は 情報 技 術 の サ ー ビス を行 な

っ て い る。 す な わ ち,

i計 画 化 と解 析 に関 す るア プ リケ ー シ ョン。

ii情 報手 段 の選 択 と管 理 に関 す るア プ リケ ー シ ョ ン。

iii機 器,設 備 に つ い て の製 品 の研 究 。

iv製 品 の理 論 的研 究 。

V規 格 化 。

の5つ の分 野 を担 当 して い る。 これ らの分 野 は 相 互 に 密 接 に関係 して い る。

自動 制 御 関 係 の ドキ ュ メ ン テ イ シ ョンは,CIIとSTERIAの 協 力 を得 て や

っ てい る。 フラ ンス の ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンは計 画 実 現 化 と関係 者 の 納 得 の い く

方 向 に 向 って 進 行 して い る。

人 間科 学 の 関 係 にお い て は,こ れ らの 仕 事 は参 加,評 価,規 格 化 に在 る。情 報

技 術 と 自動 制御 技 術 の社 会 学 の 問 題 に 着 手 したが,こ れ は1'AFEET(AssOc三 一

り

ationFrancaisepourL'Etude .LlnvirounementduTravai1)と の 共 同

研 究 で あ る。

物 質 と論 理 か らな る製 品 の 研究 は1973年 の 第 四 半 期 迄 は 行 な われ て い な か

った。 従 っ て これ らの活 動 報 告 は非 常 に お くれ て 出 た 。 情報 代表 部 もたま たま我

々の 各 関係 者 に よ っ て考 慮 され た調 停 要 求 の 目録 の重 要 性 と,そ の 作 成 に 長 時 間

を要 す る こ と に強 い 関 心 を示 した。 多 数 の 細分 化 され た 鑑定 が な され,特 に グ ラ

フ ィ ッ ー情 報,ミ ニ コ ン ピ ュー タ等 の 分 野 で これ が行 な われ た 。

〈調 和 〉 の プ ロ ジ ク ト。 この 分 野 の 研 究 は以 前 はLABORIAで 行 な っ てい た
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が,今 で は こsSTIで 行 な われ て い る。 日常 の運 転 操 作 を行 な っ て い る と,便

利 さの 模範 と云 うべ き ものが 出 て来 る。 これ は 使用 して い る と,色 々な論 理 回路 .

やCPUの メモ リー 占有 率 の メ ジ ャ ーを与 え る もの で あ る。STIは よ り良 い適

用 条 件 の 測度,さ らに フ ラ ンス工 業 界 に よ っ て作 られ た商 品 に転 化 の機 会 を与 え

る新 しい手 段 を見 出 すべ く努 力 し て い る。 な お,こ れ はL'ANVARと の協力 で行

な って い る。

標 準 化 の 問題 は,そ の経 済 的 重 要 性 と国 際 的 な関係 が 存在 す る こ と を考 慮 して

慎 重 に行 な われ て い る。L'AFNORと の連 繋 は よ く保 ちな が ら行 な って い るが,

G・M・D(ド イ ツ:ボ ン),CentralComput6rAgency(ロ ン ドン),及 びN.

B.S(ワ シ ン トン)と の 国 際 レベ ル で も連 繋 が よ く保 たれ て い る。これ らの連 繋

は 問題 の 重要 性 を表 わ して い る と同 時 に,問 題 の非 常 な むず か しさ を も示 して い

る。

SEFI(ServiceFormationInformation).こ の 部 門 の 重要 な任 務 は

情報 関 係 に お ける研 究員 の教 育で あ る。 す な わ ち,

i教 育

‖

m

iv

出 版

職 業 情 報 セ ン タ ー

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・ セ ン タ ー

a)ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス

b)購 売 指 票 化

c)開 発 促 進

であ る。

教育関係の分野で は,フ ランスの各地方 にい る研究者 間の親睦 ・交流 に意 を注

いでいる他,奨 学資金 制度,さ らに研究員 の海 外派遣 の関係 で も活躍 してい る。

出版 関係 の仕事 もSEFIで 重要 な仕事で ある。.各種 の研究報告書等が 出版 さ

れてい るが,そ の概略 を図示す ると,次 の よ うな もの とな る。

一40一



`

`

b

百 万 頁

25

20

15

10

5

1970197119721973年

(出 版 量 の増 加 状況)

i

情報関係の

折量式趣意書およびプログラム討論記録

7%17%

科 学 関 係

8%

6%6%活 動 関 係

"B
ulletindeIRIA仮 綴 じ

Liaisonl%

2%セ ミ ナ リ ー ・Annuaivedela

Formation-aL∫informatiqUe"

(1973年 の 出 版 物 割 合 一 冊 数)

SEFIに は 職 業 情 報 セ ンタ ー(CICI)が あ り,情 報代 表 部 の な か に そ の・

事務 所 を設 置 した 。 この情 報 は 大 新 聞,ラ ジ オ等 に よって 流 され る。 これ は 次 第

に人 気 と関心 を集 め て い る。

ドキ ュメ ンテ ン シ ョンにつ いて は,IRIAの 資 料 の 充 実 と共 に,分 類 カー ド

索 引 等 も整 理 され,IRIA外 部 の人 に よ る利 用 者 は 全 利用 者 の20%に も達 し

て い る。 り
CEPIA(CentreDEtudesPratiqueenInformatiqueetAutoMa-

tique)は,情 報 技 術 お よ び 自 動 制 御 に 関 す る 実 務 的 研 究 を 行 な う セ ン タ ー で あ

る 。 す な わ ち,

iDivisiondesEtudesetEnseignementstechiniquesetdes

moyensPもdagogiques

リリ
iiDivisiondesEtudesetEnseignementsgenerauxetdesRe-

1ationstechico-commericials

iiiDivisiondesAffairesetRelationsExterieures

iVDivisiondesAffairesetRelationsInternationals

VAdmlnistrationetlogistique

－41]



ViDirectiondesEtudesetdesStages

の 部 門 及 び 役 割 を も っ て い る 。 又IR

IAと 情 報 代 表 部 の 両 管 理 下 に お か れ

てい て,間 接,直 接 の 両 者 の 依 頼 に応

じて い る。

1973年 に は66回 の実地 研 修会 を

開 き,延 べ6068時 間(出 席 者1700

名)行 な っ た。 出席 者 の内 訳 は 右 図 の

よ うな状 態 で あ り,外 国 か らの参 加 も

多 い。

37%

企 業

(個 人,半 公共)

外 国人

25%

公共部門

38%

IRIAに は2っ の パ イ ロ ッ ト ・ プ ロ ジ ェ ク トが あ り,そ れ ら はSESORIで

管 轄 し て い る 。 そ の う ち の1っ は"SFER"で あ り,他 は ℃YCLADES-Net・

WORK"で あ る 。 り
SFER(Soft-wareFondamentalpourLEnseignementetlaRecher-

che)は 情 報 関係 の研 究 所 ま たは学 校 の コ ン ピ ュー タ を 自由 に 使 い こなす よ うに

計 画 され た,教 育 用 ソ フ トウ ェ アの パ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェ ク トで あ る。 これ は 各

大 学 に依 頼 し"てあ る もの で,ま たIRIAのLABOLIAも これ に加 わ っ て い る。

CYCLADES.こ れ は 情 報 代 表 部 の要 請 に よ り計 画 され たパ イ ロ ッ ト ・プ ロ

ジ ェ ク トで,M.POUZIN氏 の 指 導 の下 で,1972年 に始 め られ た。

これ は次 の 目的 の た め に設 置 され て い る。

1異 機 種 型 コ ン ピ ュー タ の 間 の接 続 の 問題

‖ 実験 的 ネ ッ トワ ー クの形 成

iii実 験 的 ネ ッ トワ ー ク を作 成 して,各 研 究所 の コ ン ピ ュー タ を接 続 し,各 種

の 資 料,デ ー タ を得 る。

そ の地 理 的 配 置 は 次 図 の とお りで あ る。
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48KB/S

4.8KB/S

(ト ゥーノレース")

－HOST-COMPUTER

へ の 接 続

上 図 のM(MITRA)-15ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ を ノ ー ド と し て 形 成 さ れ て い る

CYCLADESの サ ブ ネ ッ ト ワ ー ク は,CIGALE(蝉)と 云 わ れ る パ ケ ッ ト ・ス

イ ッ チ ン グ ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し て い る 。CIGALEに よ っ て,

ホ ス ト ー コ ン ピ ュ 一 夕 間 の"距 離"を 短 縮 す る も の で あ る 。 サ ブ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

と 云 っ て もか な り 大 き な シ ス テ ム で あ る 。

電 送 速 度 に っ い て は,CYCLADES自 体 実 験 的 シ ス テ ム で あ る の で,必 要 に

よ っ て は 速 め る こ と が で き る 。

CIGALEの 詳 細 は 次 図 に 示 さ れ て い る 。

CIGALEの ノ ー ド ・ コ ン ピ ュ ー タ は,ト ラ ン ス フ ァ ー ス テ ー シ ョ ン(TS)

の 役 割 を し,メ ッ セ ー ジ をttパ ケ ッ ト"(2040ビ ッ トが 限 度)の 形 で 伝 送 す る 。

ノ ー ド ・コ ン ピ ュ ー タ の 判 読 す る も の は,パ ケ ッ トの う ち パ ケ ッ ト ー ヘ ッ ダ ー 丈

で あ る 。
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■CODE区

IRIS80

CICT

10070

ducert

MIIRAI5

suences

MITRA15

CCILS

T1600/P1201RIS80

鍵盤 ㎞ 』CCILS

IRIS80
CSCII(
grenoble)

16-HOSTS

6-TYPESofCOMPUTE,8-OPERATINGSYSTEMS

Header TEXT

72ビ ッ ト 最 大2040ビ ッ ト

ー パ ケ ッ ト ノ

これ を手 紙 に な ぞ らえ る と,ヘ ッ ダ ーは手 紙 の 宛 名 に 相 当 し,TEXTは 手 紙

の 内容 に相 当す る。CIGALは 郵 便 屋 よろ し く,宛 名 文 を判 読 し,内 容 に は 関知

しな い 。 したが って上 図 の ホ ス ト ーコ ン ピ ュー タ間 同志 直 接 の"コ ンタ ク ト"は

行 な わな い。 したが って ホ ス ト ・コ ン ピュ ータの 性能 には 無 関 係 に接 続 で きる。

ただ し,特 別 に 大 きな メ ッセ ー ジに な る と,CIGALEの 関知 す る領域外の もの と

な る。
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この よ うな タ イ プの 考 え方 は,ARPAあ るい はNPLで す で に 実 用 ま たは 提

案 され た もの で あ るが,CYCLADは フ ラ ン ス独 特 の性 格 を もって い る。

ヘ ッ ダ ーの ア イテ ムは,

)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

7

HeaderType

DestinationAdress

SoureeAdress

Reference

Textlength

Controlfield

Spare

3ビ ッ ト

16ビ ッ ト

16ビ ッ ト

16ビ ッ ト.

8ビ ッ ト

3ビ ッ ト

8ビ ッ ト

計72ビ ッ ト

さ ら にTime・-outfield(3ビ ッ ト)が 付 加 さ れ る 予 定 で あ る 。 上 記 の72ビ ッ

トは6,8,12,36の 倍 数 に 取 っ て あ っ て,Coritrol-Data6000の よ う な12ビ ッ

ト の 周 辺 プ ロ セ ッ サ を も つ も の と 考 慮 し て い る 。Referenceは 異 常 探 査,誤 メ ッ

セ ー ジ,特 殊 サ ー ビ ス,会 計 等 に お い て,1っ の パ ケ ッ ト を 個 別 化 す る た め に,

利 用 者 に 委 ね ら れ た 項 目 で あ る 。 さ ら に ア ド レ ス の16ビ ッ トは 次 の よ う な 内 容

を も っ て い る 。 一 般 的 な フ ォ ー マ ッ ト と し て,

358

T R ST

(i∴ ト)

ネ ッ ト連 絡 の た め の ア ドレス の タ イプ

地 域 番 号

ST(ト ランスファ・ステーション)の 番 号

で あ る 。

STと して,さ らに次 の よ うな フ ォ ーマ ッ トが 可能 で あ る。

側 のST(STE)に 対 し,

17

1;CIGALEの 外

1 STE STE=STE番 号
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ii;CIGALEの 内 側 のST(STI)に 対 し,

134

[[-](∴ 遮
と が あ る 。 従 っ て,

STEに 対 し
3 4 11

000 R 0 1 000 STE

STIに 対 し 000 R
1・1・

N STI

の フ ォ ー マ ッ ト を 取 る こ と に な る 。

ま た,発 信 地 と 目 的 地 と は 同 一 フ ォ ー マ ッ トで あ る 。

CIGALEの 特 長 的 な 事 柄 を 列 挙 す る と,

1)メ ッ セ ー ジ ・ ト ラ ン ス フ ァ ー の た め の"交 渉"は 行 な わ な い 。

2)伝 送 の 機 能 と し てTS間 の メ ッ セ イ ジ は パ ケ ッ ト通 信 で あ り,長 文 の も の

はSRCE-TS(ソ ー ス ・ ス テ ー シ ョ ン)で,パ ケ ッ トに 入 る 大 き さ に 分 割

さ れ(こ れ をfragmentと 呼 ん で い る),DEST-ST(デ ス テ ィ ネ ー シ ョ

ン.ス テ ー シ ョ ン)で 組 立 て る 。

3)パ ケ ッ トのTextは 最 大2040ビ ッ ト迄 。

4)パ ケ ッ ト の ト ラ ン ス フ ァ ・デ レ イ はO.5秒 以 下 で,パ ケ ッ トか ら他 の パ ケ

ッ ト間 は こ れ 以 上 の 変 化 が あ る 。

5)ビ ッ ト 当 り のerrorrate;1(∫'10以 下 で あ る 。(パ ケ ッ ト当 りのerror

rate;10-4以 下)で あ る 。

と 云 え よ う 。

CYCLADES開 発 の た め に 要 し た 費 用 は,4年 間 で5200万 フ ラ ン で あ り,

機 械 器 具 関 係 だ け で は2500万 フ ラ ン で あ る 。ま た 全 ネ ッ ト網 の う ち,48KB/s

の 回 線 は 全 長2200Kmあ り,年 間 借 料 は20万 ドル で あ る 。
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●

フ ラ ン スで は 回 線 借 料 と距 離 の

関係 は,お お よ そ右 図 の よ うな 関

係 に あ る。 ちな み に,本 年(1974

借 料年)10月 に カ ナ ダ の ト
ロ ン トで

開 か れ た見 本 市 で,パ リー トロ ン

ト間(～6,000Ktn)に 回線 が 設 け ら

れ た が,借 料 は 約10,000ド ルであ

っ た。

パ ケ ッ ト通 信 につ い て の 問 題 に

つ いて は,前 述 の よ うに,メ ッセ

脚
/
〃

距

/

離

一 ジの 送 受 の 時
,文 は パ ケ ッ トに入 る大 きさ に分 割 され る(たsし 最 終 の もの は

2000ビ ッ トよ りは るか に 小 さい場 合 が あ る)。

HOST

A

M--15 M-15

HOST

B

fragmentationreassemblement

A→Bホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ送 文 の と き,上 図 の よ うな 関係 の分 割 ・再結 合 が

行 なわれ る。 たs"し この 場 合 分 割 され たfragmentは 他 の もの との 混 入 を さけ る

ため,"flow"番 号 を付 け て送 られ る。

この よ うなfragmentの 伝 送 に も,こ れ を整理 して送 る と云 う考 え方 が 通信 回

線 の効 率 上考 え られ る。 これ らを 図示 す る と,お お よそ 次 の よ うにな る。

上 の場 合 は,A→CYCLADES→Bと 云 う形 で,直 接 的 に メ ッセ イジ が 送 ら

れ るが,下 の場 合 で は メ ッセ イ ジが 一 旦Xに 入 り,fragmentationさ れ,frag-

mentが 整 理 され て伝 送 され る こ とにな る。 す な わ ちX→[=]→Bと い う関係 が

成 立 す る。 上 の 場 合 と異 り,AはBと 仮 想 的 に ℃all"す るこ とに な り,い わ ゆ

る"VirtualCal1"が 行 な わ れ る ことに な る。 たs"し この 場 合TS(M-15)

に,こ れ 用 の 磁 気 ドラム の よ うな補助 記 憶 装 置 が 付 くこ とに な る。
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CYCLADE'S

A B一 一 ー ー 一 一 ー ー 一 一

RCP

A

X

一 Virtudlcal1 一 B

上 の場 合,伝 送 効 力 が 悪 い,ア ドレスの 簡 略化 や コー ドの 変 換 が よ りや りに く

　エ　

い,下 の場 合 は 整理 に 時 間 が か か る,一 方 上 の場 合 はerrorrateIOで あ るが

下 の場 合10-2で 信頼 性 は 上 の 場 合 の方 が よい,イ ン タ フ ェイ ス は 下 の場 合が 有 利

等 々… … それ ぞれ 利 害 損 失 が あ る。 目下 これ らの 関係 の 問題 を通 信 回線 の過 密 の

問 題,ネ ッ ト網 の機 能 の 問 題,サ ー ビスの 問 題等 と を含 めて検 討 が な され て い る。

CYCLADESは ヨ ー ロッパ 共 同 体 の協 力 の枠 内 でCOST-11に 参 加 した 。

.1971年11月,ヨ ー ロッパ8ケ 国,フ ラン ス,イ ギ リス,ス エ ー デ ン,ユ ー

ゴス ラ ビヤ,ポ ル トガ ル,ノ ール ウ ェー,ス イス,イ タ リアお よ びISPRA(イ

タ リア)の 間で 調 印 され た。 それ は今 後3ケ 年 間 で,国 際 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ ト

ワー ク(COST-11)の 各 種 の計 画 の決 定 を行 な うこ とで,1973年 末終 了 し

た。 その 際決 定 され た原 則 は フ ラ ンス のCYCLADESに 似 た もので あ っ たc資

金 等 の交 渉 は1974年 初 め か ら行 なわ れ て い る。 ネ ッ トワー ク は 目下 の処,次

の図 の よ うな状 態 で あ る。

ノ ー ド ・コ ン ピ ュー タは フ ラ ン スか らSESA,英 国 か らLOGICAが 夫 々提

案 して,M-15に 決 定 され た。 フ ラン スで はM-15が 既 存 して い た のでCY

CLADESの 原 則 をCOST-11に 適 用 す るの に役 立 っ た との 事 で あ る。

世 界 中各 国 に ネ ッ トワー クが存 在 す るが,更 に 大 規 模 ネ ッ トワ ー ク に して活 動

す べ く意気 盛 ん で あ る。

又CIIもInternationalNet-W・rkWorkingGroupに 参 加 し,本 夏 スエ

一48一
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■

NPL:NationalPbysicalLab.

o

⑧ZURICH

ISPRA

MILAN

－ デ ンの ス トッ ク ホ ル ム で ソ フ ト ウ ェ ア め標 準 統 一 会議 が 開 かれ た の も周 知 の

とお りで あ る。

上記8ケ 国 の他 に9番 目 の オ ラ ン ダが参 加 した。 フ ラ ンス のCYCLADESの

パ ケ ッ ト通 信 に対 し,ド イ ツ郵 政 省 はTELEX(200B/s)通 信 を主 張 して ,現

在 ま で に は ドイ ツが 参加 して ない が,IRIAとG・M・D(Gesellshaftfur

MathematikundDatenverbeit皿g)と は ネ ッ トワー クの共 同研 究 して い た こ

とで もあ り,近 い将 来10番 目の 国 と して参加 す るの も近 いは ず で あ る。IRIA

は 今 月(11月)末 か らこれ に っ いて 交 渉 を始 め る との こ とで あ る。

COST-11建 設 は1975年 末 との こ とで あ り,活 動 開 始(達 成 目標)は

1976年 との こ とで あ る。

な お,フ ラ ン ス式 パ ケ ッ ト通 信 方 式 は 目下 各種 の批 判 もあろ うが,ネ ッ トワ一
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クの構 成が 大 き くなれ ば結 局 有 効 な方 式 で あ ろ うとのIRIAか らの発 言 が あ っ

た こ と をつ け加 えて お く。

3.3参 考 事 項

参 考 文 献;1)

2)

タ
IRIAReportduConseil ,dAministrationり
PRESENTATIONDURESEAUCYCLADES

t
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4.フ ラン スに お け る情 報処 理 の振 興施 策 とそ の実 態

調 査 先:MinistredeDevelopmentlndustrieletdelaRucherche

所 在 地:120RuedeChercheMidi

調 査 期 間:1974年11月4日

日
面 接 者:M.Pare

M.Carriere

M.Perret

調 査 員1岡 田,小 泉,荒 井,家 高

75006,Parls

'

,

4.1概 要 およ び所 感

ヨー ロ ッパ の 情 報処 理 産 業 は 米 国 の それ と比較 され,さ らに 日本 の それ と も比

較 され て↓ 色 々議 論 が され て い る。 ヨ ー ロ ッパ で の米 国情 報 産 業機 器 メ ー カ ーの

市 場 占有 率 が67%と い うこ とで,ヨ ー ロ ッパ は米 国 の情 報 産 業 の 支 配 下 に在 る

よ うな感 を持 っ て い る人,あ るい は 日本 の情 報 処理 産 業 との 優 劣 ま で 論 ず る人 等

多様 で あ る。

ヨー ロ ッパ には ヨー ロ ッパ な りの 合理 主義 とで もい うべ き もの が 存 在 す る。 こ

れ は 米 国－s日 本 等 の それ よ り も,は るか に歴 史 を もって い る。 現 在 のECも ヨー

ロ ッパ 合理 主 義 の現 われ とL{っ て も過 言 で は な いで あ ろ う。ECと い う経 済 面で

の 協 調 か ら,次 第 に あ らゆ る部 面 で の 協 調 が進 んで きて い る よ う,に思 われ,情 報

処理 関 係 の分 野 で もこ の例 外 で な く,数 多 くの情 報 処理 産 業 の 企 業 の合 併 等 に よ

る組織 の変 化 が み られ る。 例 えば 英 国 と フラ ンス の ソ フ トウ.エ ア会 社 間 の提 携 の

動 きにつ い て は,SIA(英 国 に も関 連 会 社 をも って い る)はMETRAグ ル ー プ

と関係 が 切れ,OTHが 代 りに情 報 産 業 部 門 を1974年 に切 り離 して,こ れ に参

加 して い る。 図示 す る と,
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8
METRA－ グ ル ー プ

/
麟

さ らに,SIAはCISIの 傘 下 に 入 り,図 示 す る と下 の よ うな体 勢 とな っ た。

66年

従 って,ヨ ー ロ ッパ の 情 報 処理 産 業 の 関係 も,あ らゆ る点 で 複 雑 に関 係 して い

る ので ・部 分 を取 り上 げ て 云 々す るこ とは 困 難 で あ ろ う。 しか しなが ら巨大 な ヨ

ー ロ ッパ の情 報 処 理 関 係 を知 るた め の一 助 として
,フ ラ ンス国 内 の"あ る一 点"

に焦点 を しぼ っ て観 察 す る こ と もま た意 義 の あ る こ とで あ ろ う。

フ ランス で の 情 報 処 理 産 業 め 活動 も着 実 に変 化 ・進 歩 して い るの が感 ぜ られ ,

情報 処 理 産 業 とそ の ユ ー テ ィ リテ ィ関 係 の バ ラ ンス が よ く保 たれ なが ら変 化 して

い るの が 印 象 的 で あ る。"

その1つ の例 と して,従 来 フラ ンス の情 報 産 業 界 に指 導 的 役 割 を果 して きた,

ジ リ

情報 代表 部(DelegationAゴInformatique)が1974年10月2日 を もって'

MIR(産 業科 学 省)のDIEIL(情 報 産 業 部)の 傘下 に,電 子 機 器 関係 部 門 と

共 に組 入れ られ た 。発 足以 来 日が浅 く,目 下 仮 り住 い で部 屋 も整理 され て い ない
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状態 であるが,従 来の実績 に加 えて政府機 関 としての活動 は注 目に値す る。

4.2詳 論

世 界 に おけ る ヨ ー ロ ッパ の 情報 処 理 産 業 の勢 力 は,保 有 台 数 か らみ る と,次 の

三 つ の 表 で あ らわ され る。 ヨー ロ ッパ は 米 国 に次 い で第2位 の地 位 を保 って い る

と云 え ど も,そ の差 は著 しい 。1980年 の見 通 しに お いて は この 差 を 縮 め る 傾

向 を示 して い る。

世界に於ける保有台数(金 額)と その将来(1980年)見 通 し 単位1。 億 。ラ。

1973 1980

米 国 158(56.2%) 368(49%)

西 欧 72(25.6%) 218(28%)

日 本 19.2(6.8%) 64(8.5%)

東 欧 13.1(4.7%) 45(6%)

其 の 他 18.9(6.7%) 55(7.5%)

合 計 281.2(100%) 750(100%)

1972年 の 出荷 台 数 額

単位10億 フ ラ ン

米 国 30.3 51.2%

欧 州 15.7 26.6%

日 本 5.7 9.6%

其 の 他 7.5 12.6%

合 計 59.2 100%

1972年 に お け る主 要 世 界 市 場 で の メ ー カ ー の 占 め る割 合

IBM HIS UNIVAC
BUR-
ROUGHS

HIT/
FUJI

CII
SIEト

MENS
PHILIPS

CDC ICL

全 世 界
保 有 台 数
出 荷 台 数

58.5

55.2

8.9

8.3

7

5.9

3.4

5.4

3.3

4.4

2.6

36

3.1

2.5

3.2

24

欧 州
保 有 台 数
出 荷 台 数

50.5

54

10.5

10.5
4.1

3.5

3.2

3 =
9.3

12.5

2.8

2.5

9.3

9.5
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1972年 における出荷台数(金 額)の 割合

IBM

(除 く米国)

24.2

τ鋤

其 の他

ヨー一口ッノ'?:750

日 本:6.5

-

/や 米国の

1973年 の保有台数(金 額)の 割合

囲IBMIBM

(除 く米 国)米 国

21.5

曾37
ふ 其 の 他:其 の 他

ヨ一 口 ツノ's7%

{旦 適>1纏)(除 くIBM米国19ノ)

75

さ らに ヨ ー ロ ッパ にお け る フラ ン ス の勢 力 は,英 国,'ド イ ツ,其 の 他 とほ ざ等

し く分 け あ ってい るこ とが 前 の 図 か ら分 か る。1980年 の 見 通 しに お い て も,英

国,ド イ ツ,イ タ リア,ベ ネ ル クス,そ の他 と同 程 度 の勢 力 を もつ こ とが 予想 さ

れ る。

フ ラ ン スの過 去4年 間 の電 子 計 算 機 の保 有 台 数(額)の 増 加 具 合 は 次 図 に示 す

もの で あ り,大 型 機 械 の 増 加 が この う ち著 しい。1973年 に おけ る 業 種 別 保 有

台 数 の割 合 は 下 図右 に示 す もの で あ る。

これ らの増 加 に伴 っ て,情 報 処 理 に 関連 す る他 の産 業 の発展 も見 られ る。

西欧における保有台数(金額)とその将来(1980年)
見通 し 業種別保有台数の割合

(調 査機関によって端数には多少の変動がある)

1973 1980

西 ド イ ツ 187 53(24%)

イ ギ リ ス 16 38(17%)

フ ラ ン ス 15.6 43(19%)

イ タ リ ー 26.5(12%)

ベ ネ ル ック ス 21.7. 23(10%)

其 の 他 39.5(18%)

合 計 72 223(100%)

業 種 金 額 台 数

金 融 ・保 険 14.5% 13.5%

商 業 10.5% 13%

官 庁 16.5% 13.5%

工 業 45% 48.5%

運 輸 ・ 通 信 7% 6%

銀 行 サ ー ビ ス 6.5% 5.5%

(総 数7,483台)

一一54一



フ ラン ス に お け る計 算機 保 有 台 数 の 変 遷

金 額 単位:百 万 フ ラ ン

1970 1971 1972 1973

台 数 金 額 台 数 金 額 台 数 金 額 台 数 金 額

ノ』・型(金 額0.25～1.4百 万

フ ラ ン) 2879 2200 3960 2775 4655 3265 5262 3680

中 型(1.4～1.7百 万 フ ラ ン) 1658 4150 1798 5030 1855 5950 1797 5750

大型(7百 万 フラン以上) 158 1500 220 2860 288 4030 424' 5950

合 計 4695 7850 5978 10665 6798 13245 7483 15380

MIR● ■ ・

通 産 大 臣

1
DGRST
(科学研究

関係)

DGI

(工 業関係)

DGE

(エIＬtaF－関 係)

GT

(化 学 ・

織維関係:

.

DIMMF

(機械 ・金属
関係)

DIEIL

(情報機器
関係)

1

(Elec.) (Inf.)
●

ク グ
LADELEGATION
　 ノ

ALINFORMAI-

-QUE

電子機械関係 情報関係
～40名 ～40名

これ らの情報処理関係産 業の発展 の後 には フランス政府の産業育成政 策の存在

を忘れ てはな らない。 この政 策施 行 にあた り,常 に政府 と企業 の間に在 って,企

業の指導 ・監督 と云 う中心 的役割 を果 して きたのは情報代表部で あ る。'

前述 の ように,情 報代表部 は10月2日,産 業省 に組込まれ,そ の組織 関係 は

上図の ような関係 となった。
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今 後 これ らの役割が どの ように変 わ るか明 らかで ないが,従 来果 してきた役割

お よび成果 を示す こ とに よ り,フ ランス情報産業の現況 と,そ の将来 に対 す る予

測の一助 とな るであろ う。

〈情報 代表部 の任 務〉

情 報代表部は大別す ると二つ の主要任務 を もってい る。 これは下 図に示 すよ う

な関係 で各領域 をお ～ってい る。

情報産業

の推進

大型 ・中型情報 処理システム

官庁関係の情

報処理の調整,

個人企業への

指導

情報技術の

利用推進

す な わ ち,情 報 産 業 の推 進 につ い て は,情 報 代表 部 は 情 報 処理 部 門 の統 轄,お

よび あ る省 庁 の それ ぞれ の管 轄 行 政 の執 行 にお け る監 視 の 責 任 を負 う もの で あ り,

国 内情 報 産業 の創 設 と発 展 の ため独 自の職 務 を果 す こ とで あ る。 この機 能 の発 展

・は 大型 ・中型 の情 報 処 理 シ ス テ ムの み な らず ,ま た部 品,小 型 計 算機,周 辺機 器,

端 末機 器,ソ フ・トウ ェ ア,情 報 サ ー ビス ・コ ンサ ル タ ン ト… … の よ うな情 報 関係

の 産 業 の 発展 に もっ な が る もの で あ る。

フラ ン ス にお け る情 報 利 用 技 術 の推 進 につ い て は,情 報 代表 部 は 国家 レベ ルで
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の統 一 的 な情 報 利 用技 術 の 推 進,さ らに情 報 処 理 を経 済 ベ ー ス にの せ る こ とを ね

らい と.して い る と共 に,全 企 業部 門 に お け る情 報 処 理利 用 技 術 推 進 の 支援 お よ び

方 向 づ け を ね らい として い る。

フ ラ ン ス の情 報 処 理 産 業 の監 督 役 と して の,情 報 代 表部 の さ らに 具体 的 な 役 割

を述 べ る と,〈PlanCalcul>計 画 及 び ソ フ トウェ ア推 進 の役 割 に加 えて,

1971年 以 来,情 報 代 表 部 は 情 報 処理 シス テ ム産 業 お よび情 報 処 理 サ ー ビ ス ・コ

ンサ ル タ ン ト協 会(SSCI)の 管理,監 督 の責 任 を負 って い る。

情 報 代 表 部 は,次 の 二 つ の 部 面 で,認 可 の 許 可,政 策 の決 定,勧 告 の 言 い 渡 し

につ い ての 権 限 を与 え られ て い る。

[.商 工 業 の外 国 との 活 動 に対 す る監 視

1)フ ラン ス と外 国 との 認 可 書 お よび ラ イ セ ンス の交 換 に関 す る技 術 的 勧 告,2)

情 報 処 理 機 器 の輸 入 に対 す るttビ ザ ・の 管 理 お よび発 行,3)フ ラ ンス 工 業 か ら

COFACEに 提 出 され る《Risque-Economique》 保 険 お よび《Prospectio亘 》

保 険,借 款 保 険 の要 求 に対 す る勧 告 を行 な う。 これ らの要求 は 情 報 代表 部 に よ り,ノ
各件 につ き勧 告 を付 記 され て《CommissiondesGarantiesetduCredit

auCommerceExt6rieur》 に通 告 され る。

ii.フ ラ ンス と外 国 間 の投 資 の 活 動

情 報 代 表 部 は,外 国 の会 社 か ら フラ ンス に提 出 され る直 接 投 資 の 事 前 申告(子

会 社 設 立,経 営 権 の取 得,資 本 増加)お よ び フ ラ ンス の団体 の 国 内 計 画,外 国ヘ

ノ ノ
の 投 資 に 対 す る 事 前 申 告 に 対 し て,勧 告 をDirecti・nduTre80rduMinistre

del'Ec・nomieetdesFinancesへ 提 出 す る 。

さ ら に,工 業 ・企 業 の 経 済 面 へ 参 加 す る 公 共 機 関 の 計 画 に 対 し,そ の 方 向 付 け

ノノ ノノ ノ
お よ び 意 見 を 述 べ る 。 例 え ば,DGRST(DelegationGeneralealaReche－

タ
rcheScientiqueetTechenique)の 研 究 開 発 援 助,FDES(FondsdeDe-

v610pmentEc・nomiqueet'Social)の 開 発 助 成 金,税 務 の 免 除,お よ び 貸 付

ノ リ

け,CNME(CaisseNotionaledesMorchedelEtat)の 同 意 書,DAT

タノ ノ カ ノ ノ
AR(DelegationalAmるnagementduTerritoireetal,ActionRegi－
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onale)の 諸 工 業 の地 方 分 散 化,等 に対 し て方 向 付 け,意 見 を述 べ る等 の権 限 が

あ る。

上記の よ うな使命 を もってい る情報代表 部は,情 報処理技術 に関す るフラ ンス

の 工 業 の推 進 に次 の よ うな役割 を演 じて い る。

1.フ ラ ン ス政 府 の 政 策,す なわ ち情 報 処 理 シス テ ム会 社CII(Compaqnie

ジ

InternationalpourLinf・rmatique)の 設 立 の 援 助,お よ び 部 品,周 辺 機

器,情 報 サ ー ビ ス ・ コ ン サ ル タ ン ト産 業 の 奨 励 と そ の 推 進,

を 行 な っ て い る 。 政 府 と 情 報 代 表 部,

産 業 省そ の 関 連 産 業 と 情 報 代 表 部 と の 関 係 は

右 図 に 示 す よ う な も の で あ る 。
情報代表部

CIIに っ い て は,1966年C。A.

E(こ れ はC.G.EとC.S.Fの 子 会 社)lailllK

とS.E.A(S。h。 。、derS.Aの 子 会 社)部 品 大 型 ・中型 情㌶ 算§ 距1

処 理 シ ス テム 周辺端末

お よ びL'ANALAC(C.S.F)の 合 併 に

よ っ て 創 立 し,1970年,SPERACを 吸 収 し た 。 さ ら に1971年 に は 大 手 銀

行 の 賛 同 を 得 て,CILOMI(CompagnieInternationalpourlalocation

desMetるrielsd'Informatique)を 設 立 し て 情 報 処 理 機 器 の レ ン タ ル を 行 な

っ て い る 。 今 や,従 っ てCIIは フ ラ ン ス の 代 表 メ ー カ ー と し て,諸 外 国 に そ の

CIIの 資 本 関 係勢

力 を の ば し,フ ィ リ ッ プ ス,ジ ー メ52%48%

メ ン ス と提 携 して,UNIDATAを 結

成 し,更 に ル ーマ ニ ア,ハ ン ガ リー か

ら も技 術 導 入 を行 ない,そ め 生 産 額 は

10億 フ ラ ン を越 して い る こ とは 周 知

の とお りで あ る。

CIIの 資 本 関 係 は 右 図 の よ うに な

って い る。.

Thomson

CSF

Institute
de

－58－

Shneider

SA
C .II
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》

,

。SSCI(情 報 サ ー ビス
.・.コンサル タ ン ト協 会)

SSCIは そ の 関 係 で は ヨ ー ロ ッパ 随一 の メ ンバ ー(約500)を 容 して い る

情 報 サ ー ビス、・コ ンサ ル タ ン ト協 会 で あ る。 その 総 生 産 額 は情 報 代表 部 の調 べ に

よ る と1972年 には11.1億 フ ラ ンで あ る。

SSCIの 活 動 に つ い て は,

い ユ ーザ ーお よび メ ー カーへ の 援 助(導 入 の研 究,プ ロ グ ラ ムの 研究 と作

成)。

ii.iー ザ ーへ の情 報 処 理 サ ー ビス。

m.ユ ー ザ ー従 業 員 の 教 育 。

iv.経 済面 の活 動(リ ー ス契 約)。

さ らに,情 報 代表 部 の 音 頭 取 りに よ り

V.SICの シ ン ジケ ー ト(SyntecInformatique)が 創 設 され た。

vi.プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジの開 発 。

vii.リ ス ク を伴 う工 業 を かsえ てい る部 門へ のく ア クシ ョン ・パ イ ロ ッ ト〉

の導 入,お よ び中 ・小 企 業 の発 展 。

等 を行 な っ て い る。

SSCIの 過 去 の 実 績 は 以 下 の表 に示 す もの で あ る。 フラ ンスのSSCIの メ

ンバ ー外 の,こ の 関係 で の 小 企 業,例 えばパ ンチ ングだ け を行 な ってい る会 社等 を

含 めた,企 業全 体 の総 売 上 げ 高 は約20億 フラ ン とな る。

フラ ン スの全 情 報 産 業 に対 す るサ ー ビス ・コ ンサ ル トの総 売 上,人 員 の割 合

(1972年)は 次 図 の よ うにな っ て い る。

これ らの表 の中 には,自 社 自身 の た め開 発 した もの に対 す る もの は 含 まれ て い な

い。

また,国 際 的企 業,た とえ ばHIS等 の フ ラ ン ス と提 携 して い る企 業,に つ い

ては半 額 を入 れ て あ る。iBMは 入 って い な い 。IBMの 総 売 上 げ 高 は6,000万

ドルで あ る。
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情 報 ソ フ トサ ー ビス会 社 の 総売 上額 の 変 遷

(単 位:百 万 フ ラ ン)

年 度

1969

項 目

1970 1971 1972

1973 1974

予 測予 測 実 行

ソ フ'ト240
330

(+375%)

430

(+3(%)

495

(+15%)

595

(+20.5%)

565

(+14%)

685

(+19%)

ハ ー ド290

利 用 技 術

370

(+27.5%)

455

(+23%)

530

(+16.5%)

650

(+23%)

806

(+52%)

1,020

(+26%)

シス テ ム エ ンジ40

ニ ア リ ング

50

(+25%)

65

(+30%)

85

(+30%)

110

(+28%)

122

(+43%)

165
(+35%)

合 計570
750

(十31.5%)

950

(+31.5%)

'

1,110

(+17%)

1β55

(+22%)

未 決 分

30
1,523

(+37%)

1,870
■

情 報処 理 サ ー ビス会 社 の

1・971～1974年 間 の 総 売 上額

(単 位:百 万 フ ラ ン)

1971 1972 1973
対前年度
の増加率

1974

(予 測)

'対 前年 度

の 増 加率

総 売 上 額 950 1,110 1,523 +37% 1,870 +22.5%

外 国 子会社売上額 60 75 90 +20% 93 +3%

輸 出'総 額 30 54 60 +11% 60 一

資 金 繰 90 165 +2% 一

利 益
21

(2.2%)

24

(2.2%)

55

(3.6%)
+130%

63

(3.3%)
+15%

1月1日 の受 注 残 高 一 676, 1,060 +64% 1,360

(注 〕 フ ラン スの会 計 年 度1月 ～12月)
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1972年 にお け る フランスの 情 報 産

業 の 総 売 上 高 と従 業 員 数

1973年 の情 報 処 理 ソフトサービス会 社 の

油 部 項 目別 総 売 上 額

総 売 上 高

(百万 フラン)
人 数

項 目
総 額

(百万フラン)
百分率(%)

電子計算機 ・
情報機器

5200 33000

管 理 情 報 処 理 380 67

科 学 技 術 情 報 処 理 58 10

小型電子計
算機 ・周辺
端末機器

1500 8500
特 殊 ・ ソ フ ト ウ エ ア ー 74 13

プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ 27 5

教 育 26 5
サ ー ビス ・コ

ンサ ル ト
1150 14000

ソ フ ト ウ ェ ア関 係 合 計 565 100

合,計 7850 55500 通 常 処 理 647 81

タ イ ム シ ァ リ ン グ処 理 19 2

遠 隔 処 理 72 9

デ ー タ ・コレ ク シ ョン処 理 68 8

ハードウェア ・利用 関係 合 計 806 100

システム ・エンジニアリング部 分担 当 35 29'

同 上 全面担当 87 71

システム ・エンジニアリン グ合 計 122 100

そ の 他 30 一

総 合 計 1,523 一

o周 辺情報処理技 術関係

周辺情報処理技 術は,周 辺機 器,端 末機器,入 出力器材等 の工業の再集約 を も

た らし,こ れ に よって電子 計算機 と共 に市場 が急速 に拡 大 され て きた。い くつか

の中小 企業は高度 の技術市場 とい う場 所で,大 きな情報処理技 術 に とって欠 くこ

との出来ない,あ る補足 的部分 を担 うこ とによ り発展す る機 会 を見 出 してい る。

しか しなが ら,こ れ らの企 業の発展途 上において乗 越えなけれ ばな らない障害

が存在す る。 これは研究開発 の融資,商 業取引,施 設維持,輸 出等 であ り,さ ら

に国家政 策,次 に ヨー ロッパ,な お また世界 的見地 に立 った,各 部門の強化統 合

で ある。

代表 部の 目的は単 に生産技 術 の成熟の奨励だけに とざま らず,各 部門の調和 あ
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る発 展 に留 意 をお こ た って い な い 。計 画 され,履 行 され るべ き政 策は 二 つ の 部 面

で あ る。 それ は 一 方 で は,総 額 で は制 限 され て は い るが,奨 励 と云 う実 際 的 価値

を もって い る,研 究 請 負 い の認 可,他 方 で は 宣 伝 お よ び集 約 を包 合 してい る。

。部 品 関係

情 報 代 表 部 は政 府 の 他 の 監 督 関 係 部 門 と共 に,マ イ ク ロ ・エ レ ク トロニ ッ ク関

係 企 業 お よび記 憶 素 子 関 係 企 業 等 の発 展 に力 を尽 して い る。

2.国 際活 動 に っ い て

情 報 代 表 部の 国 際 活 動 の 目標 は,フ ラ ンス の技 術 の輸 出振 興 で あ る。 この国 際

活動 は政 府 機 関 と右 図 の よ うな 関係 で

行 な われ て来 た。

i.国 際 レベル で の 協 力

情 報 代表 部 は ソ連,ル ー マ ニ ア,ハ

大 蔵省
ンガ リー ・ チ リ・ ブ ラ ジ ル との 情報 処 対 外経 済

関 係 局(DREE)理 機 器 での 協力 に関 す る協 定 の 推 進 を

行 な っ た。

ii.産 業 に関 す る協 力

情 報 代 表 部 の 役 割 は フ ラン ス の情 報

処 理 工 業 製 品 の普 及 の 援 助 で あ る。 又

監 督 の 役 割 の な か で,フ ラ ンス の機 器 の 輸 出援 助 を 実施 す る た め,関 係機 関の 間

に介 在 して い る。

す で に,ソ 連,東 欧,北 ア フ リカ,ブ ラ ッ ク ・ア フ リ カ,中 近 東,南 米等 に多

数 の機 器 を輸 出 し,ハ ンガ リー,ル ー マ ニ ア,ポ ー ラ ン ドと の間 に技 術協 力 の 協

定 が な され て い る。

情 報 代表 部 は,情 報 処理 関 係 の ヨ ー ロ ッパ工 業 の 統 合 体 を作 るべ く努 力 して い

る(前 述 の ジ ー メ ンス ・フ ィ リッ プス との 協 力)。

さ らに,工 業 製 品 の統 一 化,す なわ ち ソ フ ト ・ハ ー ドウ ェ アの 国 際標 準 化 に努

力 し,1971年 にはCIIとICLお よびControlDataと の 間 で《Multi－
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nationalData》 協 会 を創 立 した。

川.大 学 研究 所 お よび 教 育 機 関 との 協 力

これ に関 して は,長 期,短 期 に わた る奨 学 金制 度,研 修会,施 設 購 入,経 験 者

の派 遣,教 育等 を行 な っ て きた 。 又10項 目 にわ た る協 力 の テ ーマ が,フ ラ ン ス

ソ ビエ ト科 学技 術協 力協 定 の枠 内 で 創 立 され た,情 報処 理 研 究 グル ー プ に よ って

選択 され た。

研 究 所 間 の協 力 に 関 して は,IRIAに お い て述 べ られ て い る とお りで あ る。

iv.国 際機 関 との協 力

1967年,情 報 処 理 特 別 グル ー プが 結 成 され,と れ は次 の もの に対 して 先 導 的

役 割 を果 すべ き もの で あ る。 す なわ ち,(1)ヨ ー ロ ッパ の 主 な製 造 者 の 協 力 に よ る

大 型情 報 処理 シ ステ ム の 開発,② 計 算機 の プ ロ グ ラ ム に関す る"ヨ ー ロ ッパ 情 報

セ ン タ ー"の 創 設,(3)非 常 に 高 い レベ ル の ソ フ トウ ェ アの テ ー マ に関 す る交 流,

で あ る。

さ らに,情 報 代 表 部 は外 務 省 と連 繋 を保 ちな が ら,ONU,UNESCO,OCDE,

OCAM,CERN,ESPRO,ICA等 の 国 際 お よび ヨ ー ロ ッパ の 各 種 機 関 の 中 の

フ ラ ンス の 代表 と して参 加 し,ONUに お い て は主 要 な役 割 を演 じて い る。 又

IFIP,IFAC等 々情 報 の 国 際 的 関係 組 織 に も参 加 してい る。

3.教 育 関係

技 術 の進 歩,情 報 処 理 の役 割 の進 歩

に伴 な っ て,常 に教 育 の 普 及 が要 求 さ

れ るが,情 報 代 表 部 は 質 的,量 的要 求

の変 化 に対 応 しなけ れ ば な らな い。 こ

れ に対 して,(1)大 学 ・大 学 院 で の教 育,

② ユ ー ザ の教 育,(3)情 報 処 理 の学 問 の

普 及,(4)情 報 処理 関 係 者 の 教 育,等 を

右 図 の よ うな 関係 の 連 繋 を保 ち なが ら

行 な って い る。 す な わ ち(1),(3)に 関 し
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ては 主 と して文 部 省,(3)に 関 してはCICI,CEPIA(IRIA)… …と云 っ た連

繋 を保 っ てい る。(3)に つ いて は,IRIAの 項 を参 照 され た い 。

○研 究 の推 進 につ い て

政 府 の援 助 の もと,CCRI(lacomiteConsultatifdelaRecherche

enInf・rmatique)の 指示 の も とで,IRIAの 各 部 門 との連 繋 を保 ちなが ら,

情 報 代 表 部 は そ の 政 策 を遂 行 して い る。

それ らの 関係 は右 図 の よ うに な って い

る。

産 業
科 学 技 術 に関 す る知 識 の獲 得 につ い 科 学省

て はIRIA(IABORIA),知 識 の総

括 お よ び研 究 の振 興 と普 及 につ い ては 情報処理研

情報代表部 」究都響
IRIA(SESORI),ア プ リケ イ シ

(CCRI)

ヨン で の知 識 の 推 進 にはIRIA(S.

1.T),さ らにIRIAのCEPIA,

IRIACIC
I,計 算 セ ン タ ー等 と連 繋 し,

指 導 監 督 の 役 割 を果 して い る。

4.情 報 処 理 利用 技 術

情 報 処 理 技 術 は,公 共 部 門,私 企 業 部 門 にお け る,単 一 化 お よ び標 準 化,す な

わ ち組 織 の近 代 化 の 強 力 な手 段 で あ る

が,利 用 にあた ってその構造,特 に各

々の姿 勢に問題 があ る。

情報 代表部 は,フ ランス経済 の発展

中での情報処理技 術の応用 にっいて,

監視の 目をお こた って いない。

情報代表 部の これ に関す る役割 とし

て,

i.公 共部門の情報化

各
省
情
報

委
員
会
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情 報 処 理 技 術 導 入 に よ る管 理 の 改 革 では,(1)管 理 と被 管理 との 間 の 関係 の 単一

化,② 管 理 業 務 の 費用 と効 果 の 正 確 な知 識,(3)管 理 の地方 分 権 化,等 を め ざ して

い る。

ii.個 人 部 門,半 公 共 部 門 の 情報 化

これ に 関 して は 次 の二 つ の主 要 な 問題 が 存在 す る。(1)管 理 間相 互,職 場 組 織 相

互 の 情 報 交 換 の 単一 化 と標 準 化 を行 な うた め に,情 報 処理 技 術 が 演 ず る役 割 の 決

定,② 情 報 処 理 装 置 ・技 術 を最 大 限 利 用 す る こ とに よ り,高 い 費用 や 微 妙 な 処 理

の 中か ら利 益 を生 む ため,中 小 企 業 が 共 同情 報 処 理 セ ンタ ー を中 心 と して ,こ れ

に 参加 す る こ との奨 励 が あ る。

以 上 の 役 割 に対 し て,情 報処 理 利 用 技 術 の推 進 と調 整 の た めの手 段 と し て,

i.公 共 部 門 関 係 で は,

情 報 代 表 部 はlesCommissionsMinistriellesdeInformatiqueとLa

り

CommissionInterministetielledeLlnformatiqueと の 間 の仲 立 ち を し

て い る。 これ の 関係 は前 図 に示 す もの で あ る。

上 のCommissionsの 決 定 の実 践 段 階 に な る と,ShemasDirecteursD'ln-

formatisatiOnが 設 立 され て,こ れ は 次 の件 に 関与 す る。

(1)フ ィ シ ュの 調 和 と標 準 化,② 情 報 処 理 開 発 の た め の大 きい プ ロ ジ ェ ク トの 費

用 効 果 の精 密 な 評 価,(3)情 報 処理 の大 計 画 の 技 術 の 達 成,概 念 の た め の 高 い 資 格

を もっ ス タ ッ フの 養 成,等 で あ る。

情 報 代 表 部 は さ らに,省 庁 間 の計 画 に,技 術 的,経 済 的 な部 面 で 参 加 して い る。

従 って ユーザー ・サ ー ビス に よ っ て密 接 な相 互調 整 の 目的 が存 在 す る。 ユ ー ザ ーが

有 利 な よ うに,〈PlanCalcul>計 画 の 産 業政 策 の 履行 に関 与 して い る。

‖.他 部 門(個 人 企 業,半 公 共 部 門)

個 人 部 門,半 公 共 部 門 に対 して は,情 報 代 表 部 は情 報 と奨 励 活 動,及 び援 助 を

行 な う こ とに よ って,こ の 政 策遂 行 に 当 っ て保 証 あ るい は援 助 出来 る よ うに,特

別 に意 味 の あ る企 画 の履 行 に便 宜 あ る こ と をね らって い る。

公 共 部 門 に お け る と同 様 に,情 報 代 表 部 は 情報 技 術 の 適用 に数 多 くのパ イ ロ ッ
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ト的 経 験 を提 供 して い る。

5.其 の 他

デ ー タ収 集 に関 して は 情 報 代表 部 は,

IRIAに 協 力 ・援 助 を行 な って い る。

CYCLADE情 報 ネ ッ トワー クに つ い て

4.3参 考 事 項

参 考 文 献;-1)LESSOCIETESDESERVICEETCONSEIL

カ
ENINFORMATIQUE.enqueteeconomique1974 り

2)LesMissionsduDelegueALiInformatique
■

●



5.シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リン グ会 社(SESA)の 活 動 状 況

●

調 査 先:SoftwareetEnginerringdesSystbmesD'lnformatiqelet

D'Automatique(SESA)

所 在 地:20RueJeanJaure's92800Puteau,Paris

調 査 期 日:1974年11月5日

面 接 者:M.J.Arnould

DirecturG6n6ralAdjoint

調 査 員:岡 田,小 泉,荒 井,家 高

5、1概 要 お よ び 所 感

こ の 企 業 は 以 前,7年 間LaD616gationMinisteriellePourL'arment

の 下 に 在 っ た が,1964年 に こ れ よ り独 立 し,銀 行 投 資 を 得 て 出 来 た,い わ ゆ る

"ソ フ ト ・ サ ー ビ ス 会 社"で あ る
。

SESAは コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー と は 無 関 係 で は 存 在 し 得 な い 会 社 で も あ り,

リ リ

情 報 代 表 部(LaDelegationAL'lnformatique)の 方 か ら も色 々 と方 向 付

け の指 示 もあ り,す べ て の こ とが で き る と云 う もの で もない の で,次 の2つ の も

の を本 社 の 主要 な 分 野 とし て取 扱 って い る。

i.リ アル タ イ ムの 分 野 で の ソ フ トサ ー ビス

ii.大 型 シス テ ム関 係 の 分 野 で の ソ フ トサ ー ビス

で あ る。iiに つ い て は,フ ラ ンス で も各 所 で 大型 シス テム の導 入 の計 画 が あ るが,

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トが必 ず し も適 当 で な い所 が あ り,こ れ にっ い て の サ

ポ ー トが必 要 で あ る。

活動 舞 台 は フ ラ ンス 国 内 に限 らず,最 近 は ドイ ツ1971年(フ ラ ン ク フル ト,

ベ ル リ ン,ジ ュセ ル ドル フ),米 国1973年(ボ ス トン)に100%出 資 の子 会
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社 を設 立 し,フ ラ ンス に お け る,こ の 分 野 で の トッ プ会 社 と して,実 績 を挙 げ て

いて,将 来共 発 展 が 期 待 され て い る。

過 去 の総 売 上 げ高,従 業員 の増 加,及 び従 業 員 経験 年 数 別 構 成 は下 図 の 様 な も

ので あ る。

SESA1964年 ～1974年 の総売上高 ドイッーSESA1970年 ～1974年

の総売上げ高
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経
験
年
数

SESA従 業員経験年数別構成

Ann6eS

Years

Jahre

6%7%8%9%

全従 業員に対 する%

SESAl964年 ～1974年 従 業 員 の 増 加 状 況

[=コ フランス

躍 翻 ドイツ

陸 図 アメリカ
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5.2詳 論

SESAの 関 係 す る 技 術 分 野 と し て,

1.Realtimeinformationprocessingsystems

‖.Teleprocessingnetworksofmessages

iii。Databases

iV.SystemandapPlicationssoftware

V.AutomationElectronicsandreliabilitytest.ing

Vi.Theoreti・ca,lstudies

Vii.Operationalresearch

Vi11.Computeraideddesign

ま た,そ の サ ー ビ ス 分 野 と し て,

1.Requirementsstudies

1)Analysisofinformationstructureandflow

2)Detailedstudyofprocedureandprocessi .ng

3)Costanalysis'

4)ProductionoffunctioDalspecifications

.ii.Systemdesign'・

1)Studiesofalternativesolutionsanddesi .rablelevelsof

automation

2)Systemdefinition・

3)E・tim・ti・n・fd…1・pm・ ・t .sch・d・.1・ ・apdinv・ ・tim・ ・t 、・nd

operatingcosts・L

4)Prodllctionofhardwareandsoftwarerequ .irementsspecife-

cations

lllSysteminplementation' .

1)Preparationand輌ssueofi.nvitationstotendertosuppliers
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2)

3)

4)

5)

6)

lV.Basic

1)

2)

3)

4)

5)

V..Client

1)

2)

3)

4)

Vl.Turnkey.

1)

2)

等 で あ る。.

これ らは 次 の 図 の よ うな組 織 関係 の各 部 門 に よ っ て行 な われ て い る。 この他,

ドイ ツ支 店,ツ ー ロン支 店,お よび米 国 に多 国 籍 会 社 が あ る。

DCAO:(1)電 子 工 業 界 と・の 常 時 の 接 触,(2)大 学 の 研 究 室 との 密 接 な連 繋,(3)

プ ロ.グラ ム開 発 に ア イ デ ィ アの 提 供,及 び需 要 の変 化 に伴 うプ ロ グ ラ ムの 変 更,

(4)各 プ ロ グラ ム の商 品 化,等 を行 な って い る。 した が っ て この 部 門 は 各 種 サ ー ビ

ス お よ び一 般 的 ソ フ トウ ェ ア作 成 に よ って収 益 を挙 げ て い る。 具体 的 に は,

Analysisandevaluationofproposals

Progresscontrolandhardwareacceptancetesting

Systemtestingandintegrationprocedure

Totalsystemacceptance

SystemturnoverPreparationofoperationalandmaintenance

documentatiOn

andapplicationssoftwaredevelopment

Functionalspecifications

Programspecifications

Programmingqualitycontrol

Suiteintegration

Performanceverification

support

Systemaudit,Specialistconsultancy

Operationandmaintenance

DocumentatiOn

Stafftraining

systemSupply

Hardwareandsoftwareresponisibility

InstallationandmaintenanceI';、

一71一



DG
一 一 一

一 一 一

ー ー 一

DC

A

SG

1`l

IIl

lIl

　 一 」 「 「 一 ⊥ 「 「 」 一 「

'811`⑪

1'1```

L-_」L_一 」 」__」

1

:

巳

DCAO DESA DI DSID DSOFT DAPG －

DCAO(D6partementConceptionAssist6eparOrdinature)'

DESA(D6P・ ・t・m・ntdesEt・desgtSy・tεm・ ・A・ ・n・6・)

DI(D6partementIndustrie)

DSID(D6partementdesSystδmesD'informatiqueetDessin)

DSOFT:(D6partementSoftwaredeBase)

DAPG:(D6partementAnalyseetProgr㎜ationdeGeston)

i.EFFICACE

これ は複 雑 な電 子機 器 装 置 の 故 障 診 断 予 測 の ソ フ トウ ェ アで あ る。RADC-

67と 云 う方 法 で 行 な われ,(1)装 置 各 構 成 部 分 の故 障 率,(2)装 置 全 体 と その構 成

部 分 の故 障 率 を各 種 の構 成 部 分 の 干 渉 率(%),と を併 せ て求 め る こ とが 出 来 る も

ので あ る。

SESAは 本来 ソ フ トウ ェ ア関 係 だ けの 会 社 で あ り,ハ ー ド ウ ェ ア とは 関 係

な いが,診 断 ソフ トと関 連 して 売 る こ と もあ る。 た だ し相 手 先 は メ ー カ ー お よ び

シス テ ム ・メ ー カ ーで あ る。

ii.LADISLAS

これ は大 きな コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム等 に対 す るテ ス ト ・プ ロ グラ ムで あ る。

(1)場所 が発 見出 来 な い 欠陥 の リス ト,② 発 見 出来 た 欠陥 場 所 を示 す こ とが 出来 る

もの で あ る。小 規 模 の 電 子 装 置 に っ い て は.10年 の時 間 を費 や して1973年 に完

成 し,大 型 の もの につ い ては 目下 開 発 実施 中で あ る。
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iii.CATON

撚 り合 せ(ワ イ ヤ等 の)工 場 で 用 い る ソ フ ト ウ ェ アで,そ の プ ロ グ ラ ムは モ

ジ ュール 化 され て い て,(1)撚 り合せ 工 程 管理,② 各 種 材料 の テ ス ト,(3)手 動,半

自動,全 自動 の 撚 り合 せ装 置 で 使 われ る,の が 特 長 で あ る。

iv.IMAG-11

これ は電 子 回路 の シ ミュ レー シ ョ ン用 で,線 型,非 線 型 で あれ,不 変,可 変 で

あれ,直 流,過 度 電 流,交 流 の 領 域 で の解 析 に用 い られ る もので あ る。 電 子 技 術

者 の 着想 の具 現 化 に対 して,こ れ は効 果 的 な道 具 とな る。

V.そ の 他

上記 の他,SESAC,SILOREL,VOLPONE,… … の ソ フ ト ウ ェ ア が 在

る。 これ らは 電 気 回路 部 品,及 び それ らに関 係 した診 断 ソ フ トで あ る。 詳 細 は 参

考 文 献 を見 られ た い。

DESA:実 際的 業 績 は,

i.自 動 車 搭 載 用 コン ビ ュー タ

ク

ii.CNES(CetreNationalDetudesSpatiales)と 提 携 し て,ロ ケ ッ ト

(米 国,Quyaneで 行 な わ れ た ロ ゲ ッ トの 打 上 げ)の 全 ソ フ ト ウ ェ ア 関 係 部 門 を

担 当 。

●

杉 久 人工衛星)
/

/

/

iV"ESRO(EuどopeanSpaceResearchOrganization)と 提 携 し て,気

象用サ 〔 ライ ト,衛 星利用 に よる北 大西洋交通 システム等 を担 当 した。契約高 は
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200万 ドル 。

DI:に っ いて は,

i.RAPT,す な わ ちMETRO(パ リ ・地 下 鉄)の 無人 開札 の 装 置 の ソ フ ト

関 係 を担 当 し,現 在 で もその ア フ タ ー ・サ ー ビス を行 な って い る。契 約 高 は

3,000万 ドルで あ る。 た だ し,こ の場 合は 大 きな仕 事 で あ り,下 請 業 者 も動 員 し

た。

ii.エ ネ ルギ ー 関係

a)石 油精 製 の 自動 化

b)石 油,原 子 力 発 電 所 の 自動 化 。(た だ し原子 力 発 電 所 関係 は 目下 製 作 進

行 中)

iii.郵 政 省 関係

a)郵 便 物配 送 の管 理,制 御 。(た とえば,手 紙 ・小 包 等 の発 送 ・受 渡 し等

の郵 便 物 配 送 状 態 の 調査 を行 な っ て,郵 便 局 の再 配 置 等 の検 討 等 を行 なう)。

又手 紙 ・小 包 の 宛 名読 み も"従"と して 行 な った 。

b)SIGA(電 話 関 係 の 仕 事)。 目下 フ ラ ンス にお け る電 話加 入 者 数 は

500万 で あ るが,近 い将 来1100万 とな るので,電 話 局 自動 化 関 係 の調

査,す な わ ち,加 入 申込 み,電 話 線 の全 国管 理,ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ ー

の 配 置,ノ イズ対 策,料 金 徴 収,等 の管 理 シス テ ムの 担 当 を行 な っ て い る。

これ は 以前,郵 政 省 だけで やっていたが手 が廻 らず,加 入 申込 み関係 だけを残

して,1972年 来SESAに 依 頼 し てい る。

iv.プ ロダ ク ト制 御 関 係

これ に 関 す る分 野 は 末 だ契 約 も少 な い が,今 後SESAが 進 出 した い 分 野 で あ

る。 今 まで の 実績 と して,

a)パ リに あ る3っ のTV局 の うちの1つ の局 の 自動 化

b)砂 糖 工場 の 自動 化

c)化 学 工 場 の 自動 化 ・

d)金 属,機 械,鉄 鋼 工 場 の 自動 化
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が あ る。

DESOFT:こ の部 門 はBasicな ソ フ トウiア を担 当 して い て,コ ン ピ ュー タ

メ ー カー が取 扱 わ な い大 きい もの をや っ て い る。 実 績 と して,

1.ア プ リケ ー シ ョン ・シ ス テ ム

ii.企 業 とは ミニ ・コ ン ピ ュー タ分 野 で 契 約 して サ ー ビス を行 な っ て い る。 大

型 コ ン ピュ ー タ分 野 よ り収 益 率 は よい 。

m.コ ンパ イ ラ ー,ア セ ン ブ ラー

これ は 主 と して,コ ン ピ ュ ータ ・メ ー カ ー,自 社 コ ンピ ュー タ を もっ所 に市 場

が あ る。

～.シ ス テ ム ・シ ミュ レー シ ョン

これ はCAD(ComputerAidedDesign)で あ り,ま た経 験 的 調 査 も行 な う。

V.ネ ッ トワー ク関係

a)LOgiga(英 国)と 協 力 してCOST-11に 参 加 。

b)フ ラ ン ス に あ る,RCPネ ッ トワ ー ク,1CYCLADESネ ッ トワー ク,等

す べ て の もの に参加 して い る。

で あ る。

DAPRG:こ の部 門 は 自動管 理 関係 の 分 析 お よ び これ に伴 な うプ ロ グラ ム開

発 の分 野 を担 当 して い る。

1.相 互 保 険 会 社 あ るい は共 済 組 合 等 へ の 加 入 の管 理 関係 の 研 究 お よ び ソ フ ト

の開 発 。

ii.支 払 い,人 員統 計,在 庫,小 売 商,減 価 償 却 … 等 の一 般 的 コ ンパ テ ィ ビ リ

テ ィの分 析 とプ ロ グ ラ ム開 発 。

lii.公 共 企 業体 の 仕 事 の 自動 化 。

これ は,た と えば 自動 化 に お け る機能 分 析,有 益 性 の評価,処 理 方 法 の 選 定 …

で あ る。

DSID:こ の部 門 で は過 去,

1.空 港 の 荷 物 の 輸 送 関 係
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これ の 関係 は従 来 米 国 の 企 業 の独 壇 場 で あ っ たが1/3程 度SESAが 進 出 した。

ii.病 院 関係 の セ ン ター の管 理 関係

パ イ オ ロ ジ研 究 セ ン タ ー,血 液 研 究 セ ン タ ー,等 の6ケ 所 の 自動 化

川.税 関 関 係

iv.都 市 道路 行 政 の方 法論 に関 す る もの

な お この 外,国 土 開発 に伴 う投 資 選 定 に 関 す る,大 蔵 省依 頼 の 仕 事 も計 画 と し

て 存在 す る。

SESA-Toulon(ツ ー ロ ン支 店)

これ は フ ラ ンス南 部 地 方 のSESAの 主 要 支 店 で あ る。

こ ～では,

i.プ リン ト基 板 の 自動 設計 を行 な って い る。POP-15型 電 子 計 算機 を用

い て い るが,や は り全 完 自動 で は な く,手 作 業 の 部分 もか な りあ る。

ji.交 通 管 理 シス テ ム

マル セ イ ユ近 くの3本 の幹 線 道 路 の コン ピ ュ ー タ制 御 を行 な うた め の もの で あ

り,夏 休 みの 道 路 事情 で,特 に要 求 され た もの で あ る。 自動 車 の検 知 装 置 は,道

路 上 に設 け られ たケ ー ブル に よ り磁 気 的 に台 数,車 の速 度等 を検知 す る方 式 で あ

る。

SESA-Deutschland(SESA・ ドイ ツ支 店,フ ラ ン ク フル ト在)。

ドイ ツのNORD・WEST-LOTTOと 提 携 して,ド イ ツに おけ る自動 化 計 画;

す な わ ち,

(1)競 馬 賭 金 の 自動 処理 化

② フ ッ トボ ー ルの 賭 金 の 自動 処理 化

(3)ビ ン ゴの 賭 金 の 自動 処 理 化

を行 な っ て い る。 これ に関 して は ス イ スか ら も依 頼 が あ り,フ ラ ンスの 競 馬 関係

か ら も引 合 が 来 て い る。

ii.DFS(ド イツ の交 通 の制 御 関係 の会 社)

航 空 管 制,気 象観 測 の 自動 化 に つ い て の依 頼 の仕 事 を行 な っ てい る。
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iii.フ ラ ン ク フ ル ト空 港 の情 報 シス テ ム

(1)ド イ ツの全 国 内 構 想 で,航 空 機 発 着用 管 制 。'

② 航 空貨 物 輸 送 管 制

iv.SESAの 自動 化

V.そ の 他

SESA-inc.(米 国 に在 り,支 配 人 はAllenKarson氏)

i.米 国 多 国 籍(Mult三 －lnternationa1)会 社 の 自動 化 。 例 えば,米 国 の 銀

行 は ほ とん ど 自動 化 して い るが,ヨ ー ロ ッパ め銀 行 は 自動 化 して い な い。 従 って

ヨ ー ロ ッパ の銀 行 と取 引 きの あ る米 国 の銀行 は,こ の"ギ ャ ッ プ1の 穴埋 めの た

めの ソ フ トを必 要 とし て い る。

ii.コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー との 関係

Honeywell(フ ラ ンス の 会 社 と提携 して い る)関 係 の仕事 をや っている。 但 し

IBMの 仕 事は や っ て い な い。

SESAは フ ラ ンス に お け る従 来 の ソ フ トウ ェ ア 開 発 方 法 とは 別 の独 自の ソ

フ トウ ェ ア 開 発 の た め の ソ フ ト ウ ェ ア を 開 発 し,こ れ を 「MELUSINE」

(半 身 龍 尾 の裸 の仙 女 の名 前)と 名 付 け た 。 こ れ は ソ フ トウ ェ ア 工 場 の工 程 管

理 ソ フ トと云 うべ き もの で あ る。

以 前(5年 前)に は,部 分 プ ロ グラ ムは終 止一 貫 各 個 人 が 作 っ て い た の で,完

成 予想 が立 た な か った 。 全 プ ロ グラ ムが 出 来 上 る と,そ の部 分 プ ロ グ ラ ム を作 っ

た人 が保 守 をや って い た 。 そ の1人 で も欠 勤 な どす る と ドキ ュメ ンテ ー シ ョン等

で 困 難 が生 じた。 さ らに出 来 上 っ てか らプ ログ ラ ミン グ従 事者 が 会社 を辞 め る時

の 引 継 の 問 題 で 困難 が あ っ た,等 極 め て非能 率 的 で あ っ た。

これ に対 処 す るた め,

1.形 式 化

ii.ソ フ トウ ェアの 質 の 向 上

ili.情 報 の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン

の3項 目 をかE・・げ て取 組 ん だ 。 ソフ トウ ェア製造 の段 階 と して,

一77一



1)

2)

3)

SpecificationdeDefinition

Specificationderelalisation

Neveauxmodnlation

a)syst6me

b)sub-Syst6me

c)prOgramme

d)module

e)procedure'

f)pieace'

FicheTechnique

,

但 し さ ら に 細 分 す る と,

100,000(ス テ ッ プ)

20,000

5,000

1,000

200・

50(但 し 未 標 準 化 で あ る・)

コグ ノ
Contr61esdesPermanentsQualites、desSystemes

に分 け た,工 程 管 理 ソ フ トで あ る。: 、

ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ンの整 備 を充 分 行 な うこ と に よ り,リ ア ル ・タイム の オペ

レニ シ ョン ・シス テ ムの 製 作 で は一 度 も手 落 ちは 起 らな か っ た。

作 業 員 が.休んで も不 便 は起 らず,ソ フ ト ウ ェ ア を 買 っ た 所 で もζの 資 料 が あ

るの で好 都合 で あ る 。

フラ ン スの よ うな,個 人 主 義 の発 達 した所 で は,と くに この方 法 が 効 果 を発 揮

し,た と えばMETRO(パ リ ・地 下 鉄)の 開 札 自動 化 の場 合,ド キ ュ メン テ ー シ

ョン関係 の 資料 を全 部 提 出 した の で,わ ず か1週 間で 使 え る よ うに な った,と の

こ とで あ る。

4)

5)RealiSation但 し さ ら に 細 分 化 す る と,

a)f'echedeprρgramme

b)programme

C)teStse・1emeptaireS

d)testSglobaux

、e)1ntegratiOn

6)
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5.3'参 考 事 項
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6.デ ー タ ・エ ン ト リ ー ・ シ ス テ ムへ の 新 規 参 入 企 業

調 査 先:Soci6t6D'ApplicationsG6n6ralesD'Electri6it6etDe

ノ
Mechanique(SAGEM)

所 在 地:2RueAncelle92200Neuilly-sur-Seine,Paris

調 査 期 日:1974年11月6日

面 接 者:M.LGicquello

ノ
DirecteurDepartementInformatique

調 査 員:岡 田,小 泉,荒 井,家 高

8

6.1概 要 およ び 所 感

SAGEMは,MarcelM♂me氏 に よ って,1924年 に 設立 され た会 社 で,資 本

金5・400万 フ ラ ン,従 業 員8,000名 で,フ ラ ンス に お け る,電 子 機 器,機 械,光

学,水 力学 一工 業 関係 の有 数 メー カーで あ る。

さ らに,CSEE(LaCompagniedeSignauxetD'entreprises白1ec_

triques)お よ びSAT(LaSoci6t6AnonymedeT616-Communications)

と共 に,い わ ゆ るG3Sグ ル ー プ を形 成 して い る。

工 業 セ ンタ ー,工 場 の場 所 は次 の 図 の通 り。

上 記 の 関係 分 野 の う ち,と くに

1)デ ー タ処 理 機 器 お よび 電 送 関 係 の 装置

2)航 空 ・宇 宙,誘 導,パ イ ロ ッテ ング関 係 機 器

3)工 業 諸 機 器

が主 要 な分 野 で あ る。

上 記 の 何 れ もが 何 らかの 形 で コ ン ピ ュー タ と関係 して い るが,近 年1)の 分 野

の デ ー タ ー処 理 機 器 に新 たに 進 出 して きた の が 著 しい 。 ま た電信 用 タ イ プ ラ イ タ

ー80一
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FOUGERESARGENTEUL

▲:工 場

O:工 業 セ ン タ ー

一 は従 来 好 評 で
,世 界85ケ 国 に 輸 出 し,

ア ラ ブ,ギ リシ ャ,ソ 連 で 生 産 を も く

ろ ん で い る との こ とで あ る。

SAGEMの 各 関 係 分 野 で の 実 績 は 着

実 に 向上 し,年 間 総 売 上 高 は 右 図 の よ

うな健 全 な進 展 を示 し てい て,今 後 も

これ が続 く もの と予 想 され て い る。

6.2詳 論

上 述 の よ う に,

(1)

700

600

500

400

300

200

100

最近6ケ 年間の総売上げ高

この 会 社 は三 つ の主 力 分野 が あ るが,詳 述 す る と,

デ ー ター処 理,'電 送 装 置 に っ い て は,

各種 デ ー ター処 理 シス テ ム(在 庫管 理,生 産 管 理,工 程 管 理,分 析 管理 等)
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マル チ キ イボ ー ド ・シ ステ ム。

周 辺 機器(磁 気 記 憶 デ ィ、ス ク,8一 ユ ニ ッ ト端 末 プ リン ター 装置,デ ー ター

収 集 装置 す な わ ちバ ッヂ ・リー ダ ー,カ ー ド ・リー ダ ー,キ イボ ー ド,デ ィス

プ レ イ装 置)。

電 子式 テ レ プ リ ンタ ー(テ レ ッ クス;自 家 ネ ッ トワ ー ク用)

以上 の それ ぞれ の 代 表 的 な もの は 図 の よ うな もので あ る。

(2)航 法 ・制 御 お よ び操 縦 装 置

航 空,陸 上,船 舶,宇 宙 用 各種 装 置 で,

ジ ャ イ ロ装置,

慣 性航 法 装置,

航 空 機搭 載 用 デ ィジ タ ル ・コ ン ピ ュー タ。

電 子 機器 装置(シ ン ク ロス コー プ,レ イ ト ・ジ ャイ ロ,加 速 度 計,サ ー ボ モ

ー タ ー
,シ ン ク ロ,レ ゾルバ ー,ポ テ ン シ ョメ一 夕ー)。

(3)工 業 諸 機 器

鉱 山機 器(水 流 式 コーール ・カ ッタ ー,水 流 式 プ ロ ップ)。

工 作 機械 お よび 度量 衡 器 材(N-C制 御 の ミー リン グ装置,プ ロ フ ァイル投

影器,測 定 器 具)。

工 業用 空 調 機(空 調 機,化 学 ・食 品 工 業用 冷 凍 機)。 ・

鉄道 用 機 器(オ イル ・ダ ン パ ー,オ イ ル ・バ ッフ ァ,高 速 列 車 用 空 気 懸 架 装

置)。

「で あ る
。

SAGEMの 通 信 用 タ イ プ ラ イ ター は,郵 政 省 に対 して優 れ た実 績 を も ち,納

入 台 数 は年 間2,500台 に達 し,国 外 に も過去85ケ 国 に100・000台 の 輸 出 を 行 な

っ て い て,ア ラ ブ,ギ リシ ャ等 で は これ の 生 産 も行 な って い る。

以 上 の よ うに,SAGEMの 関 係 分 野 は,情 報 処 理 機器,自 動 制 御 機 器 関係 が主

力 に な ってい る と見 られ る。 従 来 この 会 社 は 航 空 ・宇 宙 関係 の 制 御 機 器 を手掛 け

て来 た の で,自 動 制 御 機 器 に は 実 績 が あ り,こ れ を経 由 して 端 末 機 器 の 分 野 で 情

一82一



●

報 関係 の部 門 に著 し く進 出 して 来 た とい う経 歴 を もって い る。

これ らの 端 末 機器 は,ホ ス ト ・コ ン ピュ ー タ との 相 互 関係 に っ い て は,つ ぎの

根 本 原 則 に もとつ い て設 計 され て い る。 いわ く,

1)デ ー タ収 集,

2)制 御;フ ォー マ ッ トの 制 御,チ ェ ック,

3)時 間の 制御;緊 急 処 置 対 策,

4)汎 用 性;コ ンパ テ ィ ビ リテ ィ,

で あ る。

各 端 末 機器 は ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ とは無 線 に よ る結合(工 場 内 等 の 場 合 に 限

られ る),お よび遠 距 離 は 郵 政 省 の通 信 回 線で 結 合 され る。

SAGEMも,フ ラ ンスの 一 般 的 な 傾 向 と同調 して,情 報 処 理 と 自動 制 御の 両 面

を は っ き りと前 面 に押 出 して,石 油 産 業,自 動 車産 業 に つs"く 第3の 産 業 と して

の 情 報 産 業 へ,こ の よ うな 方 向 か ら進 出 を 目指 してい るの は 注 目す べ き点で あ る。

、
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7・ ス イス ・ユ ニ オ ン銀 行 にお け る コ ン ピュ ー タ利 用 の 実 態

調 査 先:UnionBankofSwitzerland

所 在 地:8021Z廿richBahnhofstrasse45Switzerland・

TelO1-294411

調 査 期 日:1974年12月8日

面 接 者:Mr.GeorgesTischhauser

Dr.KurtStricker

調 査 員:岡 田,小 泉,家 高,荒 井

、

7.1概 要 お よび 所 感

ス イスは,日 本 の九 州 よ りやs小 さい 面積 を有 し,人 口約650万 人,ヨ ー ロ ッ

パ で は小 国に 属 す る。

産 業 と して は,古 くか ら,機 械 工 業,化 学工 業,時 計 工 業,繊 維 工 業,酪 農 産

業 が 発 達 してい たが,唯 一 の 恵 ま れ た観 光 資 源 を開発 して,世 界 の 観 光 地 と して,

名 声 を博 して きた。

しか し,10年 ぐ らい前 よ り,こ の ス イス 国の 観 光 収 支 は,伸 び悩 み の 状 態 とな

って きた 。一 方,こ れ に代 って,欧 州市 場 に冠 た る地 位 を固 め て い るチ ュー リ ッ

ヒ を中 心 に,世 界 中 か ら資金 を集 め て,こ れ を再 投 資 す る こ とに よ って 得 られ る

資 本 収 益 は,漸 増 の 傾 向 に あ る。 これ らの 中 心 的役 割 をはた して い るの が,国 内

の 金 融 機 関で あ り,銀 行 の 意 義 は 大 きい 。

ス イ ス ・ユ ニオ ン銀 行 は(総 資 産134億 ドル),ス イス3大 銀 行 の1っ で あ り,

1974年,為 替 取 引 に よ る差損 を計 上 した が,な お,健 在 で あ る。

コ ン ピ ュー タ利 用 面 を よ りみ る に,わ が 国 とは,銀 行 業 務 が一 部異 って い るが

一 た と えば ,証 券 取 引所 も兼 ね そ な え て い る な ど 一 ほ ぼ 同 様 で,預 金 業 務,
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貸 付 業 務,為 替 業 務 な どが 中 心 で あ る。 現 在,支 店 網84ケ 店 を有 して お り,全 て

オ ン ラ イ ンに よ り業務 が進 め られ,1968年 以 来,UNIVAC494を 使 用 して い る。

組 織上 も,従 来 は,EDP部 門の みで あ った が,コ ン ピ ュー タの 適 用 業 務拡 大

化 に伴 って,企 画 部 門(OrganizationandPlanningDepartment)を 新 設

し,よ り効 率 的 な使 用 方 法 を検 討 して き た。

現在 オ ンラ イ ン も稼 動 し(一 部 バ ッチ),チ ュー リ ッ ヒの セ ン タ ーは 国 内の7

ケ所 の コン ピュー タ ・セ ンター と繋 が って い る。 主 な 銀行 業 務 もコ ン ピ ュー タ化 さ

れ た ので,当 面 の プ ロ ジ ェ ク トは,シ ス テ ムの レベ ル ア ップ と,デ ー タ ・ベ ー ス

構想UBISCO(UnionBankInformationSystemConcept)で あ る。 した

が って,ハ ー ドウェアの リプレースはなく,業 務 内容 の充 実 に 力 点 を置 く との こと

で あ る。 当行 の 手 堅 い コ ン ピ ュー タ利 用 の片 鱗 が 示 され て い る。

ま た,当 社 の コ ン ピ ュー タセ ンター は,チ ュー リ ッヒ郊 外 に あ り,本 店 とは,

約10kmぐ らい 離 れ た と ころに あ る。 情報 の 保 護 とい う立 場 か らで あ ろ うが,人

の 出入 な ど も厳 重 な チ ± ツク シ スラ ム が設 け られ て い た 。.・

略

7.2詳 論

7.2.1ス イ ス に お け る銀行 の概 要 一 ・ 、 ・

(1)背 景 －i

.ス イス の銀 行 の歴 史 は,中 世 の個 人 銀 行 まで さか の ぼ る こ とがで きるが,金

融 制 度が 整 備 され た の は19世 紀後 半 に な っ てか ち で あ る。 この ころ鉄道 の 建 設,

工 業化 の 促 進 の た め の 資 金 需 要 が増 大 し,こ れ を充 足 す るた めの 株 式 会社 組 織

に よ る大 銀 行 が相 次 い で 設立 され た 。

ス イス の金 融制 度 は,・ その 後1930>年 代 の 世 界 恐 慌 の影 響 を受 け たが,比 較

的 順調 な歩 み を続 け て 今 日に至 って い る とい え る 。

ス イス の金 融 機構 は,ス イ ス国立 銀 行(中 央 銀 行)を 中 心 に 州立 銀 行,大 銀

行,地 方 銀 行,貯 蓄銀 行,ラ イ フ ア イゼ ン銀 行 そ の 他 か らな って い る。 金 融 機

関の 総 数 は1,600余 あ るが,こ の うち資 産 規 模 一 億 フ ラ ン超 の もの は,5大 銀
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② 主 要 金 融 機 関

① 州立 銀 行

「銀 行 お よ び貯 蓄 銀 行 に 関 す る連 邦 法」(ス イ ス銀 行 法 うに よれ ば,州 立

銀 行 とは 州 政府 の 法 令 に 基 づ き設立 され,そ の 負 債 が 州 に よ って保 証 され て

い る銀 行 をい う。 実 際 に は 州 の 保 証 の な い例 もあ るが,こ の場 合 で も,銀 行

の 理事 会 の 構成 員 の半 数 以 上 は 州 政 府 ま たは地 方 自治体 の 任命 に よ って い る

② 大銀 行

ス イス の 大銀 行 とは,ユ ニ オ ン ・バ ン ク ・ス イ ッツ ラ ン ド(UnionBank

ofSwitzerland),ス イス ・バ ン ク(SwissBankCorp),ス イス ・ク

レ ジ ッ ト ・バ ン ク(SwissCreditBank)一 以 上3大 銀 行 とい う 一

この3行 に,ス イ ス ・ポ ピ ュラ ー ・バ ン ク(SchweizerrischeVolkba-

nk),ロ イ商会(BankLeu&Co.AG)を 加 えて,五 大 銀 行 と もい う。

③ 地 方 銀行 お よび 貯 蓄 銀 行

これ らの銀 行 は,地 方 の 得 意先 と緊密 な関 係 を有 して い る点 に特 色 が あ る。

統 計 上,地 方銀 行 は 不 動 産 銀 行 とその 他 の地 方銀 行 に 分 け られ,抵 当貸 付が

総 資 産 の60%を 超 え る もの を不 動 産 銀 行 と して 分 類 して い る。 貯 蓄銀 行 は,

貯 蓄 預 金 が 負 債 の 主 体 を な して い る もの であ る。

④ その 他 の 銀 行

ラ イ フア イ ゼ ン銀 行(信 用 組 合)は,農 牧 業者 を中 心 とす る協 同組 合組 織

で あ る。 現 在,約1,200組 合 が あ り,2つ の中 央 機 関 に 統 合 され て い る。

業 務 の 中心 は 貯 蓄預 金 の 受 入 れ,農 民,中 小 業者 へ の 営 業 資 金 の 貸 付 で あ

る。
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ス イ ス 金 融 機 構 図

■

州 政 府

連邦国立銀 行 一 スイス国立銀行

地方銀行

その他の地方銀行

⑤ 証 券 市 場

ス イ スに おい ては,18世 紀 の 昔 か ら証 券 取 引 きが 行 な われ た とい わ れ るが,

'当 時の 取 引 きは パ リの 金 融 お よ び商 業 界 と密 接 なっ な が りを もつ ジ ュネ ー ブ

の 大 きな個 人銀 行 の 間 で 若 干行 な わ れ て い た程 度の もの で あ る。

ジ ュネ ー ブ は今 日で も外 国証 券 取 引 きの 盛 ん な と ころで あ るが,全 体 の 証

券 取引 き高 の うえか らみ れ ば チ ュー リ ッヒが圧 倒 的 な優位 を 占め て い る。

7,2.2コ ン ピ ュ ー タ 利 用

(1)沿 革 と 組 織

ユ ニ オ ン 銀 行 で は,す で に1948年PCSを 採 用 し て お り,1955年 にEDP

を 導 入 し た 。
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組 織 の上 で は,こ れ らを運 営 す る部 門 と して,EDP部 門 で 全 て を 総 括 し

て い た。 そ の 後1969年,業 績 の進 展,業 務 内容 の拡 大化 に伴 って,EDP部

門 を2部 門 に 分 割 した。

す な わ ち,ORG(OrganizationandPlanningDepartment)とEDP

Departmentで あ る。

前者 は,主 と して プ ラツ ニ ン グを担 当 し,後 者 は 運 営 管 理 に 当 っ てい る。 ま

た,こ れ ら両 部 門 の調 整機 関 と してGeneralManagerが 居 て,そ の ス タ ッフ

が そ の運 行 に 当 って い る。

ま た,こ の ス タ ッフは,施 設,'人 事,予 算 統 制 な ど も行 な っ てい る。

これ らの 関 係 構成 図 は 次 の 通 りで あ る。

コ ン ピ ュー タ部 門 構成 組 織

勺

ORGDep

Concept

Planning

S㏄

(20名)

EDP

APPIicat1㎝

Sec

(130名)

内 訳

Analyst

Progarnmer

Others

Technical

Organization

(15名)(170名)(25名)(15名)

5

(U
5

(50名)

①ORG部 門

本 部 門 は,チ ュ ー リ ッcの コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー の み の,メ ン バ ー 約200

名 よ り 構 成 さ れ て い る 。

主 な 業 務 は,既 存 の シ ス テ ム の レ ベ ル ア ッ プ に 関 す る 企 画 立 案 す る こ と で

あ る 。

ま た,EDPApplicationSectionで は,Analistお よ びProgramer

よ り の5～6名 が,プ ロ ジ ェ ク ト ・ グ ル ー プ を 編 成 し,シ ス テ ム 開 発 に あ た

っ て い る 。
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②EDP部 門

本 部 門 は,全 銀 行 で 約470名 お り,各 支 店 のEDP部 門 に200名,チ ュー

リ ッヒ ・コ ン ピ ュー タセ ンタ ーは,270名 に て構 成 され て い る。

前 述 の,EDPServiceSectionは,社 内各 部 門 よ りの 調 整 を行 な う窓

口 とな って い る。

TechnicalServiceSectionお よびEDPSoftSectionは,各 コ ン

ピ ュー タセ ン タ ーの 保 守 要 員で あ る。 ま た,外 部 よ りの 派 遣 サ ー ビス要 員 の

協 力 を得 て い るが,前 述 の構 成 要 員 に は,含 まれ て い な い。

(2)業 務 内容

現在,コ ン ピュ ー タで 行 な わ れ てい る業 務 内容 を大別 す る と次 の よ うに な る。

① 当座 預 金(Current'Count)

② 定 期 性 預 金(SavingCount)

③ 貸付 業 務

④ 証券 取 引 業務(SecuritiesAdministration)

⑤ 為替 業務 一 般(PermanentOrder)

⑥ 諸帳 簿 作 成(BookKeeping)

業 務 内容 は,わ が 国 の 場 合 と大 同小 異 で あ るが,相 違 して い る もの に,前 述

の よ うに,証 券 取 引 業 務 が 加 え られ て い る こと。

ま た,当 行 の 場 合,現 金 取 引 が75～80%,手 形,小 切 手 取 引 が20～25%

の 割 合 とな って お り,わ が 国 の 場 合 とや 、異 な り,こ れ が,コ ン ピュ ー タ利用

に も多少 の相 違が 出 て い る もの と思 われ る。

ま た,⑥ 諸 帳 簿 作 成 に は,コ ン ピ ュー タ利 用 時 間 の 約40%を 占め て お り,帳

簿,諸 統 計作 成 の充 実 を計 っ て い る ことが うか が わ れ る。

(3)オ ンラ イ ン

現 在,当 行 は次 表 の如 く,ス イス国 内8ケ 所 の コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ ーが あ

り,各 セ ン ター の 下 に そ れ ぞれ 支 店 の 端 末 機が 結 合 してい る。 従 って これ らの

支 店 網の 情報 は,各 セ ン タ ー を通 して,チ ュー リッ ヒの コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ
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一に送 られ て処 理 され て い るが
,主 な 業務 は 預金 関係 で あ る との こ とで あ った。

回

支 店 網

嗣

クニル

匠

コ ン ピ ュ ー タ ・ セ ン タ ー 端末機を有する店舗数

チ ュ ー リ ッ ヒ(ZUrich) 14

セ ン ト ・ガ ー レ ン(St.Gallen) 12

ロ ー ザ ン ヌ(Lausanne) 11

ル ガ ノ(Lugano) 14

バ ー ゼ ・ル(Base1) (独 立)

ジ ュ ネ ー ブ(Geneva) (独 立)

ベ ル ン(Berne) 20

ク ー ル(Chur) 12
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ま た,同 行 で は 次 の よ うな デ ー タバ ン ク構 想 を有 し,そ の 実 現 をは か るべ く

開 発 を進 め てい る。

IntegratedDataProcessingatUBS.

t

■

M・NAGEM・NT

DATA

BANK

NF
・R

MATIoN

KA・ … … ・Tellers

ZV… 一 ・PaymentTransactions

VI-… ・Acco皿tingServices

WV… 一 ・SecuritiesAdministration

(証 券 管 理)

BO… ・・…StockExchange(株 式 取 引 所)

PF・ ・… …Portfolio

匂
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8.ス イ ス の 産 業 機 械 メ ー カ ー,ラ イ サ ワ ー社

調 査 先:ReishauerLtd.

所 在 地:CH-8031ZurichSwitzerland

調 査 期 日:1974年11月8日

面 接 者:Mr.Jacob.A.Schmid

調 査 員:岡 田,家 高,荒 井,小 泉

8.1概 要 お よ び 所 感

本 調 査 団 の 当 初計 画 に は,ラ イサ ワー社 の調 査 の 予定 は な か ったが,チ ュ ー リ

ッヒ駐 在 の 日本 商社 の 好 意 に よ り訪 問 す る こ とが で き た。 ス イス はす で に 産 業機

械 の 輸 出 国 と して そ の 名 を世 界 に拡 め て お り,わ れ わ れ として も一 見 の 価 値 あ り

と判 断 し,同 社 の工 場 を訪 れ た。 時 間 も少 な か った の で,工 場全 体 を細 か く とい

うわ け に もい か ず,と くに,部 品管 理 の現 場 を中 心 に,ス イス に お け る産 業 お よ

び機械 工 業 の 現状 を ヒ ア リン グ した。 ま た,同 社 で は,少 人 数 で はあ るが,コ ン

ピ ュー タ を利用 して い る との こ とで は あ った。

(1)産 業構 造

現 在,ス イス に お い て は,各 産 業別 の就 業 者 の 配 分 推 移 は次 表 の ご と くな っ

て い る。

各 産 業 部 門 の ウ エ イ トの 変 遷

(単 位:%)

1920年 1950年 1960年

第 一 次 産 業 26 17 12
一

第 二 次 産 業 44 46 49
一 ー 一 一

第 三 次 産 業 30

一 ー 一

37

一 一 一

39
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この 表 で 見 るか ぎ り,ス イ ス も他 の 先進 工 業 国同 様 に,産 業の 高 度 化 が進 め

られ てい る。

ま た,こ れ を少 し くわ し くみ る と次表 の通 りに な る。

産業部門別就 業者数

(単 位:千 人)

1950年 1960年

農 林 業 (355) (292)

工 業 (972) (1,245)

金 属,機 械,時 計 330 488

食 品,タ バ コ 97 109"

繊 維,衣 類 184 168

建 設 167 234

商 業,銀 行,保 険 (266) (338)

ホ テ ル,運 輸 (192) (250)

そ の 他 (371) (390)

計 2,156 2,515

c

工 業 の就 業 者 数 は1950年 の97万 人 か ら1960年 に は124万 人 と増 加 して い

る。 この 間 に お け る外 国人 労 働 者 は,約7万 人 よ り27万 人 と,約20万 人 増加

してい るの で,工 業人 口 の 増 加 は,第 一 義 的 には,外 国 労 働 者 の 投 入 に よ って

賄 われ て い る とい う こ とが で き る。

また,工 業 内部 に お け る就 業 者 数 の 異動 を見 る と,こ こで も,産 業構 造 の高

度 化 の 傾 向 が現 われ て い る。 す な わ ち,食 品,タ バ コ,繊 維,衣 服 の よ うな軽

工 業 部 門で は,全 体 と して就 業 者 が や や 減少 して い る反 面,金 属,機 械,時 計,

建 設 の部 門 で は,就 業 者 が 増 加 の 傾 向 に あ る。

② 機械 工 業

ス イスの 機 械 工 業 は,二 つ の 分野 が あ る。 冶 金工 業 ・旋 盤 工 業 と繊 維 機械 で

あ る。

1965年 の 企 業 統 計 に よれ ば,ス イ スで 機械 器 具の 生 産 に 従 事 して い る工 場
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数 は12,000を 超 え,約30万 人が この 部 門 で 雇 用 され て い る(全 労 働 者 の 約13

%)。 輸 出 総 額 は,約57億 フ ラ ン(全 輸 出の 約33%)で,輸 出産 業 と して の

ウエ イ トは 第1位 で あ る。

すな わ ち,重 要 な 輸 出産 業 なの で あ る。 しか し大 多 数 の 工 場 は 中 な い し小 規

模 で あ り,製 品 は,特 殊 化,多 様 化 され て い て,蒸 気 機 関 お よ び タ ー ビ ン,内

燃 機,発 電 機,水 力 ター ビン,ポ ン プ,機 関車,測 量 機 な どいず れ も諸 外 国か

ら品 質 の 優 良 な こ と を高 く評 価 され て い る との こ とで あ る。

ま た,各 企 業 で は,そ れ ぞ れ の特 殊 性 を発 揮 して商 品 企 画 を行 な って お り,

妙 味の あ る分 野 で も他 社 が す で に進 出 して い る場 合 に は,新 規 参 入 しな い とい

う不 文 律 が あ る とい うこ と を力 説 して い た。
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9.西 ドイ ツIBMの 製 造 工 業 セ ン タ ーの 活 動

調 査 先 二IBMDeutschlandGmbH

-ManufacturingIndustryCenter

所 在 地D-8Muenchen80Rablstrasse24Germany

面 接 者:Mr.T.Nishimata(RequirementsManager)

Mr.JanSneep.

調 査 期 日:1974年11月11日

調 査 員 岡 田,家 高,荒 井,小 泉

9.1概 要 お よ び 所 感

1'BMは,ヨ ー ロ ッパ 各地 に,全 産 業 を業 種 別 分 類 して,た と え ば製 造工 業,

金 融 関係,公 共 事 業 な どの 専 門 的 に 研 究 ・調 査 す る機 関8ケ 所 を有 して い る。 こ

れ らは,西 ドイ ツIBM,英 国IBM,ベ ルギ ーIBM等 に 属 して い るが,機 能

的 に は 独 立 して お り,そ の 活 動 範 囲 はIBM-EMEA(Europe/MiddelEast/

Africa)の み な らず,IBM-AFE(Americas/FarEast)に も及 ん で い る。

西 ドイツIBMの 製 造工 業 セ ンタ ー は,こ れ ら8機 関の1っ と し て,世 界 各 国

(除 く米 国)の 製 造 工 業 を対 象 に,そ の長 期 計 画,製 品企画 を行 な って い る。 当

セ ン ター で は,こ れ らの 長期 計 画,製 品 企 画 の 基 礎 デ ー タと して 世 界 経 済 の マ ク

ロ,ミ クロに 亘 る分 析 を行 な って い る。 経 済 分 析 の 中 か ら,産 業,企 業 の将 来 方

向 を見 定 め,こ れ に対 して コ ン ピ ュー タの 役 割 を考 慮 し,そ の 需 要 の 開 拓 に その

ポ リ シー を立 て て い る。

世 界 的経 済不 況下 に あ って,産 業界 の 設 備投 資 の 伸 び悩 み の中 で も,当 セ ン タ

ー は
,コ ン ピ ュ ー タ利 用 を前 向 きに検 討 を加 えて お り,こ の 時 こそ 企 業の 省 力 化,

環 境 条件 の適 応 化 を計 るべ きで あ る と強 気 の 政 策 を打 ち出 して い る。 実 際 に も・
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コ ン ピ ュー タの 需要 は決 して減 少 して い な い し
,こ れ らの 方 針 を 自 負 して い る。

9.2詳 論

9.2.1機 構 お よ び組 織

IBMは,世 界 各 国 に 大 きな ネ ッ トワー クを持 った コ ン ピ ュー タ企 業 最 大 の 多

国籍 企 業 で あ る。

現 在,こ れ らの 企 業 を地 域 的 に大 別 す る と下 記 の 通 りに な って い る。

WTC;WorldTradeCorporation

IBM-AFE;IBMAmeri・cas/FarEast

IBM-EMEA;IBMEurope/りMiddle

East//Africa

す なわ ち,WTCは,持 株 会 社 で あ り,そ の 下 にIBM-AFEとIBM-EMEA

の2企 業 が あ る。 これ らの そ れ ぞ れ の営 業 地域 は,IBM-AFEは 米 国 を除 くア メ

リカ地 域 と,ア ジ アで,ま たIBM-EMEAは ヨ ー ロッパ,中 東,ア フ リカ を そ

の 営 業 圏 と し てい る。'ま た,こ れ ら2企 業 の 下 に,各 国 の子 会 社 を有 して い る。

す な わ ち,IBM-EMEAの 傘 下 に は,西 ドイツ,フ ラ ンス,o〈
.ルギ ーsデ ン

マ ー ク,オ ラ ン ダ等 の 子 会 社 が あ り,さ らに,そ の 下 に,次 の よ うな セ ンタ ー を

持 って い る。

これ らの セ ン タ ーは,そ れ ぞ れ,IBM-AFE,IBM-EMEAの 関係 業 務 を

担 当 して い る と ころ の,世 界 的 大規 模 の もの で あ る。 これ ら業種 別 に 分 け られ た

各 セ ンタ ー は,各 々の 専 門 分 野の ス タ ッフ を集 め て,長 期 製 品 計 画 よ り短期 計 画

まで が 企 画 され て い る。
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●

MIC(ManufactureIndustryCenter)西 独IBM(ミ ュ ン ヘ ン)

FIC(FinancialIndustryCenter)英 国IBM(ロ ン ド ン)

IAC(lnternationalAirLineCenter)〃

DIC(DistributionIndustryCenter)仏IBM(パ ・リ)

PIC(ProcessIndustryCenter)〃

PSIC(PublicSecterCenter)ベ ル ギ ーIBM(ブ ラ ッ セ ル)

MEDIC(MedicalCenter)デ ン マ ー クIBM(コ ペ ン ハ ー ゲ ン)

SCIC(ScientificCross.IndustryCenter)

オ ラ ン ダIBM(ア ム ス テ ル ダ ム)

MIC(ManufactureIndustryCent ,er)

MICは,IBM-Deutschlandに 属 し,組 織 構 成 は 下 記 の 通 り で あ る 。

現 在,同 セ ン タ ー は,80名(う ち 研 究 者60名)の 組 織 で あ る が,そ の 取 扱 業

MIC組 織 図

SENIOR
IND .ADVISER
E.ST㏄KO

INDUSTRY
DIRECTOR

F.HOFam

PLANNING

MANAGER

R.WILSON

MANAGEROF

IND .OPERATIO

RSCHMID

REQUIREMENTS

MANAGER

T.NISHIMATA

FAB&ASSY

MANAGER

S.GIANDOMENI

AUTO/AERO
SHIPBUILDING
/CONSTR/{ENG
MANAGERN .N

N.

SPEC.'PROJECT

MANAGER

H.JORYSZ

REQUIREMENTS

GROUP

MICOPERATI

PLANS&

MANAGER

Dr.F.X.DI

ENG../P.A.

MANAGER

Dr .H.ZIBGL

PPC&AMF

MANAGER

G.STAHL

AL

L

XMFG.MKTG.

PROGR.MGR.

N.N.

ADMIN .MANAG

R.SPLETTSTOE SER

MGMT.SYSTEM

GROUP

APPL。MKTG.

COORD工NATOR
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種 は,製 造 業 を中 心 に 活動 地 域 は 広 い 。 米 国 を除 く,各 国 のIBMの 窓 口 とな り,

顧 客か らの 各 種 製 造 業 に 関 す る諸 々の 要 求 が あ れ ば(例 え ば,製 品 企 画 に 関 す る

もの)こ れ を検 討 す る。 年 間 約20,000件 の 申 し出 が あ った 。

検 討 方 法 と して は,各 国 よ りの それ ぞれ の オ ー ダー に対 して,そ れ が,そ の 国

固 有 の もの で あ るな らば その 国のIBM子 会 社 に 依 頼 す る。 す な わ ち,西 ドイ ツ

の 顧客 よ りの 申 し出 に 対 して西 ドイツ独 特 の もの で あ れ ば,IBM－ ドイ ツに 渡

し,も し も,西 ドィ ッ だ け の 問 題 で な い場 合 に は,ケ ー ス ・ス タデ ィを行 な う。

その結 果,各 国 に お け る汎用 性 が み とめ られ た時 に は,IBM-EMEA→WTC

の 承認 を得 て,そ れ の 研 究 ・開 発 に 取 り くむ こ とに な る。

9.2.2調 査 研 究 に っ い て

当セ ン タ ーの調 査 対 象 は,主 に 世 界 各 国 の 製 造工 業 で あ るが,産 業 全体 の動 向

を把握す るため,他 の調査会社に依頼す る場 合 もあ り,ま た調査結果 を使 用す る

な どあ らゆ る情 報 を駆 使 して い る。 す な わ ち,マ ク ロ経 済 調 査 結 果 よ り,各 産 業

の動 向 を と らえ,独 自で 経 済予 測 を行 な い,製 造 工 業 の 長 期 計 画,製 品 企 画 を行

な って い る。

当 セ ンタ ーの 調 査 の ポ イ ン トの一 つ に,コ ン ピ ュー タ と,各 企 業 に お け る労 働

力 との対 比 が あ る。 と くに,ヨ ー ロ ッパ で は,労 働 者 の ス トラ イ キ問 題 が下 表 の

よ うに 多発 して お り,ま た外 国 移 入 労 働 者 な どが あ り,常 時,労 働 力 め 確 保 とそ

の 費用 が 企 業 に と って 重 要 な 問題 点 の 一 つ とな って い る。

従 業 員1,000'人 当 りの ス トラ イ キ 日 数

年 代

国 名
1972 1973 .1974

西 ド イ ツ 3 25 46

フ ラ ン ス 116 180 119

イ タ リ ー 1,333 1,564 516

イ ギ リ ス 1,081 318 391
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診

●

次 に,当 セ、ン タ ーが行 な った 調 査 資 料 の 一 部 を こ こに 紹介 す る。

米 国 企 業 にお け る売上 高 に 占め・るEDPコ ス ト(%)

BigCompanies .61

Manuf.Industry

SmallCompaniesManuf.Ind. .97

AerospaceIndustryElectronics 1.00

FoodIndustry .46

PaperSteelMills .71

BasicMaterials,ConsumerGoods .91

LargeBanks ・187

SmallBanks .357

InsuranceCompanies .03

ハ ー ド ウ ェ ア ・ コ ス トの 内 訳

1954 1964 1971 1974

DataCollection 32 11 5 2

CentralProc.Units 68 81 44 40

Peripnery
一 8 36 35

T.P. 一 一 15 23

Total 100 100 100 100

74年 の イ ン フレ率 と75年 の労 働 コス ト予想

LaborCostin75 Inflationin74

Germany

France

Italy

U.K.

十10%

十10-15』%

十10-15%

十20%

7%

14%

18%

17%
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欧州 主要国 の製造業数 とその従業員 数(1970年)

Total Numberof NumberofEst.

WorkingPopulation Employees WithOver50,Empl.

Germany 26,000,000 3,600,000 10,250

France 20,600,000 1,200,000 4,200

Italy 19,200,000 1,000,000
.

3,800

U.K. 26,300,000 3,000.00・0 7,600

GermanyandU.K.areLeadinginManufacturing

.$

●
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10.企 業 内 コ ン ビi－ 夕 ・ネ ッ トワ ー ク を

指 向 す るESTELグ ル ー プ

調 査 先:HoeshWerkAG.

所 在 地:46DortmundNortkichenstrasse101Germany

調 査 期 日:1974年11月13日

面 接 者:Mr.Manfred.Windfuhr

調 査 員:岡 田,家 高,荒 井,小 泉

10.1概 要 お よ び所 感

Hoesh社 は・西 ドイツ ●ドル トム ン ト市 に 本 社 を有 す る同 国の 有 力 な製 鉄 会 社 で

あ る。1972年 に,オ ラ ンダ ・ア イ モ イデ ンのHoogovens社 と合 弁 し,現 在 は,

両社 の 持 株 会 社Estel社 の 傘 下 に 入 り,Estel社 の 且oesh工 場 と して の 機 能 を

有 す る こど に な った。

本調査団 は,Hoesh社 のコン ピュータ ・セ ン タ ー(ZPH)を 訪 問 し,Estel社

に お け る全 社 的 活 動 状 況 に つ い て 調 査 した。

Hoesh社 は 内 陸 地,Hoogovens社 は臨 海地 と双 方 に とって 原料,製 品 の 輸 送

な どに利 点 が 見 い 出 され た との こ とで あ る。

Hoesh社 の経 営 計 画 は全 て,Estel社 の 意 思 決 定 に基 づ く もの で あ り,EDP

部 門 も例 外 で な い。

した が って,現 在,Este1社 に は,西 ドイ ツ ・ ドル トム ン ドとオ ラ ンダ ・ア イ

モ イデ ンの2ケ 所 に コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ーが あ り,そ れ ぞ れ が 属 す る国 の 法律

下 に あ るわ け で あ る。 す で に,両 セ ン ター と も,コ ン ピ ュー タの 利用 は 古 くか ら

行 な われ てい るが,Este1社 と しては,今 後2年 間 に 両 セ ンタ ー を接 合 す べ く実

行 に移 され て い る。 両 セ ンタ ーは,約300kmの 距 離 が あ り,機 種 の 統一 化,標
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'

準 化 な ど も逐 次 進 め られ て い るが,ま だ時 間 を要 す る であ ろ う。 しか し,近 い将

来,こ の 企 業 ネ ッ トワー クが 完 成 す れ ば,そ の 効 果 は 大 いに 期 待 で き る と自負 し

て い た。

10.2詳 論

10.2.1組 織 とそ の 背 景

ESTEL社 は,1972年 に,Hoesh社 とKoninklijkeNederlandscheHoo-

9evensenSteal-'Fabrieken社 の 合併 に よ り設 立'し た。

企 業構 造 をみ る と,上 記 の2社(Hoesch社,KNHS社)と 中核 会 社ESTEL

社 があ り,そ の 下 にHoeschWerke社 及 びHoogevensIjmuiden社 の生 産 会

社 が それ ぞれ,西 ドイ ツ,オ ラ ン ダに 設 置 され て い る こ とに な る。

す な わ ら,Hoesh社 とKNHS社 は,持 株 会 社 とし て,ESTEL社 の 株 式 を各

々50%を 所 有 し,一 方,ESTEL社 は 生 産 会 社2社 の全 資 本 を扱 って い る。

ま た,各 々の 企 業組 織 は,設 置 国の 会 社 法 の 適用 を うけ て い る。

これ ら,5社 の 関係 を体 系 化 す る と,下 図 の よ うに な る。

ESTEL社 は,西 ヨ ー ロ ッパ で第3{立 の 鉄 鋼 メ ー カ ーで あ り,総 合 製 鋼 工 場 を

西 ドイツの ドル トム ン トと,オ ラ ンダの ア イ モ イデ ンの2ケ 所 に保 有 して い る こ

Koninklijke

Nederlandsehe

H・ ・gev・nsen
,

StaalfabriekenNV

14%
HoeschAG.

50%50%

寸ESTEL社
一

■

'

10%10%

■

Hoogevens

Ijmuiden

Hoesch

Werkeje
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とに な る。 ま た,両 国 に ま た が る数 ケ所 に 関係 工 場 が あ る。

1973年 事 業概 況

生 産

販売高

従業員

鉄 鋼910万 トン

溶 製 鋼1,160万 トン

圧 延 鋼 材970万 トン

78億 ギ ル ダ ー(たs"し,系 列 企 業 の 売 上 高 を除 く)

75,800人

本ESTEL社 は,合 併 し て・ま だ2年 程 度 で あ り,従 来,西 ドィッ,オ ラ ンダ

と国 籍 組 織 と も各 々異 なっている企業 の統 合 であ る ので,こ れ の適 切 な運 営 に も

時 間 が か か るで あ ろ う。 この こ とは,コ ン ピュ ー タ部 門 に も云 え る こ とでは あ る

が。

す でに,新 機構 を対 象 と した包 括 的 な コ ン ピ ュー タ化 政 策 の 立案 は ,終 って お

り,実 行 に 移 され て い るの で 逐 次 その 効 果 が現 わ れ るで あ ろ う。

ま た,ESTEL社 の・全 体 の 中 に おけ る コ ン ビ。ユー タ部 門 に つ い て,と くに,中

央 セ ン ターの 階 層 的 位 置 と プ ロセ ス ・コ ン ピ ュー タ部 門 の 構 成 図 は下 記 の と う り

で あ る。 系 列 会 社 の サ テ ラ イ ト・コ ン ピ ュー タ部 門 は こ こで は含 まれ て いな い が ,

BOARDofManaj㎝yDirectors

PoHcy-Co㎜ittees

Fin助ceトers・m。 B・・i・田 ・lTec㎞ 。1・卿

1 1 ll

Persome1 Finances
TedlnoI

Develqpmen '

1

Steel Trading ・・ee1P・・-」 Diversifieatiom

1

1:lllldP「oducts

l:蕊Sp,。d。 。,s

1 SteelWorks

Dortmund Ijmuiden
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ク

δ

HOESCHWerkAG(Dortm皿d)

Finances

Acco岨ti㎎

Systems

Planning

Data

Processing

Services

Data
-Base

-Security

BoardofManaging

Directors

Program
-Developnent

-)vlaintenance

ec㎞ology

roduction

Data

Processing

Center

同部 門 は セ ン トラル ・コ ン ピ ュー タ を使 って 遠 隔 処 理 を受 け る もの で,稼 動 中 の

もの と,ま だ 計 画 の 段 階 の もの とが あ る。

10,2.2EDPに 対 す る政 策

1972年 のESTEL社 創 立 に 伴 な い,ESTEL社 の 金 事 業体 の 前進 をは か る た

め,総 合 的 な 情 報 シ ス テ ム,管 理 体 系,経 営 機 構 な どの確 立 に 焦 点 を あ て たED

P総 合 政策 の 企 画 が 着 手 され た 。 この 際,次 の2っ が 重 要 な ポ イ ン トとな った 。

o企 業 活動 目標 の 透 明性(明 確性)

o市 場 競 争 上 の 立場(引 渡 時 期 ,品 質管 理,コ ス ト構成 な ど)

セ ン トラル ・コ ン ピュ ー タに 焦 点 をあ て たEDP政 策 は,基 本 的 には,策 定 後

す で に 大部 分 が 実 現 化 して きて い る。 ま た,生 産 管 理 お よび プ ロセ ス制 御用 の コ

ン ピ ュー タに つ い て は,総 合 政 策 が どの程 度有 効 性 を発 揮 し得 るか現 在 検 討中 で

あ る。

10.2.2.1セ ン トラル ・コ ン ピ ュー タに 関 す るEDP政 策

(1)ESTELの 全 組 織 で利 用 可 能 な,か っ,完 全 な 互 換性 を有 す るコ ン ピ ュー タ

シス テ ムの 開 発

② 次 の3要 因 に よ る オー トメ化 分 野 コス ト増 の 軽 減
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A.ハ ー ドウェ アに よ る要 員 との 代 替

B.標 準 ソ フ トウ ェアに よ る注 文 専 用 ソ フ トウ ェア

(こ の 標 準 ソフ トウ ェ ア例 と しては,IMSの 様 なデー タ ・コ ミュニケー シ

ョン ・ソ フ トウ ェ アや デ ー タ ・ベ ー ス が あげ られ る。)

C.プ ロ グ ラム お よび シス テ ム ・メ イ ンテ ナ ンスの 簡 素 化(高 度 な プ ログ ラ ミ

ン グ言 語,プ ロ グ ラ ム ・ス トラ クチ ャー お よび ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ンの 標 準

化,メ'ソ ッ ド ・バ ン クの 建 設,ユ ー ザ ー教 育 訓 練の 向 上)

㈲ 統 合 化 され た情 報 シス テ ム の進 展

これ に は,次 の3段 階 が 含 ま れ て い る。

① 経 営 情 報 シス テ ム並 び に重 複 して い る シス テ ム用 の セ ン トラル ・ビ ジネ ス

・コ ン ピ ュー タ

② 企 業 活 動 との コ ミュニケ ー シ ・ン をめ ざす 生 産 管 理 コ ン ピ ュー タお よび デ

ー タ収 集

③ プ ロセ ス制 御用 コ ン ピ ュー タ

(4)ユ ー ザ ー と コ ン ピ ュ ー タ ・セ ンタ ー間 の 協 力 態勢 を緊 密 に す る こ と。

① シス テ ム ズ ・プ ラ ンニ ング面 の ユ ーザ ー協 力 の責 任 体 系 を明 確 に す る。

② ユ ー ザ ー(ま た は,カ ス タ マ ー)に よ る シス テ ム ズ ・メ イ ンテ ナ ン スの 引

き継 ぎ。

③ 高 水 準 プ ロ グ ラ ミン グ言 語 を使 用 した ユ ニザ ー 自身 の プ ログ ラ ミング作 業。

102.2.2政 策 実 現 に 向 って

ESTELの 主 要 な 関 心 は,西 ドイ ツ ・ ド)レトム ン ドに あ る コ ン ピ ュー タ ・セ ン

タ ー(ZDH)と,オ ラ ンダ ・ア イ モ イデ ン所 在 の セ ンタ ー(AIS)と を連動 さ

せ る こ とに あ る。 これ ら2ケ 所 の セ ンタ ーは,1980年 の 時 まで に,テ レ プ ロ

セ シ ン グに よ って論 理 的lt1ケ 所 の コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ ー と して 機能 的 は た ら

き をす る こ とで あ る。

合 併 前 よ り,双 方 のEDPオ ペ レー シ ョンの 違 っ た条 件 を調 整 し新 た な コ ン ピ

ュー タ ・シ ス テ ム と コ ン ピュー タ階層 構 造 を構 築 す るた め の努 力 が 既 に始 め られ
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て い た。

今後 は,中 央 に 設 置 され 完 全 な互 換 性 を持 つ 大 型 コ ン ピ ュー タが,分 散 化 され

た非常 に 多 くの 小 型 コ ン ビ、ユ一 夕 よ り優 先 的 な地 位 を与 え られ るで あ ろ う。

将 来 のEDPに と って最 適 な供 給 形 態 は,次 に 列 挙 す る中 央 コ ン ピ ュー タ ・セ

ン ターの 利 点 が,そ の周 囲 に 分 散す る端 末 機 器 や サ ブ シス テ ム(申 小 型 コ ン ピ ュ

ー タ)の 長 所 と うま く結 び つ い た 時 に
,保 証 され る こ とに な る。

① 大容 量 メモ リー を擁 す る中 央 コ ン ピ ュー タの 好 適 な 費用 対 効 果

② 高 い作 業 効 率

③ 柔軟 性 の あ る利 用

ζの サ ブ シス テ ムは,中 小 型 コ ン ピ ュー タで 構 成 され 情 報処 理 体 系 の 中位 に 属

す る もの で あ る。 そ し て リ ア ル タ イ ム ・モ ー ドや擬 似 タ イ ム シェ ア リン グ ・モ

ー ド(例 えば 磁 気 テ ー プ や デ ィス クの 様 な 中 間 的 な メモ リー を使 用)で ,AIS

(ア イ モ イデ ン ・コンピュータ ・セ ンター)お よ びZDH(ド ル トム ン ド ・コ ン ピ

ュータ ・センター)の 両 セ ン ター と結 合 して利 用 す る こ とがで き,サ ブ シ ス テ ムの

サ イ ズ に応 じて 多 数 の 端末 機 器 をそ の傘 下 に お さめ る こ とに な る。

一 方
,こ れ らサ ブ シス テ ムは,コ ン ピ ュー タや メ モ リーの 容 量 を分 散 す る こ と

に よ って,ル ー チ ン ・プ ロ ブ レ ムの 実行 や ター ミナル ・ユ ー ザ ー の質 問 に対 す る

部 分 的 回答 が で き る よ うな 形 態 で 設 備 す る こ とが 可 能 で あ る。 これ に よ って・ 顧

客 サ ー ビス の 実 質 的 向 上 が は か れ る こ ととな る。

相 当 な 演算 能 力 や記 憶 容 量 を持 つ 大 型 コ ン ピ ュー タ,あ るい は 包 括 的 な プ ロ グ

ラ ム体 系 を必 要 とす る問題 は,大 型 の セ ン トラ ル ・コ ン ピュ ー タの 手 に その 解 決

を ゆだ ね る こ とに な る。

現 在,両 セ ン ター で,オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム,ソ フ トウ ェアの 標 準 化 が

進 め られ て お り,高 水 準'プ ロ グ ラ ミン グ言 語(COBOL,FORTRAN,IMS)や

よ く似 た プ リ ・コ ン パ イ ラ ーが 標 準 ア プ リケ ー シ ョン ・ソフ トウ ェア と して使 用

され て い る。 こ こで 形 式 的 な同 一 性 が求 め られ て い る ソ フ トウ ェ ア部 分 は以 下 の

通 りで あ る。
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①

②

③

④

⑤

プ ロ グ ラ ム ・ス ト ラ ク チ ャ ー

プ ロ グ ラ ム 言 語

プ ロ グ ラ ム ・ ジ ェ ネ レ ー タ ー

プ ロ グ ラ ム ・ ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

デ ー タ ・バ ン ク 用 言 語

た とえ,コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ー 自体 が特 定 の プ ログ ラ ミン グに必 要 な ノ ウハ ウ

を所 有 して い た として も,既 製 の ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジの

購 入 や レ ンタ ルは続 け られ る方 針 とな って い る。

10.2.2.3プ ロセ ス制 御用 コ ン ピ ュー タに 対 す るEDP政 策

プ ロセ ス ・コ ン トロ ール ・コ ン ピ ュー タの 領 域 で は,現 在 まで の と ころ,オ ー

トメ ー シ ョ ンをめ ぐ る諸計 画 は ま だ 一 本 化 され て い な い。 プ ロセ ス ・オ ー トメ ー

シ ョ ン とは,常 に生 産 管 理 や プ ロセ ス ・コ ン トロー ルの 向 上 を め ざ した もの であ

り,こ う した 目標 を達成 す るた め に,従 来 の プ ロセ ス,操 業,組 織 な ど を全 面 的

に 見 直 す 体 系 の改 編 が行 な わ れ た。

(1)現 状

ドル トム ン ドの製 鋼 工 場 で は,ハ ー ド,ソ フ トの大 部 分 を,投 資 額 の 一 部 と

し て,外 部 よ り購 入 して きて い た。 した が って,こ れ らの運 用 に 当 っ ては,サ

プ ラ イ ヤー に よ って保 証 され た信 頼 性 が第 一 の 目安 で あ る。

一 方 ,Hoogevensの ア イ モ イデ ン工 場 の特 徴 は,ソ フ トウiア を 自主 開 発

し た ことで あ る。

これ ら,二 工 場 の 政策 の違 い は,・ハ ー ドウ 土ア標 準 化 に 向 か わ せ る契 機 とな

り,さ らに特 殊 部 門 の ノ ウ ハ ウの 存在 や簡 素 化 をめ ざす メ イ ンテ ナ ン スの 目標

は,ハ ー ドウ ェアの 選 定 に あ た って僅 か2,3の タイ プに 限定 し よ う とす る傾

向 を生 ん で現 在 に い た って い る。

② 将 来 の進 展 に対 す る観 察

HoogevensとHoesch両 系 列 の 合 併 を視座 に 据 え ると,ハrド ウ ェアの 標 準

化 は 最 重 要 項 目の一 つ とな る。 しか し,プ ロセ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 分 野 で
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は:こ の 問題 は第 一 義 的 な もの で は な い。 それ よ り一 層 重要 な こ とは,相 互 の

シス テ ム,ノ ウハ ウや ソ フ トウ ェ アを最 大 限 に活 用 す る こ とで あ る。

応 用 ざれ る メ ソ ッ ドが よ り一 般 化 す るに っ れ,標 準 化 され た ソ フ トウ ェ ア を

利 用 す る可 能 性 は増 大 す る もの と考 え られ る。

概 して云 えば,且oogevensお よ びHoesch,双 方 の政 策 を一 本 化 す る必 要 性

は,プ ロセ ス ・オー トメ ー シ ・ン分 野 よ り ビジネ ス ・デ ー タ処 理 部 門 の 方 が 大

きいで あ ろ う。 つ ま り,背 景 の 相 違 が 非 常 に 明確 で あ る とい う.ことで あ る。 共

通 の 原 理 を打 ちた て よ う とい う熟 慮 は 旺 盛 で はあ るが,そ の 実 質 的 な 展 開 に は,

か な りの 時 間 を要 す るで あ ろ う。

10.2.3EDP部 門

以 下 は,ESTEL事 業 体 内部 の それ ぞれ のEDP部 門 に お け る活 動 状 況 で あ る。

10.2.3.1ESTEL社 の オ ー トメ ー シ ョン ・プ ラ ンニ ン グ,ESTEL社 全 体 に

お け る オー トメー シ ョ ンに 関 す る企 画 立 案 は,「ESTELオ ー トメ ー シ ョン事 業

委 員会 」 で行 な われ,最 大 の権 限 が与 え られ てい る。 その主 要 業 務 は 要 約 す る と

次 の よう に な る。

①EDP政 策 お よ び オ ー トメー シ ・ン分 野の 長 期 計 画 の決 定

②4つ の 調 整 グル ー プ(鉄 鋼,加 工,販 売,多 角 経 営)に 関 す る オ ー トメ ー

シ ョン中 期 計 画 の 調 整

③ESTEL社 オー トメ ー シ ・ ン中 期 計 画 め 認 可

④ 総 合ESTELシ ス テ ムに 関 す る決 定

本 委 員 会 の 統 轄 者 は,ESTEL社 の 役 員 の 一 人 が そ の任 に 当 って お り,そ の 他

の 構成 メ ンバ ーは次 の通 りで あ る。 上 記 調 整 グル ー プの 各監 査 役,Hoeschお よ

びHoogevensの 各 オ ー トメー シ ョン部 長,ESTEL社 の 技 術 調 整 担 当 役 員 お よ

びEDP要 員。 シス テ ム開 発 部 門 の 部 長,お よびHoogevens社 役 員 な ど10名 で1

あ る。

(1)HoeschのEDP部 門(ド ル トム ン ド)

コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ーの キ ャパ シテ ィの70%は,ド ル トム ン ド製 鋼 工 場
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(鉄 鋼 調整 グル ー プ)に 向 け られ て い る。残 る30%は,・ 他 の3つ の 調 整 グ ル ー

プ に属 す る21工 場 に よ り使 用 され て い る。 勿 論,前 述 の 「E$TELオ ー トメー

シ ョン事 業委 員 会 」 の 事 業計 画 の枠 内で 遂 行 され て い るが,こ の枠 組 み の中 の

オ ー トメー シ ョン ・プ ロジ ェク トに対 す る優 先 順 位 な ど は,関 係組 織 や ユ ー ザ

ー関 連部 門 の 部 長 が決 定 す る こと に な って い る。 関連 部 門 の ス タ ッフ ・メ ンバ

ーは
,プ ロ ジ ェ ク ト委 員 会 を構成 し,こ の 各 委 員 会 は 当該 プ ロジ ェク トが終 了

す る まで,別 の プ ロ ジ ェク ト ・グル ー プや 作 業 グ ル ー プの 計 画 との 調 整活 動 を

一 任 され
,ま た責 任 を負 うこ とに な る。 ま た,本 工 場 に は,プ ロセ ス 制 御 コ ン

ピュー タ分 野 の 「オ ー トメ ー シ ョン作 業 グ ル ー プ」 を設 置 して,次 の 仕 事 に と

り くん で い る。

Data
① オ ー ト メ ー シ ・ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ーB・se(8名)

-Seeurity

トの評価検討

② 事業委 員会の下 準備 聖 算芸p㎜t(110名)
-Maintenance

③ オー トメ化活動 の調整

ZDH(中 央 ・ ン ピ ・ 一 夕 ・セ ン タ ー):蒜,s、 。g(… 名)

Center

の 組 織 お よび 業 務 内 容

上 記 の 通 りで あ り,3部 門 約418名 よ り構成 され て い る。

(2)Data(-Base,-Security)部 門

これ は,3部 門 の う ち,比 較 的 新 し く設置 され た もの で,現 在,西 ドイ ツに

おい ては,デ ー・タ保 護 法が,社 内に も適 用 され,そ れ を管 理運 営 す る部 門が義

務づ け られ て い る。 ま た,こ の 部 門 は,社 内 の デ ー タ処 理 な どの 重複 計 算 をチ

ェ ック して お り,全 体 の デ ー タバ ン クの 管 理 部 門 で あ る。 当部 門 は,子 会 社 と

の 窓 口 に もな って お り,重 要 な セ ク シ ョ ンと な ってい る。

(3)program(-Development,-Maintenance)部 門

25の 各子 会 社(部 門)の 電 算 機化 の た めの 企 画 を行 な い,か つ,シ ス テ ムの

概 略 設 計,技 術 開 発 な どを行 な って い る。

一112一



'

●

●

(4)DataProcessingCenter'

本 セ ン タ ーは,次 の4っ の セ クシ ョンに よ り構 成 され,業 務 内 容 は 次 の 通 り

で あ る。

① デ ー タ作 成(キ ー パ ンチ ャー ・120名)

② データ ・プtsセ シ ングー ・…圧 延 工場 で あ り,24時 間 操業 の た め4シ フ ト制 を

とって い る。(132名)

③ 事 前 事 後 のデータ ・チ ェ ックをす る(40名)

④ セ ン タ ー 内 の技 術 管 理(8名)

ま た,コ ン ピ ュー タに よ る処理 内容 は,次 の通 りに な る。

部 門 別 コ ン ピ ュー タ利 用 時 間 の 割合

鉄鋼 生産関係

〃 加工 関係(2次 製品)

〃・販売 関係

管 理会社 関係(ESTEL社)

そ の 他

ワ ・1%

16%

7%

3%

3%

これ ら業務 を内容別に みる と次の よ うにな る。

技

工

販

資

経

そ

術 計 算

員 配 置

売 管 理

材 管 ・理

理

の 他

57%

13%

8%

4%

14%

4%

(5)HoogevensのEDP部 門(ア イ モ イ デ ン)

ア イ モ ィ デ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー は,同 工 場 の 鉄 鋼 調 整 グ ル ー プ の 業

務 の み を 扱 か う 。 プ ロ セ ス 制 御 用 コ ン ピ ュ ー タ を 含 む オ ー ト ン ー シ ョ ン 分 野 の

全 活 動 は,rbeleidscomitt6automatisering'(上 級 オ ー ト メ ー シ ョ・ン

委 員 会)」 と 呼 ば れ る 最 高 意 思 決 定 機 関 に よ り 調 整 ・管 掌 さ れ て い る 。 前 述 の
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ESTELオ ー トメ ー シ 。ン事 業 委 員 会 に よ り立 案 され るEDP政 策 は,こ の 機

関 よ りその 基 礎 デ ー タが 提供 され て い る。 その下 部 機関 と して,各 運 営 委 員 会

が あ り,そ の 委 員 会 は,各 々 の プ ロ ジ ェ ク ト領域 ご とに 形 成 され てい て,関 連

分野(販 売,在 庫,圧 延工 場,原 料 供 給)の オ ー トメー シ ョン活 動 に責 任 を負

って い る。 ま だ プ ロジェク ト ・グルー プは,指 示 され た優 先 順 位 に 従 が い オ ー ト

メ化計 画 を進 行 させ る。

10.2.3.2予 算 関係

1974年 の全 オ ー トメ ー シ ョン活 動 の 総 費 用 は,ESTEL事 業 体 の 純 売上 高 の

約1%を 占め るで あ ろ う。 この コ ス トは,1980年 に は,1・5%の 線 ま で 引 き 上

げ られ るは ず で あ るが,そ れ 以後 は,1・5%で 安 定 す る もの と思 わ れ る。

右 図 の 如 く,要 員 コス トが全 予算 の
1974年 度の コス ト分 野 別 予 算 配 分

、60%を 占め る と予想 され て い る。 近 い

将 来 予 測 し うる総体 的 な傾 向 と して,

1ユ ニ ッ ト ・キ ャパ シテ ィ当 りの 装 置

コス トが低 下 し,要 員 コス トが さ らに

上 昇 す る こ とが 考 え られ る。 こ う した

コス ト増 に対 処 す るた めのEDP政 策

として,次 の よ うな 目標 を掲 げ て い る。

oア プ リケ ー シ ョン ・ソフ トウ ェ .

アの 自主 開 発 よ りむ しろ,標 準 ア

プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジの 購

入 に主 眼 を移 す 。

O

。 ハ ー ド ウ ェ ア の 強 化 再 編 に よ っ て,

10.2.4

要員人件費

60%

ハ ー ドウエ ア

33%

そ漢 多%

他

シス テ ム開 発 グ ル ー プの 作 業能 率 を向 上 させ る・,

コ ン ピ ュー タ要 員 数 を削 減 す る。

コ ン ピ ュー タ ・ア プ リケ ー シ ョン

マ ネ ジ メ ン ト面 に コ ン ピュ ー タが 入 り込 ん で久 し くた って い る。 経 営 部 門で の

こ うした進 展 の 結 果,現 在 で は マ ネ ジ メ ン'ト ・シ ステ ムは 高度 に 自動 化 され て い
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る。

一 方
,コ ン ピュー タ技 術 の 開発 が進 むに っ れ て,応 用 面 の 可 能 性 も著 し く増 し

た。 その後,生 産 分 野 に も適 用 され,か つ 生 産 管 理 に小 型 の コ ン ピ ュー タ ・シス

テ ムが 使 用 され た。 現 在 で は,設 置 され た ビジネ ス用 コ ン ピ ュ ー タ とプ ロセ ス 制

御 コ ン ピュ ー タ とが相 互 に接 続 され て きた 。

(1)事 務 用 コ ン ピ ュー タ と生 産 制 御 コ ン ピ ュー タの 利用

次 表 は,業 務 別 に み た コ ン ピ ュー タ ・キ ャパ シテ ィの 割 合 を示 した もの で あ

る。 オ ー トメ ー シ ョン関 係 の 活動 は 生 産 支 援 シス テ ムに 集 中 し てい る こ とが 判

明 す る。

(2)プ ロセ ス ・コ ン トロ ー ル ・コ ン ピ ュー タの ア プ リケ ー シ ョ ン

既 述 の 通 り,プ ロセ ス ・コ ン ピ ュー タ とは,分 離 して 使 用 され て い た 。 しか

し,応 用 分 野 に重 な り合 う部 分 が 増 え るに っれ,情 報 交 換 の 必 要 性 か ら相 互 に

コ ミュニ ケ ー トす る形 態 を と り始 め た。 初 期 段 階 で は,オ フ ラ イ ンで あ った が,

現在 は,オ ン ラ イ ン化 され た。 この 両 応用 分 野が 現 在で は どの よ うに 密 接 に結

合 され て い るか に つい て は,次 表 の 「統合 情 報 シ ス テム」 計 画 の 内 容 を みれ ば

明 らか で あ る。 この シ ス テ ム計 画 中 で,プ ロセ ス 制御 シス テ ム は,サ ブ シ ス テ

ムの 位置 を 占め て い る とい え る。

10.2.5オ ー トメー シ ョン活動 の将 来 の 開 発動 向

将 来 の 活 動 の 中 心 とな るの は,既 存 の 情 報 シス テ ム とコ ン ピ ュ ー タ導 入 体 系 の

よ り一 層 の 拡 大 強 化 で あ ろ う。 これ は,次 の 様 な 配慮 に基 づ い て い る。

即 ち,コ ン ピ ュー タ技 術 は,情 報 処 理 シ ス テ ム技 術 に比べ ず っ と先 行 して い る

の で,現 有 ハ ー ドウ ェアの潜 在 的 な 可 能 性 は 必 ず し もぞ 従来 の ア プ リケ ー シ ョン

に よ って も使 い つ くされ て い な い とい う判 断で あ る。

中期 的,長 期 的 に見 てESTEL社 の オ ー トメ化 計 画 は次 の 諸 点 に 重 点 が置 か れ

て い る。

(1)既 に広 範 囲 に亘 り自動 化 され た マ ネ ジ メ ン ト分 野 で は,次 の3点 に注 意 が 向

け られ るだ ろ う。
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① デ ー タ ・ロ ッキ ン グ

② 経 営情 報 シス テ ム の確 立

③ 全 社 的 な予 測 モ デ ルの 統 合 化 と拡 張

② プ ロセ ス ・コ ン ピ ュー タの 設 置 台 数 を増 や し プ ロセ ス制 御 の 改 善 をは か る と

と もに 生 産 管 理 能 力 を向 上 させ る。

(3)新 製 品 の 研 究 や 質量 と もに生 産活 動 を改 善 す る 際必 要 な よ り多 くの情 報 を入

手 す るた め,生 産 設備 か らの 記 録 デ ー タ メ カの 自動 化 を強 化 す る6

(4)生 産 管 理 シス テ ム と プ ロセ ス 制御 シス テ ムの 拡 張 。

㈲ 共 通 の デ ー タ ・バ ン クを樹 立 し,ネ ッ トワー ク を発展 させ る こ とに よ って コ

ン ピ ュー タ設 置 体 系の 各階 層 を よ り緊密 化 させ る。

(6)現 在 の 工場 内 部 で 使 わ れ て い る シス テ ム の改 善 。

(7)ド ル トム ン ドお よ び ア イモ イデ ン間 を結 ぶ接 続 シス テ ム を コ ン ピュー タ体 系

の最 上位 レベ ル で 交 錯 させ る。

(8)境 界 領 域 を超 え た シス テ ムの 創 出(た と えば,オ ー ダ ー ・エ ン トリー ・シス

テ ム や 予 測 シ ス テ ム な ど)

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク構 想

次 図は,ESTELコ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クの 現 況 お よび 中期 計 画 の 展 開 を

示 した もの で あ る。

この ネ ッ トワ ー クの 中 軸 を担 うの は,ド ル トム ン ドと アイ モ イ デ ンの 両 コ ン ピ

ュー タ ・セ ン ター で あ り,こ の2ケ 所 の セ ンタ ー は,1976年 迄 に ,同 一 の ハ ー

ドウェ ア(IBM370/158,168)を 同 導 す る予 定 で あ る。 その 時 点 で ,現 在 運

用 中 の 両 セ ン ター 間 の コネ ク シ ョ ンは,よ り容量 の 大 きな 接続 回線 に と って代 ら

れ,地 理 的 に,西 ドイ ツ とオ ラ ンダに と約300km離 れ てい るセ ンタ ーが 理 論 的

に は,単 独 の コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ ー と して 機 能 す る こ とに な る。

二 ー メ ゲ ンの 本 部 自体 は 独 自の コ ン ピュ ー タ を持 た ず ,テ レ プ ロセ シ ングに よ

りこの コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク を活用 す る ことに な る。
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2年 後 にHoogevensの コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー(AIS)と

HoeschWerkeの コ ン ピ ュ ー タ ・ セ ン タ ー(ZDH)を 結 ぶ

構 想 図

'

●

IBM37Q/tl'58

168

UNIVAC

4181皿

40,800B/S IBM37()/158
168
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11.西 ドイ ツ に お け る ソ フ ト ウ ェ ア 企 業

調 査 先:MathematischerBeratungundProgrammierungsdiest

GmbH(MBP)

所 在 地:46DortmundKlepPingstrape26

調 査 期 日:1974年11月13日

面 接 者:Dr.Hans-WernerKlement,Geschaftsfuhrer

Hr.HorstH.Schmidt,Prokurist

Hr.WolfEicken,Diplom-Volkswirt,Lciterder

Stabsstellen.

調 査 員:岡 田,小 泉,荒 井,家 高

11.1概 要 お よ び 所 感

西 ド イ ツ に は 約500の コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー と 称 す る も の が あ り,平 均 す る

と 各 セ ン タ ー は2っ 以 上 の 事 業 所 を も っ て い る 。 こ れ ら500の セ ン タ ー に よ る 売

上 げ 高 は,1973年6～7億 ド イ ヅ ・マ ル ク,1974年 に は10億 ドイ ツ ・マ ル ク に 達 す

る も の と 推 定 さ れ て い る 。 総 売 上 げ 高 は 年 々 増 加 し て い る が,仕 事 件 数 は 減 る 傾

向 に あ る 。

経 営 関 係 で は,500の セ ン タ ー の う ち,数 で の 構 成 は,

(1)～2/3;独 立 経 営

②16%;大 会 社 の 子 会 社

(3)8～9%;小 さ い 会 社 の 共 同 経 営

(4)4%;メ ー カ ー の 行 な っ て い る サ ー ビ ス 会 社

で あ る 。

仕 事 の 割 合 と し て は,次 の 通 りで あ る 。
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(1)デ ー タ ー ・プ ロセ ッシ ン グ;計 算 機 を もってい る所 は 全 部

(2)デ ー タ ー ・パ ンチ ング;500の うち約2/3

(3)計 算 機 貸 し;54%

(4)第 三 者 向 け プ ログ ラ ム作成;84%

⑤ 第 三 者 向 け シス テ ム ・プ ラ ニ ン グ;77%

(6)第 三 者 向 け オ ル ガニ ゼ イ シ ョン'プ ラ ニ ング;68%

(7)第 三 者 向 け ソフ ト(パ ッケ ー ジ)作 成;49%

総 売 上 げ 高 の うち約2割 は 大 きな コ ン ピ ュー タ ・セ ンター が 占 め て い る。

この よ うな西 ドイツ の コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ー 関係 の 活動 状 況は,フ ラ ンス の

それ と比 較 して,色 々 の話 題 を提 供 し てい る所 で あ る。

500の コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン ターの う ち,3っ の 大 会 社 が あ る とい われ て い る。

それ は 説 明者 の話 に よ る とCZS,ADV-ORGA,MBPと の こ とで あ る。CZ

Sは 英 国 の 石 油 会社 の傘 下 に あ り,MBPは 製 鉄 会 社ESTELグ ル ー プのHoesch

の傘 に在 る。MBPは コ ン ピュー タ ・セ ンタ ー とは い え,ソ フ トウ ェ ア ・サ ー ビ

ス ・コ ンサ ル タ ン ト会 社 で あ り,ド イ ツ に お い て は 歴 史が 最 も古 い との こ とで あ

る。 一 言 で い えば,地 味 で は あ るが,着 実 な歩 み を つ ゴけ て い る会 社 と いえ よ う。

この会社 に焦点 をあ わせて,こ の会 社 の 歴 史,内 容 等 を調べ る こ とに よ って,西

ドイツの ソ フ トウ ェ ア産 業 の一 端 を知 る こ との 一 助 とな る こ とが期 待 され よ う。

11.2詳 論

MBPGmbHは1957年2月26日,Dortmund地 区 の14の 会 社 の 協 力 に よ っ

て 設 立 さ れ た 。 約3年 前HoeschがMBPを 買 収 し,現 在 は 完 全 にHoeschの 傘 下

に 在 る 。

資 本 金200万 ド ィ ッ ・ マ ル ク,総 売 上 高 は 次 図 の よ う な も の で あ る 。

総 人 員197名,う ち150名 は 技 術 関 係(analysis・design,development・

testing),18名 はEDPの オ ペ レ イ テ ィ ン グ,25名 は 管 理,マ ネ ジ メ ン ト(経

営),4名 は 非 常 勤 で あ る 。
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総
売
上
高

D

800万

IPOO万
1ユ00万

197119721973

BerlinBremenFrankfurtKU}ln-bedkBadparis

Salzfulen

C《卿ter

Center

組 織 としては下 図の よ うな ものであ る。

Direetors

b)rtmund

Com.&

舶ministration

1:llこ 畿 、、、。 ㌫ と ・ 鱒orut「 『K6'n

ackagesedln国 ・

omation

支 社 と して は,上 図 右 の よ うな もの で あ る。 コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ ー と しては

Bremen・BadSalzfulen,Dortmundに 在 る。

創 立 以来 の歴 史 的 段 階 と して,当 初 は デ ー タ ー ・プ ロセ ッシ ングに 関す るプ ロ

グ ラ ム開 発,コ ンサ ル タ ン トを行 な っ てい た が,コ ン ピュ ー タ を 自 ら もた なけ れ

ば,プ ロ グ ラム開 発 は 出来 な い と考 え,1959年LPG-30を 導 入 したが,こ の 直

後 叉 一1型(オ ラ ン ダ製,ト ラ ン ジス タ型)を 導入 し,主 と して 賃 金,建 築 材 料

の 力学 計 算 を行 な って い た。 建 築 材 料 関 係 の 計 算 の 実績 を買 わ れ,橋 梁,高 層 建

築 鋼 材 関係 も専 ら手掛 け る よ うに な り,同 時 に 営 業 関係,管 理 関係 の 仕 事に も従

事 す る こ とに な った 。 さ らに デ ー タ ー 自動 パ ンチ の機 械 も開 発 し,爾 来 穿孔 テー
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プの 仕.事 も行 な うよ うに な った 。

1963～4年)《-1型 コ ン ピ ュー タの 処 理能 力 の不 足 を感 じた が,新 レい もの

を導 入 しない で 借 用 で これ をま か な っ た。1968年 にはX-1型 コ ン ピ ュー タの

使 用 を完 全 に 止 め,外 部 使 用 を行 な って い る。Bremen等 の特 別 な もの を除 き,

現 在 の 所 は 大 型 コ ン ピュ ■ タ を所 有 す る ことは しな い姿 勢 を取 っ て い て,目 下

－IBM370/158and370/165atHoeschAG ,

-UNIVAC1108byterminalfromDortmund
,

-Siemens4004directlyinDortmund、andBremen
,

-CDC6500byterminalanddirectlyin
,Bremen,

-CDC6600byterminalfrQrnBremenandDortmund
,

とい う形態で使用 してい る。 この風潮は今後 ドィッ全土に行 きわた る もの と推定

さ れ る 。

サ ー ビ ス 分 野 は,

1)Organizat .ion/Management'Services;.Planning,Analysis,

Conceptions,Realisation

)

)

)

.

り
α

う
0

4

5)

)

)

)

)

6

7
`

8

0
∨

Software;VariousLanguages(.Assembler,Compi・1eretc.)

1・d・ ・t・i・1'L・gi・ti・s;T・an・p・rt・ti・n,T・affi・,T。ades

RealtimeDataProcessingandAutoma「tion;Automationof

Processes,VariousTe6hnicalProblems

St「uctu「alE"gi"eeri"g;E・ginee・i・gS・PPO・tandP・ ・9・qmmi・g

ofStaticandDynamicProblems

Stand・ ・dSy,t・m。;S・lli・g'。fStand。,dC・mp。terS。ftware

T・a・n・

.・gP・ ・k・g….H・f・ware・S・ ・twareT・an・ ・gC・urse・

ComputerServices

Publication;TechnicalJ?urnal(AngewandteInformatik)

etc.

で あ る 。
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顧 客 関 係 は 主 と し て,国 内 で は

1)PetroChemistry

2)AutomobilIndustry

3)官 公 庁 関 係

4)企 業(コ ン ピ ュ ー タ 製 造 会 社 を 含 む 各 種 企 業)

で,官 公 庁 関 係 と の 関 係 は か な り大 き い 。 国 際 的 に は ヨ ー ロ ッ パ の 諸 外 国 内 の 企

業 が 主 で あ る 。 な お,MBPはHoeschの 傘 下 に 在 る が,Hoesch関 係 の 仕 事 は,

総 売 り上 高 で 全 体 の 約20%を 占 め て い る 。

こ れ ら の サ ー ビ ス 分 野,顧 客 分 野 の 関 係 で の,1973年 の 総 売 り 上 高 に 対 す る

仕 事 別 内 容 は,叉

1)4%;WithStudies&Expertises,

2)36%;Planning&RealisationCommercialSystems,

3)11%;Planning&Realisation'TechnicalSystems,

4)15%;TechnicalComputingServices,

5)8%;CommercialComputingServices・

6)21%;BasicSoftwareDevelopment,

7)4%;PackagesSales,

8)1%;Training.

と な っ て い る 。 現 在 は 第2)項 の 割 合 が 一 番 多 い が,将 来 は 減 少 し,代 り に 第3)

項 関 係 の 割 合 が 増 大 す る で あ ろ う と の 予 測 をMBPは 持 っ て い る 。

西 ド イ ツ に お い て は ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム の パ ッ ケ ー ジ 化 は2%と の

こ と で あ る 。 米 国 の そ れ は 現 在20%で あ り,1980年 ま で に は こ れ が ～50%に 達

す る も の と 予 想 さ れ て い る 。MBPに お い て も パ ッ ケ ー ジ 関 係 の 売 上 は,上 記 の

7)項 の よ う に4%で あ り,利 益 も 薄 い と の こ と で あ る 。 し か し な が らMBPは パ

ッ ケ ー ジ に 地 味 な 努 力 を 重 ね ジ 利 益 面 で は 多 少 の 不 利 益 が 存 在 し て も,こ の 方 面

に 力 を 注 い で い る と の こ と で あ る 。 注 目 す べ き 事 柄 と い え よ う。

MBPは ソ フ ト ウ ェ ア 生 産 に 関 す る 工 程 管 理 体 系 と し て,MBP独 自 の も の を
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●

もって い て,図 式 的 に示 す とつ ぎの よ うな もの で あ る。.

DefineSystem

Philosophy

一

ー

ー

一

一

一

一

ー

ー

一

▽
EstabliskTech.

specifications

r

」
CarryoutContract

forTotalSystem

一

一

一

一

▽

CarryoutTe8ts

▽

Acceptance

analysesystemspecs.

defineconceptionalsolutions

devplopalternativesystenis・

findoptimumsolutions

makechoiceforcontractersandsub-contracters

hard/softwarefunctionalspecs

specsforsoftware

specsforhardw'are

softwaredevelopment

supervisonofsubstractors

coordinationofsystemintegration

off-linetes・t・

Laboratorytest

on-linetest

・p・;・ti・n

verification

BMPは 過 去 に お い て,Siemens4004/15/2.5/16/26コ ン ピ ュ ー タ 用 の

デ ィ ス ク ーOS,AEG-Telefunkenの プ ロ セ ス 制 御 コ ン ピ ュ ー タ 用 ソ フ ト,A

EG-TelefunkenTR-86コ ン ピ ュ ー タ 用OS;RESY-71,Siemens4004

/3用COBOLコ ン パ イ ラ ー,航 空 安 全 局(Frankfurt)依 頼 のsingle/multi

processorOS,BBC(Mannheim)依 頼 のPAS1,PAS2プ ロ セ ス 制 御 シ

ス テ ム 用OS,コ ン パ イ ラ ー 等 の 開 発 を 行 な.っ た が,と りわ け 著 し い も の と し て

1970年 来BFT(Bunde8ministruimfUrForschungundTechnologie)

の 援 助 の も の で,PDVお .よびGesellschaftfurKernforschungmbH
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(Karlsruhe),と 共 同 開 発 を 行 な っ た,PEARLが あ る 。 こ れ は,Process

andExperimentAutomationRealtimeLanguageで あ り,PL/1で 作 ら

れ て い る 。 こ れ は パ ッ ケ ー ジ で は な く,又 シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム 言 語 の 作 成 手 順

を 最 適 化 の た め の 中 間 言 語 で,か っ ユ ニ バ ー サ ル な 実 時 間 処 理 言 語 のOSを も っ

て い る 。1973年 来 さ ら に,BAPAS(Basisfor'ProcessAutomation

Systems)を 開 発 し て い る 。 こ れ は 自 動 制 御 の 実 時 間 処 理 言 語 開 発 用 のOSと い

う べ き も の で,FORTRAN,PEARLと 結 合 出 来 る も の で あ る 。PEARL,B

APASが 過 去 の 業 績 の う ち 特 に 著 し い も の で あ る と い え よ う 。

MBPの 活 動 の 中 枢 を な す,管 理 ・ マ ネ ジ メ ン トお よ び 技 術 関 係175名 の 男 女

別,学 歴,そ の 他 別 の 人 員 構 成 は,

性 別

学歴別

男 性,

{女 性;

大学 以上 卒;

{
高専短大卒;

そ の 他;

たs'し,そ の 他42名 の技 術 者 と い って も,

オペ レー シ ョン,パ ンチ コー デ ィン グ専 従 者 で あ る。 さ らに上 記 の 大学 以上 卒 の

133名 の構 成 に っ い て は,

数

物

マスター卒以上 工

経

林

大学(未 卒 も含 む)

高 専 工 科

高 専 経 済

高卒後専 門教 育

学

理

科

済

業

;

;

;

;

137名

38名

133名

12名

42名

これ らの 人 は庶 務,教 育,パ ンチ,

16名

12名

9名

'

18名

1名

30名

17名

1名

11名
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そ の 他

で あ る。 年 令 別 構成 と しては,

25

33

49

25

13

45

迄才

〃

〃

〃

〃

上以才 ,

18名

5名

30名

35名

40名

45名

8名

と な っ て い る 。
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12.需 要 の 多 様 化 に 対 処 す る ニ ッ ク ス ドル フ

調 査 先:

所 在 地

調査期 日.

面 接 者:

調 査 員:岡 田,小 泉,

NixdorfComputerAG

D-4790PaderbornFurstenweg

1974年11月14日

Hr.LorenzHanewinkel

Dip1.-Phys.Prokurist

Hr.DieterBurkert

Diplom-volkswirt

Hr.JensBurmeisfer

Hr.AieferWendorff

Hr.Runde

斉 藤 武 二 氏

兼 松 江 商,ド イ ツ 有 限 会 社

荒 井,家 高

12.1概 要 お よ ひ 所 感

西 ドイツに お い て,ジ ー メ ン ス に よ って 代 表 され る電 子計 算 機 の生 産 活 動 は,

そ の後CII,フ ィ リ ップス 社 乏 の 提 携 に よ るUNIDATAと して の 活 動 に 変 じ,

主 流 の流 れ を変 えっ 、あ る。 一 方 この流 れ とは 別 に,若 々 しい流 れ が 存 在 す る。

これ は小 型 電 子 計 算 機 の 分 野 に お け る もの で あ り,そ れ を代 表 す る もの はNix-

dorfComputerAGで あ る。 これ は,い か に も ドイ ツ的 な 合 理 主 義 を もって い

て,着 々 実績 を挙 げ て い る点 で 種 々の 問 題 を我 々 に提 供 し てい る と共{ζ・ 西 ドイ

ツに お け る小 型 電 子 計 算 機 製 造 に 関す る趨勢 を うかが う こと が 出来 よ う。

これ は 以 前,小 さ な会 社 で あ っ たが,1968年NixdorfComputerAG(会 、
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長Mr.HeinzNixdorf)と し て 発 足 し た 若 々 し い 会 社 で あ る 。 主 生 産 品 目 は,

キ ャ シ ュ レ ジ ス タ ー,タ ー ミ ナ ル ・ シ ス テ ム,デ ー タ ー ・ コ レ ク シ ョ ン ・ シ ス テ

ム,磁 気 デ ィ ス ク 処 理 シ ス テ ム,EDP小 型 シ ス テ ム 等 の 小 型 電 子 計 算 機 あ る

い は 端 末 機 器 で あ る 。 こ の う ち 最 も 大 き な シ ス テ ム はEDP小 型 シ ス テ ム で あ る

が,こ れ もIBMシ ス テ ム/3程 度 の もの で あ る 。 世 界17ケ 国 に 子 会 社 を も ち,6ケ

国 に 代 理 店 を も っ て い る 国 際 企 業 で も あ る 。 日 本 に も 兼 松 江 商 ・ ド イ ツ 有 限 会 社

の 支 店12ケ 所(専 従 員450人)か ら,す で に500～600台 が 納 入 さ れ て い る の は

周 知 の と お り で あ る 。 そ の 総 売 上 げ 高,純 利 益 は 好 調 で 発 足 以 来 下 図 の よ う な 経

過 を た ど っ て い る 。

TurnoverdevelopmentinDMmillionsTurnover(accumvlated)inDMmillions
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NetincomeinDMmlllions

1974年 に お い ては,昨 今 の経 済状 況

の 下 で は,総 売 上 げ 高 は1974年 に較 べ

て約20%の 増 加 が 見 込 まれ るが,純 利 益

は 減少 す る見 込 で あ る との こ とで あ るが,

ソ フ ト,ハ ー ドの 技 術 に支 え られ て,将

来 に対 して は 楽 観 的 で あ り,工 場 の 増 設

(Paderborn)を 行 な って い る。
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その 生 産実 績 は,上 図左 の よ うな安 定 した増 加 を示 し,1973年 迄 に は34,973

台 に達 して い る。

従 業員 数 は上 図右 の よ うな増 力ロを た ど り,そ の 構 成 人 員 も下 表 の よ うな 割合 で

あ る。1973年 に は前 年 よ り1,202名 の 増 加 で そ の う ち,848名 は 米 国 に新 た に

・ 31・12.70 31・12.71 31.12.72 31.12.73

Development 369 456 701 693

Production 15'07 1526 1691 1736

Trainees 394 513 522 499

Administration 119 151 206 233

Edueationa1 75 ・75 75 75

Domesticsales 1155 1718 2266 ・2568

NixdorfComputerAG 3619 4439 5461 5804

Gerrnansubsidiaries (165) 139 161 172

InternatiOnal

subsidiaries
845 989

,

1682 2530

Totalgrouppersqnne1 4464 55.67 7304 8506
「

Breakdownofpersonnelinthgpastfouryears.
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設立 され たNixdorf(USA)を 含 め て,海 外 の 子 会 社 で の増 員 で あ る。 さ らに

1,521名 の 増 員 が西 ドイ ツ お よび海 外 の代 理 店 で 見 込 まれ て い る。

営 業 関 係 に っ い て は,西 ドイツ国 内 で は

Numberofsalesoffices
70の 支 店 が 在 り,ま さに 全 国 に支 店 網 を形

成 して い る。

世界17ケ 国 全 体 で の 販 売 支 店の 数 は 右 図

の とお りで あ り,1972年 以 降 その 増加 の

割 合 は急 増 して い る。 これ は 納 入 台 数増 加

に 伴 う,他 社 との 競 争 激 化 に 対 処 す るた め,

お よび将 来 の 拡 張 に 対 処 す る ため,の 増 加

との こ とで あ る。 事 実,投 資 関係 に っ い て

は,1973年 で は,固 定 資産 関 係 に 対 して

は1,695万 ドル,子 会社 関係 に 対 しては

1,326方 ドルで あ り,資 本 投 資 で は米 国 で

既 存の 子 会 社 へ の 増 資 に加 え て,新 た な子

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

6

4

2

0

8

6

4

2

会 社 に519万 ドルの 投 資 を行 な ってい る。 固定 資 産 関 係 の投 資 は,主 と して コ ン

ピ ュー タ ・サ ー ビス ・セ ン ターの 拡 張 の た めの 用 地 買 収 お よびFrankfurtの サー

ビス ・セ ン タ ーの 建 設 の た めの もの で あ る。

Servicepersonnel

∨

31.12.70 31.12.71 31・12・72 31・12.73

Germanbranches

andagencies
1940 2529 3200 3134

Foreignsubsidiaries

andagencies
1848 2287 3190 3485

Total 3788 4816 6390 6619

営 業 関係 の 人 員 お よ び その 構 成 に つ い て は,上 表 に示 す もの であ る。

以上 の よ うな 態 勢 で,ド イ ツ国 内だ け で も大企 業(1,000名 以 上)の75%に
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Nixdorfの 機 器 を納 入 して い て,そ の ソ フ トウ ェア関係 で は小 規 模 コ ン ピ ュー タ

・シス テ ム を有 す る会社 に 対 して は フル ・デ ー タ ・プ ロセ スの 型 の サ ー ビス を提

供 し,大 規 模 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム を有 す る会 社 に は端 末 機 器 の プ ロセ ス の 型

の サ ー ビス を行 な って い る。

NixdorfComputerAGの ポ リシ イは 対IBMで あ る。IBMの 大 量 の 物量 ・

人 員投 入 に よ る大規 模 コ ン ピ ュー タの 開 発,製 造 に対 し,NixdorfはIBMの 取

扱 っ てい な い 小型 コ ン ピ ュー タ分 野 で の 活動 で あ り,か っ て の ドイ ツの 自動 車,

フ ォル クス ・ワー ゲ ン と を対 比 して も興 味 をそ 、られ る所 で あ る。

ま た,対IBMの 企 業 連 合 を提 唱 し,ヨ ー ロ ッパ に おい て は,コ ン ピュー タ会

社 を2社 に ま とめ よ,と 唱 え,英 国のICLと の提 携 も当地 で は うわ さが され て

い る等,Nixdorfの 自信 の 程 が うかs"え る と共 に,大 型 コ ン ピ ュー タ関係 で の ジ

ー メ ンス社 のUNIDATAへ の 参 加 等 を 併せ 考 え る と
,数 多 くの 問 題 を提 供 して い

る とい え よ う。

な お,我 々 は未 発 表の 新 型 プ リ ン ター を見 る機 会 を得 た。

12.2詳 論

NixdorfComputerAGで は,

1)デ ー タ ー コ レ ク シ ョ ン ・ シ ス テ ム;600シ リ ー ズ(Model-605,610,

620)

2)デ ー タ ー キ ャ ブ シ ャ ー ・ シ ス テ ム;700シ リ ー ズ(Mode1-705,710,

720)

3)デ ー タ ー プ ロ セ シ ン グ ・ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・ シ ス テ ム;800シ リ ー ズ

(Mode1-820/8,820/0,820/50,820/55,840)

4)デ ー タ ー プ ロ セ ッ シ ン グ ・ ネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ス テ ム;880/900シ リ ー

ズ(Model-880/65,900)

等 の ハ ー ド ウ ェ ア ・ シ ス テ ム を 製 作 し て い る 。 こ れ ら に つ い て は 特 に 目 新 し い 技

術 は 存 在 し な い が,既 存 の 技 術 を 各 所 に 駆 使 し て い る の が 印 象 的 で あ る 。
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これ らの 設 計 の 基 調 と して は,っ ぎの もの が あ げ られ よ う。

1)モ ジ ュー ル ・コ ンセ プ ト;ハ ー ドウェ ア もソ フ トウ ェア もすべ て モ ジ ュ

ール 構成 の体 系 を取 り,各 ユ ーザ ー に要 求 に 適 した モ ジ ュー ル を選 択 して

も ら うこ とに よ り機 能,性 能 を ユー ザ ー の要 求 に 適 合 させ る。

2)拡 張DDPS(DirectDataProcessing)コ ンセ プ ト;デ ー ター は発

生 した場 所 で 処 理 し,そ の結 果 をその 場 で 必 要 な と きに即 座 に 利 用 す るの

が,最 も合 理 的 な デ ー ター 処 理 体 系 で あ り,こ のDDPS概 念 の もと・これ

を更 に 発 展 させ て,種 々の デ ー タ処理 に対 処 す るた め拡 張 性 を重 視 す る。

3)モ デ ル ・チ ェン ジ レ ス ・コ ンセ プ ト;情 報 処 理 シ ス テ ムの処 理 能 力 の増

強 に 当 り,モ デ ル チ ェ ン ジ を行 な わ ない で,中 身 の増 強 だ け で 対 処 出 来 る。

これ は い わ ゆ る,コ ン ピュ ー タ版 フ ォル ク ス ・ワー ゲ ン と云 うべ き概 念 で

あ る。

と見 受 け られ る。 さ らに 上 記 の 設 計 基 調 の 基 礎 と して,っ ぎの3原 則 を う ち出 し

て い る。 い わ く,

第1条;コ ン ピ ュー タ は人 間 に危 害 を加 えては な らない。 ま た 人 間 の 仕 事 を奪

う ことに よ り,そ の 幸 福 を 阻害 しては な らない 。

第2条;コ ン ピュー タは 第1条 に反 しない 限 り,人 間の 労 働 を助 け,社 会 の発

展 に貢 献 しな けれ ば な らな い。

第3条;コ ン ピ ュー タ は第1条 お よび 第2条 に 反 し ない 限 り,自 己 と 自己 の所

属 す る組 織 を守 らなけ れ ば な らな い。

Nixdorfの 機 器 が1973年 まで に3万5,000台 も生 産 され て い るの は ・上 記 の考

え 方 が 世界 中 で受 け 入 れ られ た か らで あ る と彼 等 は 主 張 す る。 事 の正 否 は別 と し

て,Nixdorf社 の 製 品 は い わ ゆ る小 型 機器 であ るに もかsわ らず,モ ジ ュー ル 化

とい う点で は 徹底 して い る こ とは,い か に も ドイツ らし さを感 じ させ られ る。

その モ ジ ュー ル化 は,ハ ー ドウ ェア ・モ ジ ュー ル,ソ フ トウ ェア ・モ ジ ュール,

フ ァー ム ウ ェア ・モ ジ ュー ル,ア プ リケ ー シ ョン ・モ ジ ュー ルで あ り,図 式 的 に

表 わ す と,次 図 の よ うに な る。

一131一



/

6◇ ク

元、 藩
八 ≧ 冷や

ト

、ノ段 〔

♂託

ケ ーソパ ツ

繋 墓、"亀
島

々0
〃

＼

◇
＼

ノ裟匡
自

助

追

跡

ぢン
・・

蕗

..
C

三戸
/NV

>一 ム
ウ エア 託 ヲ 〉

NixdorfのModuleConceptDiagram

.'

この よ うな モ ジ ュー ル 化 の 上 に立 つ と,拡 張DDPSの 概 念 は比 較 的容 易 に作

り上 げ られ,'需.要 の 多様 化へ の 対処 が な され よ う。.

そ の概 念 をやは り図 式 的 に表 わす と,次 図 の よ うに な る。.
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特 定 ・公 衆 回 線 に よ る

デ ー タ 通 信

デ ィス ク ・フ ァ イ ル に

よ る 複 合 処 理

マ グ レ ジ ャ ・フ ァ'イル

に よ る サ イ ク ル ・バ ッ チ

カ セ ッ ト ・フ ァイ ル に よ る

デ イ リー バ ッチ

事務レ

高持

展性
の発

ベル

↑事務処理形態の多様性

即事基幹事務
行動指令事務

現場管理事務

累計基幹事務

計画管理事務

単位業務

連繋業務

曝

●
図 で の 表 現 で は,3次 元 的 な拡 張 性 とな って い るが,Nixdorf社 の概 念 と し て

は 多 次 元 的 な もの で あ る。

Nixdorfの 小 型 コ ン ピュー タは,大 型 コ ン ピ ュー タに比 肩 す る よ うな ソ フ トウ

ェ ア を備 え てい る。 例 え ばMode1820/8シ リー ズ で は,
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M820/8

ソ フ トウ ェ ア

体 系

標 準

フ ァ ー ム ウ ェ ア

拡 張

フ ァ ー ム ウ ェ ア

仮 想

フ ア ー ム ウ ェ ア

シ ス テ ム

ユ ー テ ィ リ テ ィ

ン ェ 不 フ ル

ユ ー テ ィ リ テ ィ

シ ス テ ム

サ ブ ル ー チ ン

ン ェ 不 フ ル

サ ブ ル ー チ ン

ベ ー シ ッ ク ・フ ァ ー ム ウ ェ ア

モ ニ タ ー ・シ ス テ ム

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・シ ス テ ム

オ ペ レー テ ィン グ ・サ ポ ー ト18

オ ペ レー テ ィン グ ・サ ポ ー ト28

エクステ ンデ ッ ド・フ ァ ー ム ウ エ ア

ニ ッ ク ス ドル フ

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ロ ー ダ ー

.ロー ダ ー

プ ロ グ ラ ム ・メ ン テ ナ ン ス

ー デ バ ッ キ ン グ ・エ イ ド

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ シ ス テ ム

で あ る。

これ は 前述 の よ うに,小 規 模 シズ テ ムで は フ ル ・デ ー タ ー ・プ ロセ ッサ 型,大

規 模 シス テ ムに 対 して は 端 末 機器 プ ロセ ス型 の機 能 を果す とい う,小 型 コ ン ピ ュ

ー タに 負 わ され る宿 命 的 な 要求 か らの必 然 的 結 果 で もあ るが
,主 た る理 由 は科 学

技 術の 進 歩 に よ り,ハ ー ドウ ェアの急 速 な発 達 を もた らし,Perf/costの 著 し

い増 大 を もた らし た と同時 に,ユ ー ザ ー か ら この ハ ー ド ウ ェア を100%動 か せ る

よ うな 高 い レベ ルの ソ フ トウ ェア を要求 され て い る こ とに あ る。 これ に 対 し一 般

的 に ソ フ トウ ェア に対 しては,Perf/costの 向 上 の お くれ が 目立 ち,こ れ をハ

ー ドウ ェアに繰 込 ん で処 理 す る こ とは,競 争 の 激 化 と共 に 困 難 で あ る。 これ に対

処 す る ため の ソ フ トウ ェ ア生 産 コス ト低 下 方 法 と して,当 然 い わ ゆ る ソ フ トウ ェ

リ

アの 生 産 工 業 化 の 方 法 が 取 られ て い る こ とは い うまで もない 。Nixdorfで は マ ー
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ケ ッ ト ・リサ ーチ,製 造 チ ャ ンス 等 の探 索 の結 果 に もとづ き,先 づ 対 象 が シス テ

ム ・オ リエ ン トの もの で あ るか,プ ロ ブレ ム ・オ リエ ン トの もの で あ るか を決定

す る。 さ らに,こ れ が イ ン ダス ト リー ・オ リエ ン トな ソ フ トウ ェアで あ るか,標

準 パ ッケ ー ジ とすべ き もの か を考 え る。 さ らに 問題 を分 析 して,1)汎 用 性,2)

数 に無 関係 に使 用 可 能,3)各 装置 に 対 して 同 じパ タ ー ンの もの で あ るか,4)各

装 置 に 対 して 同一 の"オ リジ ン"を もって い るか,5)各 装置 を総 括 で き る もの

か 否 か,6)ORGウ ェ ア に 相 当 す る ものs開 発 に つ い て,・ ……・が 検 討 され,'こ

れ に よ り,チ ェ ッ ク リス トの 整 備,ロ ジ カル な マ ッチ ングの 検 討,ド キ ュメ ン ト,

ORGウ ェ ア ・ ツ ー ル の決 定 ・……・で あ り,さ らに,準 備 時 間 の 短 縮,補 足 的 プ

ロ グ ラ ムの 逓 減,分 析結 果 の 同一 性 …・・…,メ イ ンテ ナ ンス の 向 上,・ ・……が 得 られ

る。 これ らは さ らに7っ の 工程 段 階に 分 け て,コ ン ピ ュー タ ・エ イ ドな 方 法 で生

産 され る。

一 般 的 に ドイ ツで は
,ユ ー ザ ーは 各 自の ソ フ トウ ェア を 自分で 作 り,一 般 化 さ

れ たパ ッケ ー ジ を敬 遠 す る傾 向 が あ り,従 ってNixdorfで は ゼ ネ ラル ・パ ーパ ス

的 な 大 きな もの に限 りパ ッケ ー ジ を開 発 して い る。

その 代 り,Nixdorfで は モ ジ ュー ル 方式 で ユ ーザ ー にサ ー ビス を行 な って い る。

この モ ジ ュー ル はFIRMの 形 で 提供 され て い る。 このFIRMほ 勿 論 マーケテ ィン

グ,製 作,デ ザ イ ン ・マ ニ ュ アル等 の 観 点 に 立 って 作 られ た,"モ ジ ュー ル ・ス

タ ンダ ー ド ・ソ フ トウ ェア"で あ る。 これ はFIRMジ ェネ レー ターめ 形 で 提 供

され,パ ラ メ ー ター に よ って ユ ーザ ーの 必 要 なFIRMを 作 成 出来 るよ うに な っ

て い る。

この よ うに して,ソ フ トウェ アの 生 産 コス トの 逓 減,さ らにPerf/costを 引

上 げ る こ とに よ り,Nixdorfで は ソフ トウ ェア 関係 だ けでで も利益 をあげてい る こ

とは,極 め て注 目に値 す る こ とで あ る。

Nixdorf本 社 の ソ フ ト関係 開発 の人 員 構 成(%)は5っ の グ ル ー プ よ り成 り,

1)ア シ ス タ ン ト;10%

2)プ ログ ラ マ ー;15%
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)

)

)

3

4

5

シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ マ ー

プ ロ ジ ェ ク ト ・エ ン ジ ニ ア

シ ス テ ム ・ エ ン ジ ニ ア

(学 識 ・ 経 験 者)

50%

15%

10%

で あ り,又 全 体 の20%は 数学,物 理,情 報 関 係者 で あ り,50%が 工 学 者,30

%は プ ログ ラ ミ'ング 関係 者 で 構成 され て い る。

な お ハ ー ド ・ソ フ ト ・ウェ ア を含 め た 研 究 開 発 は,Paderborn;Berlin,

CostaMesa(米 国)併 せ て,～700名 で あ るが,Paderbornで は,ハLド 関

係 ～250名,ソ フ ト関係 ～100名,テ ス ト関 係 ～100名 との こ とで あ る。

我 々 は,未 発 表 の プ リ ンター を見 る機 会 を得 た。'これ はIBMの ボ ー ル'型 と異

な り,二 二 ドル型 プ リ ンタ ーで あ る。 この ヘ ッ ドは下 図 の よ うな もの で あ り,毎

秒240字 で,往 復 刷字 が可 能 で あ る。』各 ドッ トは その 一 部 分 が 重 複 され で打 た れ

るの で,ISOの 規 格 の字 型 にす れ ば,OCRで も読 み取 り可 能 の ものシで あ る。

{

瑚
嘱蒸

へ蕊
ユ

一

嘘

ノ

・

吾
衰

三

恩

〔
二

頃
葺

篭

欝
購

汝

譜

^

M
頴

束

.

畢

、ゼ

議

輪

曝

、

◎

-
.
ぺ

.

〔

難
ぷ
づ

霧

攣

ご
〔

ぷ

ニ ー ド ル 型 プ リ タ ー の ヘ ッ ド

最 後 に,「 アフ ター サ ー ビス も商 品 と考 え て そ の充 実に 力 を注 い で い ま す 。」 と

の言 葉 はNixdorfで は 実感 を もって 耳 に ひび い て 来 た こ とが 印 象 的 で あ る・

一136一
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一－L

欧州におけ る情報処理の実態 ¥1,200

発 行 所

発 売 所

財団法人 日本情報処理開発協会

東 京都 港 区芝公 園3-5-8機 械振興 会館 内

電話434-8211(代 表)(〒105)

株 式 会 社 コ ン ピ ュ ー タ ・エ ー ジ 社

東 京都 千代 田区霞 が 関3-2-5霞 が 関 ビル

電 話581-5201(代 表)(〒100)

万 一落丁が 、ご ざい ま した ら直接 コンピュー タ
・エー ジ社に てお取 替 えいた します

。
[不許 複製、禁無断転載]
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